安全のためにぜひ守 y ましよう 


A 

必読！ 

ドライバーのみなさまへ 

ご使用の前に、特に守つていただきたいこと、 

知つておいていただきたいことをまとめています。 






警告に値する項目です 

注意に値する項目です 
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必読！ドライバーのみなさまへ 

走行する前に 


走行する前に 

お出かけの前に知っておいていただきたいこと、お守りいただきたいこ 
とをまとめています。 


日常点検などをかかさず行っ 
てください 

安全で快適な運転をしていただ< ために、 
日常点検 • 定期点検整備を実施すること 
が法律で義務付けられています。 

点検•整備はメンテナンスノートにした 
がって実施して < ださい。 

詳しくは別冊の「メンテナンスノート」 

をご覧 < ださい。 


各部を正しく調整してくださ 
い_ 

シート、ミラー類の位置を正し<調整し 
て < ださい。 

(シート-» 38ぺージ) 
(車体各部の調整—101ページ) 


シートベルトはしっかリと着 
用してください 

走行する前に必ず運転者、同乗者とも全 
員がシートベルトを着用して < ださい。 
シートベルトは正し<着用しないと効果 
が半減したり、危険な場合があります。 
必ず正しい着用方法を身に付けて < ださ 
い。 

(正しい着用— 50ページ) 
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必読！ドライパーのみなさまへ 

走行する前に 


妊娠中の方もシートベルトを 
着用してください _ 

妊娠中の方も下記の要領でシートベルト 
を着用して<ださい。ただし、万一のと 
き腹部などに強い圧迫を受けるおそれが 
ありますので、シートベルトの着用につ 
いては、医師にご相談の0え、注意事項 
を確認して < ださい。 

•腰べルトは、必ず腰骨のできるだけ低 
い位置、お腹の膨らみの下に密着させ 
て着用して<ださい。腰べルトが腰骨 
か5ずれていると、衝突したときなど 
に腹部に強い圧迫を受け、けがをする 
おそれがあります。 

•局ペルトは、お腹の膨6>みをさけ必ず 
胸部に着用して<ださい。肩べルトを 
腹部にかけていると衝突したときなど 
に、腹部に強い圧迫を受け、けがをす 
るおそれか'あります。 



危険物は持ち込まないでくだ 
さい_ 

車内や荷室内には、ガソリン、灯油、シ 
ンナーなどの引火物の入った容器やスプ 
レー缶類を持ち込まないで<ださい。蒸 
発ガスに引火したり容器が破損すると非 
常に危険です。 



ぺダル操作が確実に行える履 
き物を着用してください 

安全な運転をしていただ<ために、ぺダ 
ル操作が確実に行える履き物を着用して 
<ださい。ペダル操作が確実に行えない 
と、思わぬ事故につながるおそれがあり 
危険です。 


運転席足元に物を置かないで 
ください 

走行中に空缶などの動きやすい物を足元 
に置<と、ブレーキペダルの下に挟まり、 
ブレーキ操作ができな<なったり、アク 
セルペダルが戻5な<なるなどのおそれ 
があり危険です。 
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必読！ドライバーのみなさまへ 

走行する前に 


車に合わないフロアマットは 
使用しないでください _ 

•フロアマットはペダルに引っかから 
ないよう、車に合った物を正し<敷い 
て<ださい。また、ずれないように固 
定フックなどで必ず固定して < ださい。 



•フロアマットを正し〈敷かなかった 
り、重ねて敷<とペダル操作をさまた 
げ、思わぬ事故につながるおそれがあ 
り危険です。 


タイヤ空気圧の点検をしてく 
ださい 

タイヤ空気圧の点検は法的に義務付け5 
れています。 

タイヤ空気圧はスペアタイヤも含め、最 
低でも月に1回は点検を行ってくださしヽ。 
タイヤ空気圧が極端に低い状態のまま走 
行すると、偏摩耗や早期摩耗します。ま 
た、バースト（破裂）など修理できない 
よラな損傷をタイヤにあたえたり、思わ 
ぬ事故につながるおそれがあり危険です。 
タイヤの点検については、別冊の「メン 
テナンスノート」をご覧<ださい。 



荷物を積み過ぎないでくださ 
い 


•助手席やリヤシートに荷物を積み重 
ねないで<ださい。視界をさまたげた 
り、ブレーキをかけたときや旋回して 
いるときに荷物が飛び出して体にあた 
るなどして、思わぬけがや事故につな 
がるおそれがあり危険です。 

• 重い荷物を積み過ぎないで<ださい。 
車両や走行に悪い影響をおよぼし、思 
わぬ事故につながるおそれかあり危険 


です。 
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必読！ドライパーのみなさまへ 

エンジンをかけるときは 


エンジンをかけるときは 

エンジンをかけるときに知っておいていただきたいこと、お守りいただ 
きたいことをまとめています。 


車両後方に可燃物がないこと 
を確認してください 

エンジン始動前に、車両後方や排気管の 
周りに可燃物（枯草•紙•木材など）が 
ないか確認して<ださい。可燃物がある 
と排気管や排気ガスが高温になり、火災 
になるおそれがあり危険です。 



オートマチック車の場合に注 
意していただきたいこと 

駐車ブレーキをかけた状態でセしクトし 
バーを必ず囵レンジにして、プしーキぺ 
ダルをしっかり踏みエンジンを始動して 
<ださい。 

(エンジンのかけかた-»131ページ) 


排気ガスには気を付けてくだ 
さい_ 

排気ガスには無色 • 無臭で有害な一酸化 
炭素が含まれているため、吸い込むと一 
酸化炭素中毒になるおそれがあり危険で 
す。 

換気の悪い場所（車庫など、周囲が閉鎖 
された場所）でエンジンをかけたままに 
しないで<ださい。換気が不十分になり、 
一酸化炭素中毒事故を起こす危険があり 
ます。 

排気管はときどき点検して<ださい。排 
気管の異常または排気音の異常などに気 
付いたときは、スバル販売店で点検を受 
けて<ださい。そのまま走行すると排気 
ガフが車内に侵入するおそれがあり危険 
です。 

車内に排気ガスが侵入してきたと感じた 
らすぐに換気をし、車内に新鮮な空気を 
入れて<ださい。また、ただちにスバル 
販売店で点検を受けて < ださい。 
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必読！ドライバーのみなさまへ 

走行しているときは 

走行しているときは 

走行しているときに知っておいていただきたいこと、お守 y いただきた 
いことをまとめています。 


走行中はエンジンを止めない 
でください 

走行中にエンジンを止めると、下記のよ 
ラな現象が起こるおそれがあります。 

• ブレーキの倍力装置がはたらかな<な 
るため、ブレーキの効きが悪<なり、 
事故につながるおそれがあり危険です。 
• 各警告灯が作用しな < なります。 

• ハンドル操作が重<なります。 

• 触媒装置を損傷するおそれがあります。 


下り坂ではエンジンブレーキ 
を併用してください _ 

フットブレーキに頼る と、 ブレーキが過 
熱し、ブレーキの効きが悪<なり、危険 
です。長い下り坂などではシフトダウン 
して、エンジンブレーキを併用しましよ 
ぅ。 

1速ずつシフトダウンして<ださい。急 
激なシフトダウンはタイヤを□ックさせ、 
スリップなどの原因となり、事故につな 
がるおそれがあり危険です。 

また、ぬれた路面や、積雪路、凍結路な 
どのスリップしやすい路面では、十分速 
度を落としてシフトダウンしてください。 


エンジンブレーキ 

エンジンブレーキとは、走行中アクセル 
ペダルか5足を離したときにかかるプレ 
ーキのことです。低速ギヤになるほどよ 
<効きます。 


ハンドルをぃっぱぃに回した 
状態を長く続けなぃでくださ 
い_ 

オイル潤滑不良を起こし、パワーステア 
リングポンプを損傷するおそれがありま 
す。 
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必読！ドライパーのみなさまへ 

走行しているときは 


雨、風の強い日には走行に注 
意してください 

雨や風の強い日は、スピードを控え目に 
しましよラ。特に橋や土手の上、トンネ 
ルの出口、山の切通しの部分など、横風 
の発生しやすい場所では、ハンドルをし 
つかり持ち、スピードを落として走行し 
て < ださい。 


水たまリを走行したあとはブ 
レーキの 効きを確認してくだ 
さい_ 

深い水たまりを走行したあとや洗車をし 
たあとは、ブレーキパッドかしめり、効 
きか悪<なることがあります。ブレーキ 
ペダルを軽<踏み、ブレーキの効き具合 
が正常かを確かめて < ださい。 

効き具合が悪いときは前後の車に十分注 
意し、ブレーキペダルを軽<踏みながら 
低速でしば5<走行し、ブレーキのしめ 
りを乾かして <ださい。 



タイヤがバースト（破裂）したり、異常 
過熱により思わぬ事故につながるおそれ 
があります。 


高速道路を走行するときに注 
意していただきたいこと 

•燃料、冷却水、エンジンオイルの量、 
タイヤの空気圧、摩耗状態などの点検 
は特に念入りに行って<ださい。 

• 高速での急ブレーキは特に危険です。 
十分な車間距離を取って走行して < だ 
さし、 0 

• 法定速度を守って走行してください。 
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必読！ドライバーのみなさまへ 

走行しているときは 


正しいシート位置で走行して 
ください 

シートを倒した状態で人を乗せたまま走 
行しないで < ださい。 

また、リゃシートを折りたたんだ状態で 
荷室に人を乗せての走行もしないで<だ 
さい。急ブレーキをかけたときなど、体 
が固定されず大変危険です。 

人を乗せて走行するときは必ず通常のシ 
ート位置で走行して < ださい。 

(シート— 38ぺージ） 


後退するときは子供や障害物 
に気を付けてください 

ルームミラー、ドアミラーなどでは確 
認しに<い死角があります。安全確認を 
しなが5ゆつ < り後退して < ださい。 


窓から手や顔などを出さない 
でください 

窓か5身を乗り出したり、手や顔を絶対 
に出さないで<ださい。思わぬけがをす 
るおそれがあります。 


ブレーキ ペダルに足をのせた 
まま走行しないでください 

ブレーキ 部品が早<摩耗したり、 ブレー 
キか過熱し、効きが悪<なるおそれがあ 
ります。 



ハンドルの中からの操作をし 
ないでください 

走行中にはハンドルの中に手を入れて、 
スイツチなどの操作をしないで<ださい。 
ハンドル操作のさまたげになり、万一の 
ときに大変危険です。 


「急」の付く運転はしないで 
ください 

急激なハンドル操作、急発進、急加速、 
急ブレーキや急激なエンジンブレーキな 
ど「急」の付<運転はさけて<ださい。 
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必読！ドライパーのみなさまへ 

駐停車するときは 

駐停車するときは 

駐停車するときに知っておいていただきたいこと、お守りいただきたい 
ことをまとめています。 


長時間駐車するときに注意し 
ていただきたいこと 

エンジンを必ず止めて駐車して < ださい。 
思わぬ事故につながるおそれがあります。 


駐停車のときは駐車ブレーキ 
をかけてください 

駐車するときは、必ず駐車ブレーキをか 
け、セレクトレバーを ( E レンジに入れま 
す。坂道で駐車するときは、さらに輪止 
めを置いて駐車すると安全です。 

停車が長び<ときは、ブレーキペダルを 
踏んだままで駐車ブレーキをかけ、セレ 
クトレバーを_レンジに入れます。 



燃えやすい物のそばに車を止 
めないでください 

排気管や排気ガスは高温になり、可燃物 
(枯草•紙 • 木材など）があると、火災 
になるおそれがあり危険です。車の後方 
に可燃物があるときは、車両後端を 
30 cm 以上離して止めて < ださい。 

隙間が少ないと排気ガスによって変色や 
変形したり、火災になるおそれがあり危 
険です。また、可燃物（枯草•紙 • 木材 
など）の上で走行したり、車を止めたり 
しないで < ださい。 


車から離れるときに注意して 
いただきたいこと 

車か5離れるときは、エンジンを止め、 
駐車ブレーキをかけ、必ずドアを施錠し 
て < ださい。 

車が動き出したり、車両盗難、貴重品盗 
難のおそれがあります。 

また、乳幼児のみを車内に残して車を離 
れないで<ださい。炎天下での車内の温 
度は、想像以上に高<なり危険です。 
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必読！ドライバーのみなさまへ 

駐停車するときは 


仮眠するときは必ずエンジン 
を止めてください 


高速道路で停車するときに注 
意していただきたいこと 


エンジンがかかった状態のままで仮眠す 
ると、無意識にセレクトレバーを動かし 
たり、アクセルペダルを踏み込んだりし 
て、車の不意な発進やエンジン過熱によ 
る火災など、思わぬ事故につながるおそ 
れがあり危険です。 

また、排気管が損傷していた場合、風通 
しの良<ない所や、風向きによっては排 
気ガスの侵入により、一酸化炭素中毒事 
故を起こすおそれがあります。 



高速道路で、故障などのためやむを得ず 
停車するときは道路の端によせ、必ず停 
止表示板（停止表示灯）を置いて<ださ 
い。 

万一のために停止表示板（停止表示灯） 
は車に常備しましよラ。高速道路では停 
止表示板（停止表示灯）の設置は法律で 
義務付け5れています。 



マフラーに触れないようにして<ださ 
し、。エンジンがかかっているときやエ 
ンジン停止直後のマフラーは高温にな 
っているため、やけどをするおそれが 
あります。 

•タイヤ交換時などに、ディスクホイ 
ールやブレーキ回りに触れないよラに 
して<ださい。走行後のディスクホ 
イールやブレーキ回りは高温になって 
いるため、やけどをするおそれがあり 
ます。 
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必読！ドライパーのみなさまへ 

駐停車するときは 


走行後にアイドリングを行つ 
てください 

高速および登坂走行の直後にエンジンを 
止めるときは、停車後、1分程度アイド 
リングの状態でエンジンを ) 令やしてか5 
エンジンを止めて < ださい。 


車が雪でおおわれたときに注 
意していただきたいこと 

雪が積もった場所や降雪時に駐車すると 
きは、エンジンをかけたままにしないで 
<ださい。エンジンをかけた状態で車の 
周りに雪が積もると、排気ガスが車内に 
侵入して一酸化炭素中毒事故を起こすお 
それがあり危険です。 
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必読！ドライバーのみなさまへ 

安全な燃料給油のために 

安全な燃料給油のために 

セルフガソリンスタンドなどで、お客様自身で燃料給油する場合に知 
つておいていただきたいこと、お守りいただきたいこと、特に注意して 
いただきたいことをまとめています。 

よくお読みになリ、安全に給油を行つてください。 


必ず指定燃料をご使用くださ 
い_ 

必ず、無鉛しギュラーガソリンを使用し 
て < ださい。 

給油時に、指定されている燃料であるこ 
とを確認して < ださい。 

指定以外の燃料（粗悪なガソリン、アル 
コール系燃料、軽油、灯油など）を使用 
すると、エンジンの始動性が悪<なった 
り、ノッキングや出力の低下などが発生 
する場合があります。また、そのまま使 
用していると、エンジンや燃料系部品を 
損傷するおそれがあります。 



燃料給油時には、必ず下記の 
ことをお守りください 

燃料は引火しやすいため、やけどなど重 
犬な傷害を受けるおそれがあり危険です。 
必ず下記のことをお守り < ださい。 

• エンジンは必ず止めて < ださい。 

•車のドア、窓は閉めて<ださい。 
•タバコを吸うなど、火気を近付けない 
で < ださい。 
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必読！ドライパーのみなさまへ 

安全な燃料給油のために 


フュー エルキヤップを開ける前に、 
必ず車体または給油機などの金属部分 
に触れて、身体の静電気除去を行って 
<ださい。 

身体に静電気を帯びていると、放電に 
よる火花で引火するなどして、やけど 
のおそれがあり危険です。 

給油中に再び車内のシートに触れたり、 
座ったり、また人や物に触れると再帯 
電する場合があります。このようなと 
きは再び給油機などの金属部分に触れ 
て静電気除去を行って<ださい。 

フューエルキヤップを開けるなどの 
給油操作は、必ず静電気除去を行った 
方お一人で行って < ださい。 

フュー エルキヤップを開ける際は、 
必ずキャップのッマミ部分を持ち、ゆ 
っ<りと開けて<ださい。気温が高い 
ときなどは燃料タンク内の圧力が高< 
なり、給油□か5燃料が吹き返すおそ 
れがあります。 



フューエル キヤップを少しゆるめた 
ときに「シュー」という音かする場合 
は、それ以上開けずに、その音が止ま 
るのを確認してからゆつ<りと開けて 
<ださい。 


• 給油中に燃料がこぼれた場合はただち 
に給油を止め、こぼれた燃料を布など 
でふき取って < ださい。 

• こぼれた燃料が車の塗装面に付着した 
場合は水洗いをおすすめします。付着 
したままで放置すると、塗装面が劣化 
するおそれがあります。 

• 給油□にほかの人を近付けないで<だ 
さし、0 

•給油するときは、給油□にノブルを確 
実に挿入して<ださしヽ。また、オート 
ストップ作動後の継ぎ足し給油は行わ 
ないで<ださい。給油□か5燃料が吹 
きこぼれるおそれがあります。 

•給油終了後、 フユー エルキャップを 
閉める場合「カチッ」といラ音か一度 
するまで右に回し、確実に閉まってい 
ることを確認してください。 



•指定品のフューエルキャップ以外は 
使用しないで < ださい。 

•その他、ガソリンスタンド内に掲示 
されている注意事項を守って < ださしヽ。 


燃料の気化ガスを吸わないよ 
うにしてください 

燃料には、人体に有害な発ガン性物質を 
含んでいる物もありますので、ご注意< 
ださい。 
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必読！ドライバーのみなさまへ 

SRS エアバッグについて 


SRS エアバッグについて 

SRS エアバッグのページも併せてお読みください。 


シートベルトを着用してくだ 
さい_ 

SRS エアバッグの効果を発揮させるため、 
必ずシートベルトと併用して<ださい。 
いざといラとき効果を発揮しないばかり 
でな<、重大な事故につながるおそれが 
あります。 


修理、分解、取り外しをしな 
いでください 

修理、分解、取り外しなどをお客様自身 
で行わないで<ださい。修理の際は、最 
寄りのスバ j レ販売店にご連絡< ださい。 


パッド部、インストルメント 
パネルにステッカーなどを貼 
らないでください 

パッド部、インストルメントパネルにス 
テツカーを貼ったりカバーでおおうと、 
いざというとき SRS エアバッグが正常に 
作動しないおそれがあります。 



インストルメントパネルに物 
を置かないでください 

インストルメントパネルの上に芳香剤な 
ど物を置いたり傘を立てかけたりしない 
で<ださい。 SRS エアバッグが膨5んだ 
ときの衝撃で飛ばされたり、 SRS エアバ 
ツグが正常に作動しないおそれがありま 
す。 



付きすぎたりしないで<ださい。お子さ 
まをインヌトルメントパネルの前に立た 
せたりしないで<ださい。 

また、インストルメントパネルにもたれ 
かか5ないで<ださい。 SRS エアバッグ 
が膨らんだときの衝撃で重大な傷害を受 
けるおそれがあり危険です。 
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必読！ドライパーのみなさまへ 

SRS エアバッグについて 


チャイルドシートは正しく取 
y 付けてください 

助手席にチヤイルドシート（ベビーシ 
—卜）を取り代 f けたり、チヤイルドシー 
卜を後ろ向きに取り付けないで < ださし、。 
SRS エアバッグか膨らんだときの衝撃で 
重大な傷害を受けるおそれがあります。 
取り付け可否については、必ずチャイル 
ドシートの適用条件をご確認<ださい。 


( SRS エアバッグ — 57ぺージ) 
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必読！ドライバーのみなさまへ 

オートマチック車について 


オートマチック車について 

オートマチック車の運転のページも併せてお読みください。 


オートマチック車の特性や操 
作上で注意していただきたい 
こと _ 

オートマチック車には、い<つかの特性 
があります。思わぬ事故につながるおそ 
れかありますので、正し<理解し、操作 
する習慣を身に付けて < ださい。 


クリープ現象 

エンジンがかかっているとき、セレクト 
レバーが®、 ® レンジ以外の位置では、 
動力がつながった状態になり、アクセル 
を踏まなくてもゆっくりと車が動き出し 
ます。 

停車中は平坦路であっても車が動かない 
ようにブレーキペダルをしっかりと踏み、 
必要に応じて駐車ブレーキをかけてくだ 
さし、 0 


キックダウン 

走行中にアクセルペダルを踏み込むと、 
自動的に低速ギヤに切り替わり、エンジ 
ンの回転数が上がり、強<加速します。 
滑りやすい路面やカーブ走行中では、急 
激なアクセルペダルの操作はさけて<だ 
さい。 


エンジンをかける前にペダル 
の位置を確認してください 

ペダルの踏み間違えがないよ〇に、右足 
でペダルの位置を確認し、必ずセレクト 
レバーか0レンジの位置になっているこ 
とを確認して <ださい。 


ブレーキ ペダルは右足で操作 
してください 

ブレーキペダルはアクセルペダルと同 
じ右足で操作する習慣を身に付けて<だ 
さし、 0 
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必読！ドライパーのみなさまへ 

オートマチック車について 


スター トするときは ブレーキ 
ペダルを踏んだままセレクト 
レバーを 操作してください 

セレクトレバーがどの位置にあるかをセ 
レクトレバーまたはメーター内のインジ 
ケーターを必ず目で見て確認し、必ず右 
足でブレーキベダルをしっかりと踏んだ 
ままセレクトレバーを操作してくださし'。 
また、アクセルペダルを踏んでのセしク 
トレバー操作はしないで<ださい。 

(運転のしかた-> 138ページ） 



走行中はセレクトレバーを® 
レンジの位置に入れないでく 
ださい 


走行中はセレクトレバーを_レンジに入 
れると、エンジンブレーキか全<効かず 
思わぬ事故の原因となります。 

また、下り坂などでは必ずシフトダウン 


をして、エンジンブレーキを使ってくだ 


さい。ブレーキペダルを踏み続けること 
はやめて < ださい。 



坂道などで注意していただき 
たいこと 

坂道などでは、セレクトレバーを回レン 
ジ、 （ U レンジまたは[□レンジに入れたま 
ま惰性で後退したり、 （ E ] レンジに入れた 
まま惰性で前進することは絶対にやめて 
<ださい。 

エンストを起こし、ブレーキの効きが悪 
<なったり、/\ンドルが重<なるなど、 
思わぬ事故や故障の原因となるおそれが 
あり危険です。 


駐車、停車するときは 

駐車するときは、必ずセレクトレバーを 
( S レンジの位置にし、しっかりと駐車プ 
レーキをかけて<ださい。停車中はセレ 
クトレバーを 1 S レンジの位置にし、右足 
でしっかりとブレーキペダルを踏んで< 
ださい。 

また、車が完全に停止するまでセレクト 
レバーを0レンジには入れないで<ださ 
い。 
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必読！ドライバーのみなさまへ 

お子さまを乗せるときは 


お子さまを乗せるときは 


ドアの開閉は、大人が注意し 
ながら操作してください 

ドアを閉めるときなど、特にお子さまの 
手や足を挟まないよラ注意しましよう。 
開閉、施錠は大人が行い、安全のために 
もチヤイルドプルーフを使用して<ださ 
い。 

(車体各部の開閉— 68 ページ) 



お子さまのいたずらによる車の発進、火 
災など思わぬ事故が起こるおそれがあり 
危険です。また、炎天下での車内の温度 
は想像以上に高<なり、危険です。 

必ずお子さまと一緒に車を離れて<ださ 
い。 



お子さまは大人と一緒に後部 
座席にお座りください 

助手席ではお子さまの動作が気になり、 
運転のさまたげになるだけでな<、お子 
さまが運転装置に触れて思わぬ事故につ 
ながるおそれかあります。 

また、万一のとき、お子さまがインスト 
ルメントパネルに頭をぶつけたり、放り 
出されるおそれがあります。 



お子さまを荷室に乗せたリ、 
遊ばせないでください 

荷室は、シートの状態にかかわ5ず人が 
乗る構造になっていないため、絶対にお 
子さまを乗せないで<ださい。急プレー 
キ時などに、思わぬ事故につながるおそ 
れがあります。 

また、停車中であってもお子さまを荷室 
で遊ばせないで < ださい。 
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必読！ドライパーのみなさまへ 

お子さまを乗せるときは 


お子さまにもシートベルトを 
着用させてください _ 

■お子さまにも必ずシートベルトを着 
用させて<ださい。急ブレーキ時など 
体が固定されず大変危険です。 

また、お子さまをひざに抱いて走行し 
ないで<ださい。ひざの上でお子さま 
を抱いていても、衝突したときなど十 
分に支えることができず、お子さまが 
重大な傷害を受けるおそれがあり危険 
です。 

•シートベルトが首やあごに当たる場 
合や腰骨にかか5ないような小さなお 
子さまには、チャイルドシートを使 
用して < ださい。 

通常のシートベルトでは衝突のとき 
首などに強い圧迫を受け、けがをする 
おそれがあり危険です。 

また、ひとり座りのできない小さなお 
子さまはチャイルドシート（ベビー 
シート）を使用してください。 
•チャイルドシートのご購入、ご使用 
に際しては最寄りのスバル販売店にご 
相談 < ださい。 

選択の目安 ISO FIX 対応（テザータイプ） 


取り付け状態 

体重 

身長 

参考年齢 

後ろ向きの 

取り付け 

9 kg 未満 

70 cm 未満 

9か月以下 

前向きの 

取り付け 

9〜 18kg 
未満 

70〜100 cm 
以下 

9か月〜4才 
以下 


選択の目安 ISO FIX 対応以外 



体重 

身長 

参考年齢 

チャイルド 
シー ト 
(ベビ-兼用) 

ベ 

ビ 

1 

10 kg 未満 

70cm 未満 

新生児 

9 か 月 

チ 

ヤ 

イ 

ノレ 

K 

9 〜 18 kg 
未満 

70 〜 100 cm 
以下 

9 か 月〜4才 

ジュニア 
シート 

15 〜 36kg 

100〜150 cm 
以下 

3 〜 12才 


•チャイルドシートを取り付けたとき 
は、確実に取り付け5れていることを 
確認してください。取り付け要領は、 
それぞれのシートに付属の取扱説明書 
をよ <読んでください。 

• お子さまを乗せていないときでもチャ 
イルドシートは、しっかりとシート 
に取り付けるか、荷室へ収納して<だ 
さし、。 

シートから取り外した状態で室内に放 
置すると、ブレーキをかけたときなど 
に乗員や物などに当たるなどして思わ 
ぬ事故につながるおそれかあります。 

• リヤシートの左右席には、 ISO * FIX 対 
応 ISO FIX 固定バ ー& テザーアンカー 
対応のチャイルドシートを取り付け 
ることができます。 

(iso fix 対応 iso nx 固定パー& 
テザーアンカー-» 47ぺージ） 


* ISO は International Organization for 
Standardization (国際標準化機構）の略 
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必読！ドライバーのみなさまへ 

お子さまを乗せるときは 


シートベルトでお子さまを遊 
ばせないでください 

お子さまをシートベルトで遊ばせないで 
<ださい。万ーシートベルトが首に巻き 
付いた場合、窒息などの重大な傷害を受 
けるおそれがあり危険です。 

誤ってそのよ〇な状態になってしまい、 
シートベルトのバックルも外せない場合 
は、はさみなどでシートベルトを切断し 
て < ださい。 


チャイルドシートは正しく取 
y 付けてください 

助手席にチャイルドシート（ベビーシ 
—卜）を取り付けたり、チャイルドシー 
卜を後ろ向きに取り付けないで < ださしヽ。 
SRS エアバッグが膨5んだときの衝撃で 
重大な傷害を受けるおそれがあります。 
取り付け可否については、必ずチャイル 
ドシートの適用条件をご確認<ださい。 
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必読！ドライパーのみなさまへ 

お子さまを乗せるときは 


パワーウインドウはお子さま 
に操作させないでください 

パワーウインドウは大変強い力で開閉し 
ますので、開閉するとき、手•腕•頭 • 
首などを挟んだり巻き込んだりして、重 
大な傷害を受けるおそれがあり危険です。 
□ツクフイツチを “ OFF ” にすると、運 
転席ウインドウガラス以外は開閉できな 
<なります。お子さまを乗せているとき 
は、□ツクスイツチを “ OFF ” にして< 
ださい。 



お子さまが窓から手や顔を出 
さないように注意しましょう 

走行中に限5ず、お子さまが窓か5手や 
顔を出さないように注意しましよう。思 
わぬけがをするおそれがあります。 
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必読！ドライバーのみなさまへ 

お車を長持ちさせるには 


お車を長持ちさせるには 

点検整備を行いましょう | |無鉛ガソリンのみ使用してく 

ださい 


車は日頃の管理が大切です。安全、快適 
にご使用いただ<ため、必ず実施して< 
ださい。 

• 日常点検 
• 新車時点検 
• 定期点検 

• 定期交換部品の交換整備 
これ5の点検整備は法令で定め5れてい 
るものと、スバルが推奨するものに基づ 
いています。 

詳しくは別冊の「メンテナンスノート」 
をご覧 < ださい。 


エンジン冷却水温が低い間 
は、エンジンに負担のかかる 
運転をさけてください 

• エンジン)令却水温が低い間は、急激な 
空ぶかし • 急加速 • 高速走行をさけた 
運転でエンジンを暖機させて<ださい。 
暖機不足の状態で、急激な空ぶかし • 
急加速•高速走行をすると、エンジン 
に悪い影響をあたえたり、触媒装置の 
損傷の原因になるおそれがあります。 
•暖機は水温表示灯が消灯すれば十分で 
す。 


必ず、無鉛レギュラーガソリンを使用し 
て < ださい。 

給油時に、指定されている燃料であるこ 
とを確認して <ださい。 

指定以外の燃料（粗悪なガソリン、アル 
コール系燃料、軽油、灯油など）を使用 
すると、エンジンの始動性が悪<なった 
り、ノッキングや出力の低下などが発生 
する場合があります。また、そのまま使 
用していると、エンジンや燃料系部品を 
損傷するおそれがあります。 
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必読！ドライパーのみなさまへ 

お車を長持ちさせるには 


車の改造や自己流の調整はし 
ないでください 

• 車の性能や機能に適さない部品を装着 
したり、自己流のエンジン調整や配線 
などを行わないで<ださい。正常な性 
能を発揮できなかったり、故障や火災 
など思わぬ事故につながるおそれがあ 
ります。 

• 国土交通省に届け出をした部品以外の 
物を装着すると、違法改造になること 
か'あります。 

• ガラス面に、着色フイルムやステッカ 
一などを貼り付けないで<ださい。運 
転のさまたげになり危険です。特にフ 
□ントガラスおよびフロントドア左 
右のガラスへの貼り付けは法令で禁止 
されています。 

• タイヤを交換するときは、指定以外の 
物を装着しないで<ださい。また、ホ 
イール、ホイール取り付けナットを交 
換するときは、この車専用以外の物を 
装着しないで<ださい。性能や機能に 
支障をきたし、安全な走行ができな< 
なります。交換するときは、スバル販 
売店にご相談 < ださい。 

• 無線機やスバル指定部品以外の電装品 
などの取り付け、取り扱い方法が適切 
でない場合、電子機器部品に悪影響を 
およぼしたり、故障や火災など思わぬ 
事故につながるおそれがあり危険です。 
ス/ T ル販売店にご相談 < ださい。 

• バッテリー端子にスバル指定部品以外 
の 電装品や アース 線を直接つなげない 
で<ださい。バッテリーあがりや火災 
など思わぬ事故につながるおそれがあ 
り危険です。 


• お客様自身での八ンドルの取り外しは 
しないで<ださい。ハンドルには SRS 
エアバッグか内蔵されているため、不 
適切に扱〇と誤作動につながり、重大 
な傷害を受けるおそれがあり危険です。 


指定部品を使いましょう 

部品を交換する場合は「スバル指定部 
品」のご使用をおすすめします。 



S321l^ 0000052 S331 从 0000051- 


31 











必読！ドライバーのみなさまへ 

こんなときは 


C んなときは 

警告灯が点灯、点滅したとき 

警告灯類が異常を知5せたとき、そのま 
ま走行すると危険な場合があります。安 
全な場所に停車し、正しい処置を行って 
<ださい。 

(警告灯-»112ページ） 


オーバ'ーヒートしたとさ 

水温警告灯か点滅•点灯したときは、才 
ーバーヒートが考え5れます。そのとき 
エンジンルームまたはボンネットから蒸 
気が出ている場合は、絶対にエンジンル 
ームまたはボンネットを開けないで<だ 
さし、。 

また、あわてて)令却水注入□を外さない 
で<ださい。熱湯が吹き出し、やけどを 
するおそれがあります。 

(才ーバーヒートの処置—> 186ぺージ） 


エンストしたとき 

エンストしたときは落ち着いて操作して 
<ださい。 

ブレーキの倍力装置やパフーステアリン 
グ装置が作動しな<なり、ブレーキの効 
きか悪<なったり、八ンドルが重<なっ 
たりします。この場合、制動力などがな 
<なったわけではありませんので、通常 
より力を入れて八ンドルやブレーキを操 
作して < ださい。 


パンクしたとき 

走行中にパンクやバースト（破裂）をし 
たときは、ハンドルをしっかり持って 
徐々にブレーキをかけてスピードを落と 
してください。急ブレーキをかけると八 
ンドルを強 < 取5れ危険です。 

(タイヤ交換—180ページ） 


床下に強い衝撃を感じたとき 

車体の床下に強い衝撃を感じたときは、 
すぐに安全な場所に車を停車し、下回り 
を点検して <ださい。 

ブレーキ液や燃料の漏れ、損傷などが見 
つかった場合はそのまま運転すると思わ 
ぬ事故につながるおそれがあります。ス 
/ T ル販売店で点検を受けて < ださい。 


いつもと違うとき 

地面に油や液の漏れたあとが残っている 
ときや、異臭、異音、振動などに気付しヽ 
たときは、車に異常のおそれがあります。 
このよ〇なときは、スバル販売店で点検 
を受けて < ださい。 
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必読！ドライパーのみなさまへ 

こんなときは 


車両の火災につながるおそれ 
があるため、下記の点に注意 
をしてください 

•灰皿を使用したあとは、マッチ、タパ 
コの火を確実に消し、必ず閉めて<だ 
さい。火災になるおそれがあり危険で 
す。 

•車内（特にインストルメントパネル 
の上など）に、ライターなどの発火物 
や炭酸飲料を置かないで<ださい。車 
内が高温になり火災や爆発につながる 
おそれがあり危険です。 

• ライターを車内（グローブボックス 
内など）に放置したままにしないで< 
ださい。荷物を押し込んだときや、シ 
一卜を動かしたときに、ライターの操 
作部が誤作動し、火災になるおそれが 
あり危険です。 



•ウインドウガラスには吸盤を付けな 
いで<ださい。また、インストルメン 
トパネルの上に芳香剤などの容器を 
置かないで<ださい。吸盤や容器がレ 
ンプのはたらきをして、火災になるお 
それがあり危険です。 



• シルバー色などの金属蒸着フイルムを 
曲面ガラスに貼った場合は、ドアやウ 
インドウガラスを開けたまま放置し 
ないで<ださい。ドアやウインドウ 
ガラスを開けたまま放置すると、直射 
日光が曲面ガラスの内側に反射し、レ 
ンプのはたらきをして、火災になるお 
それがあり危険です。 
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必読！ドライバーのみなさまへ 

こんなときは 


こんな点にも注意をしてくだ 
さぃ_ 

• 炎天下での駐車は高温になりますので、 
メガネなどを車内に放置したり、小物 
入れなどに入れたままにしないで<だ 
さい。炎天下では車内が高温になるた 
め、レンフ'やフレーム、耐熱性の低い 
物は、変形 • ひび割れを起こすことが 
あります。 

• 車内のスイッチに飲み物などをこぼし 
たり、雨水などがかからないよう注意 
して<ださい。インストルメントパ 
ネルやドアなどにあるスイッチにかか 
ると、故障の原因となったり、車両火 
災につながるおそれがあり危険です。 
万一、スイッチに飲み物、雨水などが 
かかった場合は、すみやかにスバル販 
売店にご相談 < ださい。 

•インストルメントパネルの上に物を 
置いたまま走行しないで<ださい。運 
転者の視界をさまたげたり、発進時や 
走行時に動いて思わぬ事故につながる 
おそれがあります。 

•運転者はハンズフリー以外の自動車 
電話や携帯電話などを走行中に使用し 
ないで<ださい。思わぬ事故につなが 
るおそれがあります。 

* 運転者は走行中、テレビを見たり、力 
ーナビゲーシヨンを操作しないで< 
ださい。思わぬ事故につなかるおそれ 
か'あります。 

•リヤシートの調整および収納状態か 
5元に戻したときは必ずロックしたこ 
とを確認して<ださい。ロックがかか 
つていない状態での走行は思わぬ事故 
につながるおそれかあります。 


• タイヤは4輪とも指定サイズで、同一 
サイズ、同ーメーカー、同一銘柄およ 
び同ートレッドパターン（溝模様） 
の物を装着して < ださい。 

• 摩耗差の著しいタイヤは使用しないで 
<ださい。 


車止めなどに注意をしてくだ 
さぃ_ 

下記のよ0な場合には、スポイラー、大 
型バンパーなどを損傷するおそれがあり 
ますので、十分に注意して<ださい。 

• 車止めのある場所への駐車 
• 路肩に沿っての駐車 
• 路肩など段差のある場所への乗り降り 
• 凹凸やわだちのある道路の走行 
• <ぽみ（穴）のある場所の通過 
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安全装備 

車を運転するうえて乗員の安全を保護するための 
装備について説明しています。 



シ—卜 


■ ABS 


正しい運転姿勢- 

…38 

ABS ( EBD & ブレーキ 


フ□ントシ ー 1 - 

…39 

アシスト付）- 

-64 

'JV V 1- 

— 41 



ソフトフラットシート- 

…46 



ISO FIX 対応 ISO FIX 固定バ ー & 




テザ-アンカ- 

— 47 




■ シートベルト 

正しい着用-50 

3点、式 ELR シートベル!-53 

プリテンシヨナ ー& 可変□—ド 

リミッター機構付シートベル!-54 

シートベルトによる 

チャイルドシートの取り付け---- -55 


■ SRS エアバッグ 

SRS エアバッグ-57 

SRS エアバッグ警告灯-63 


SRS エアバッグコンピュータ——63 
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函ぼ 


シート 


正しい運転姿勢 


安全な運転操作を行ろため、正しい運転 
姿勢が取れるよラに、下記のことに注意 
してシートを調整してください。 

• ペダル類が十分に踏み込めること 
• 背もたれから背中を離すことなく、八 
ンドル操作ができること 
•シートベルトが正し<着用できるこ 
と 

•ヘッドレスト中央の高さが耳の後方 
になること 



A 警告 _ 

• 走行中は運転席シートの調整を絶対に 
しないでください。シートが突然動 
き、運転を誤り思わぬ事故につながる 
おそれがあります。 

• シートを必要以上に倒して走行しない 
でください。シートベルトの性能が 
発揮されません。正しい運転姿勢を取 
りましょう。 

•背もたれと背中の間にクッションなど 
を入れないでください。正しい姿勢が 
取れないばかりか、衝突したときシー 
トベルトなどの拘束保護装置の効果 
が十分に発揮されず重大な傷害を受け 
るおそれがあり危険です。 

(シートベルト— ► 50ページ) 


A 注意 _ 

• シートを調整するときは同乗者や荷物 
に当てないように注意してください。 
同乗者がけがをしたり、荷物をこわし 
たりするおそれがあります。 

•シートの調整は、指や手を挟まないよ 
うに十分に注意して行ってください。 

•シートを調整しているときは、シート 
の下や動いている部分に手を近付けな 
いでください。指や手を挟みけがをす 
るおそれがあります。 


38 


SB21N- 0000052-, S331l^ 0000051 〜 
















シートスライド調整 


▼ 調整を行〇前に 

A 警告 _ 

•スライド調整は必ず運転前に行い、調 
整後はシートを前後に軽くゆすり、シ 
一卜が確実に固定されたことを確認し 
てください。シートが固定されていな 
いとシートが動き思わぬ事故につなが 

_るおそれがあります。_ 

▼ 調整方法 

シート下のスライドレバーを引き上げな 
がら、前後にシートをスライドします。 



リクライニング調整 

▼ 調整を行ろ前に 

A 警告 _ 

• リクライニング調整は必ず運転前に行 
t 、、 調整後は背もたれを軽くゆすり、 
背もたれが確実に固定されたことを確 
認してください。背もたれが固定され 
ていないと走行中に背もたれが動き思 
わぬ事故につながるおそれがありま 

__ to 

▼ 調整方法 

リクライニングレバーを引き上げながら 

背もたれの角度を調整します。 



A 注意 _ 

• リクライニングレバーを引き上げる 
ときは背もたれにあまリカをかけない 
でください。背もたれに強い力がかか 
つていると急に背もたれが倒れ、けが 
をするおそれがあります。 


▼背もたれを元に戻すときは 

A 注意 _ 

• 背もたれが急に戻るおそれがあります 
ので、必ず背もたれを手で押さえなが 
ら操作してください。 
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へッド レストの 調整 

▼ 調整を行〇前に 

A 警告 _ 

•ヘッドレストを外した状態で走行し 
ないでください。衝突時などに重大な 
傷害を受けるおそれがあり危険です。 
走行前に必ず取り付け、ヘッドレス 
卜中央が耳の後方になるように高さを 
調整してください。 

•ヘッドレストを前後逆に取り付けな 
いでください。いざというとき、効果 

_を発揮しません。_ 

▼ 調整方法 

そのまま持ち上げて調整します。 

下げるときはストッパーを押しながら 
「カチツ」とい〇音がする位置で固定し 
て < ださい。 

取り外すときはストッパーを押しながら 
引き抜きます。 



アームレスト 

▼ 使用方法 

前に倒して使用します。 



fe アドバイス _ 

• シートのリクライニング調整やスライ 
ド調整を行うと、アームレストも同 
時に動きます。 
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リヤ シー ト 


A 注意 _ 

•荷室には人を乗せないでください。人 
が乗る構造になっていないため、急ブ 
レーキ時などに思わぬ事故につながる 
おそれがあります。 

•荷物はフロントシートの背もたれよ 
り高く積まないでください。後方視界 
のさまたげになるだけでなく、急ブレ 
ーキ時などに前方に荷物が投げ出され 
るおそれがあります。 


シートスライド調整 

▼調整を行〇前に 

A 注意 _ 

• スライド調整は必ず停車中に行い、調 
整後はシートを前後に軽くゆすり、シ 
一卜が確実に固定されたことを確認し 
てください。シートが固定されていな 
いと走行中にシートが動き思わぬ事故 
につながるおそれがあります。 


▼ 調整方法 

シー ト下のスライドレバーを引き上げな 
がら、前後にシートをスライドします。 



fe アドバイス _ 

• 左右独立してスライド調整することが 
できます。 
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函葬- 


リクライニング調整 

▼ 調整を行〇前に 

A 注意 _ 

• リクライニング調整は必ず停車中に行 
い、調整後は背もたれを軽くゆすり、 
背もたれが確実に固定されたことを確 
認してください。背もたれが固定され 
ていないと走行中に背もたれが動き思 
わぬ事故につながるおそれがありま 
す。 

▼調整方法 

リクライニングレバーを引きながら背も 

たれの角度を調整します。 


▼背もたれを元に戻すときは 

A 注意 _ 

• 背もたれが急に戻るおそれがあります 
ので、必ず背もたれを手で押さえなが 
ら操作してください。 



A 注意 _ 

• リクライニング調整するときは、背も 
たれにあまリカをかけないでくださ 
い。背もたれに強い力がかかっている 
と急に背もたれが倒れ、けがをするお 
それがあります。 


fe アドバイス _ 

• 左右独立してリクライニング調整する 
ことができます。 
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へ、、 J ドレストの取り外し 

▼ 操作を行〇前に 

A 警告 _ 

•リヤシートに人を乗せるときは、へ 
ッドレストを外したまま、または下 
げた状態のまま走行しないでくださ 
い。衝突時などに、首に大きな衝撃が 
加わり、重大な傷害を受けるおそれが 
あり危険です。ヘッドレストは必ず 
上げた状態で使用してください。 

•ヘッドレストを前後逆に取り付けな 
いでください。いざというとき、効果 

_を発揮しません。_ 

▼ 操作方法 

取り外すときは、ストッパーを押しなが 

5引き抜きます。 

取り付けるときは、「カチツ」という音 

がする位置で固定して <ださい。 



アームレスト 

▼ 使用方法 

前に倒して使用します。 



fe アドバイス _ 

• シートのリクライニング調整やスライ 
ド調整を行うと、アームレストも同 
時に動きます。 
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リヤシートを格納するとき 

▼ 操作を行〇前に 

A 警告 _ 

• 走行中はシートの操作を行わないでく 
ださい。ブレーキをかけたときや衝突 
したときなどに、生命にかかわる重大 
な傷害を受けるおそれがあり危険で 
す。 


A 注意 _ 

•リヤシートを格納および元に戻すと 
きは、格納位置に人がいないことや、 
壊れやすし\物がないことを確認してく 
ださい。 

* 操作するときは、手などを挟まないよ 
うに注意してください。 

•リヤシートを格納した状態で、荷室 
に人を乗せて走行しないでください。 
急ブレーキ時など体が固定されず危険 
です。 

• 格納および元に戻す場合は、必ず格納 
レバーを持って操作してください。 


fe アドバイス _ 

•リヤシートは左右独立して格納する 
ことができます。 


▼ 操作方法 

/. リヤシートを後方いっぱいまでスラ 
イドさせます。 

アドバイス _ 

•リヤシートはシートを後方いっぱい 
までスライドさせないと、格納レバー 
でロックを解除できない構造になって 
_います。_ 

2 . リヤ シー ト ヘッド レストを最下段 
にします。 

3 . リクライニングレバーを引き、リヤ 
シートの背もたれを前に倒します。 
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4 . 格納レバーを引き上げて、ロックを 
解除し、さ5にレバーを引き上げな 
か5、リやシートを持ち上げ、車両 



パワースライドドア装着車 



▼ 元に戻すときは 

/. シートをいったん上に引き上げたあ 
と、後方に回転移動させ真上から口 
ツクします。 



A 注意 _ 

•シートを元に戻すときは、確実にシー 
卜をロックさせてください。シートが 
固定されていないと走行中にシートが 
動き、思わぬけがをするおそれがあり 

_ます。_ 

2 . 背もたれを「カチッ」と音がするま 
で起こします。 



A 注意 _ 

• リヤシートの背もたれを起こしたあ 
とは、背もたれが確実に固定されてい 
ることを確認してください。背もたれ 
が固定されていないと、走行中に背も 
たれが動き思わぬけがをするおそれが 
あります。 
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ソフトフラッ 


フルフラットにするとき 


▼ 操作を行〇前に 

A 警告 _ 

• 走行中はシートの操作を行わないでく 
ださい。ブレーキをかけたときや衝突 
したときなどに、生命にかかわる重大 
な傷害を受けるおそれがあり危険で 
す0 


A 注意 _ 

• フルフラットにした状態で人を乗せ 
たまま走行しないでください。急ブレ 
ーキ時など体が固定されず危険です。 

•フルフラットにした状態で、シート 
の上を動き回ったりしないでくださ 
い。 

•シートの上を移動するときは、足を踏 
み外すおそれがあり危険です。シート 
の中央を踏んでゆっくリ移動してくだ 
さい。 

• フルフラット状態は安全な場所に車 
を止めて休息するときに使用してくだ 
さい0 


▼ 操作方法 

/. リクライニングレバーを引き、リヤ 
シートの背もたれを床と水平になる 
まで倒します。 



2 . フロントシートのヘッドレストを 
外します。 

3 . フロントシートを前方へスライドさ 
せます。 

4 . フロント シー トの背もたれをリヤ 
シー トと面 一になる まで倒します。 



▼ 元に戻すときは 

逆の手順で操作してください。 
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ISO * FIX 対応 
iso nx 固定バー& 
テザーアンカー 


リヤシート左右席には、 ISO 闩 X対応 ISO 
闩 X 固定バテザーアンカー対応のチ 
ャイルドシートを取り付けるための ISO 
闩X対応 ISO 闩X固定バ ー& テザーアンカ 
一が装備されています。 

この ISO 闩X対応 ISO FIX 固定バ ー& テザー 
アンカーには、この車専用の道路運送車 
両の保安基準に適合するチャイルドシー 
卜 （ISO 闩X対応 ISO FIX 固定パ ー& テザー 
アンカー対応のスバル純正チヤイルドシ 
—卜）のみ取り付けることができます。 
詳し<はヌバル販売店にご相談<ださい。 
アドバイス _ 

•シートベルトで固定するタイプのチ 
ャイルドシートの取り付け方法とは 
異なります。 

(シートベルトによるチャイルドシート 
の取り付け— ■ 55ぺージ） 


▼ 取り付け方法 

/. ISO FIX 対応 ISO FIX 固定バ ー &テザー 
アンカーの位置を確認します。 



2 . 適合するチャイルドシートの取り付 
け金具を ISO FIX 対応 ISO FIX 固定バー 
&テザーアンカーに連結して取り付 
けます。（取り付け方法は、商品に 
付属の取扱説明書をよ<読んで<だ 
さい。） 

3 . 取り付けたチャイルドシートを軽< 
ゆすり、確実に取り付けられている 
ことを確認します。 


International Organization 干 or 
Standardization ( 国際標準化機構）の略 

S321 从 0000052〜, S331 从 0000051 〜 47 へ 










函ぼ 


チャイルドシート取り付け時の 
ンート lli 置 

この取り扱い要領はこの車専用です。 

ほかの車種には適用されません。 

▼チャイルドシートを前向きに取り付ける 
場合 

/. リやシートを一番後ろの位置にしま 
す。 

2 . リヤシートのヘッドレストを最上 
段にします。 

3 . フロントシートのヘッドレスト前 
端がセンターピラー後ろ側 （ A 部） 
より前になるようにフロントシート 
の前後位置 • リクライニング位置を 
調整します。 


センターピラー A 




▼チャイルドシートを後ろ向きに取り付ける 
場合 

チャイルドシートを取り付けたあと、チ 
ャイルドシート前部とフロントシート 
のヘッドレストが接するように、フロン 
トシートの前後位置•リクライニング位 
置およびリヤシートの前後位置を調整し 
て < ださい。 



A 警告 _ 

•シート位置の決定後は、シートを動か 
さないでください。衝突したときなど 
に重大な傷害を受けるおそれがあり危 
険です。 

•取り付け、取り外し要領は、チャイル 
ドシートに付属の取扱説明書をよく 
読んで、確実に取り付けてください。 

•チャイルドシートを取り付けるとき 
は 、 ISO FIX 対応 ISO FIX 固定バー&テザ 
-アンカー周辺に異物がないこと、 
シートベルトなどのかみ込みがない 
ことを確認してください。 

異物やシートベルトなどをかみ込む 
とチャイルドシートが固定されず、 
衝突したときなどに重大な傷害を受け 
るおそれがあり危険です。 
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A 警告 _ 

•チャイルドシートを取り付けるとき 
は、リヤシートのヘッドレストを最 
上段にしてから、テザーアンカーに 
固定してください。 

ヘッドレストを下げたままだと、テ 
ザーベルトがヘッドレストに当たつ 
てたるみ、衝突したときなどにチャイ 
ルドシートが動いて重大な傷害を受 



♦チャイルドシートを取り外したまま 
室内に放置すると、ブレーキをかけた 
ときなどに人や物に当たるなどして、 
思わぬ事故につながるおそれがあリ危 
険です。 


fe アドバイス _ 

•正しい運転姿勢を確保するため、運転 
席シートの後端がセンターピラー後 
側（前図 A 部）より後ろになる場合 
は、運転席シート後方に ISO FIX 対応チ 
ャイルドシートを取り付けることが 
できません。助手席シート後方に取り 
付けてください。 

(正しい運転姿勢-> 38ページ) 
•チャイルドシートを長時間使用しな 
い場合は、ラゲージルームに収納す 
るか、車両から外して保管してくださ 
い。シートに取り付けたままにしてお 
くと、シートが変色したり、型くずれ 
するおそれがあります。 
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C 7 I 安全装備 
^シー トベルト 

シー トベルト 


正しい着用 


運転者は車を運転する前に、下記のこと 
に注意してシートペルトを着用し、必ず 
同乗者にも着用させて<ださい。シート 
ベルトは正し<着用しないと効果が半減 
したり、危険な場合があります。 

シートベルトの使用方法を十分に理解し、 
正しい取り扱いかたを身に付けて<ださ 
い 0 



•シートを調整し、上体を起こし深<腰 
かけて座ること 

•シートベルトにねじれがないこと 
•シートベルトが肩に十分かかってい 
ること、また必ず腰骨のできるだけ低 
い位置に密着させること 


A 警告 _ 

•シートベルトの着用は腹部をさけ、 
必ず腰骨の位置にしてください。衝突 
したときなどに腹部に強い圧迫を受 
け、シートベルトによりけがをする 
おそれがあります。 

•シート ベルトの肩にかかる部分を脇 
の下に通して着用しないでください。 
シートベルトが肩に十分かかってい 
ないと衝突したときなどに体が前方に 
投げ出されるおそれがあります。 

•シートベルトの経路をさまたげる荷 
物の積みかたはしないでください。衝 
突したときなどに効果が十分発揮され 
ません。 



• 1人で座ることのできない乳幼児の場 
合はスバル純正のチャイルドシート 
(ベビーシート）（別売）を使用し 
てください。大人がシートベルトを 
してから抱くことは絶対にしないでく 
ださい。衝突時などインストルメント 
パネルやフロントシートの背もたれ 
との間に押しつぶされるおそれがあり 
ます。 
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安全装備 ira 
シートベルト^^ 


a 警告 _ 

•お子さまもシートベルトを着用させ 
てください。ただし、シートベルト 
が首やあごに当たる場合や腰骨にかか 
らないような体の小さなお子さまの場 
合は、衝突したときなど強い圧迫を受 
け、シートベルトによりけがをする 
おそれがあります。 

スバル純正のチャイルドシート（別 
売）を使用してください。 

•妊娠中の方もシートベルトを着用し 
てください。ただし、万一のとき腹部 
などに強い圧迫を受けるおそれがあり 
ますので、シートベルトの着用につ 
いては、医師に相談のうえ、注意事項 
を確認してください。 

•腰べルトは、必ず腰骨のできるだけ低 
い位置、お腹の膨らみの下に密着させ 
て着用してください。腰べルトが腰骨 
からずれていると、衝突したときなど 
に腹部に強い圧迫を受け、けがをする 
おそれがあります。 

•肩べルトは、お腹の膨らみをさけ必ず 
胸部に着用してください。肩べルトを 
腹部にかけていると衝突したときなど 
に、腹部に強い圧迫を受け、けがをす 
るおそれがあります。 


a 警告 _ 

•シートベルトは1人用です。2人以上 
で1本のシートベルトを使用しない 
でください。衝突時にシートベルト 
が正常に動かず、けがをするおそれが 
あります。 



• シートの背もたれを必要以上に倒して 
走行しないでください。衝突時に体が 
シートベルトの下にもぐり、ベルト 
が腰骨にかからず腹部にかかることに 
なり、シートベルトによりけがをす 
るおそれがあります。 

• ハンドルやメーターに必要以上に近付 
いて運転しないでください。衝突した 
ときなどシートベルトの効果が発揮 
されません。 

•シートベルト使用時、洗濯ばさみや 
クリップなどでたるみをつけないでく 
ださい。衝突時など効果を発揮しなく 
なります。 
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安全装備 _ 

^シー トベルト 

A 警告 _ 

•シートベルトが汚れた場合は中性洗 
剤を使用してください。ベンジンなど 
の有機溶剤を使用すると、シートべ 
ルトの性能が落ち、十分な効果を発揮 
できません。同様にシートベルトの 
脱色や染色もやめてください。 

•シートベルトを着用した状態で万一 
事故にあった場合は、スバル販売店で 
シートベル!式を交換してくださ 
い。シートベルト自体が損傷してい 
る場合があり、性能を十分発揮できな 
いおそれがあります。 

•常にシートベルトにほつれや、擦り 
切れなどの異常がないかを点検してく 
ださい。異常がある状態で使用をする 
と衝突時に正常にはたらかず、性能を 
十分発揮できないおそれがありますの 
で、スバル販売店で交換してくださ 
い。 

• バックルや巻き取り装置の内部に異物 
などを入れないようにしてください。 
また、シートベルトの改造や取り付 
け、取り外しをしないでください。衝 
突時に十分な効果を発揮できないおそ 
れがあります。 
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安全装備 ira 
シートベルト^^ 


3点式 ELR シー 


長さ調整の必要はありません。通常は体 
の動きに合わせて伸縮しますが、緊急時 
にはロックし、体を固定します。 


▼着用するとき 

/. 正しい運転姿勢が取れる位置にシー 
卜を調整します。 

2 . プレートをつかんでゆっ< り引き出 
し、ベルトがねじれていないことを 
確認したのち、バックルの中にプレ 
一卜を「カチツ」と音がするまで差 
し込みます。 


fe アドバイス _ 

• ベルトがロックし引き出せない場合 
は、ベルトをゆるめてからゆっくり引 
き出してください。それでも引き出せ 
ない場合は、一度ベルトを強く引いて 
からベルトをゆるめ、もう一度ゆっく 
り引き出してください。 

•運転席シートベルトは、シートベル 
卜を着用していない状態（警告灯が点 
減状態）で、約 20 km / h 以上で走行す 
ると、ブザーが約2分間鳴ります。 

(シートベルト警告灯 
-» 115ぺージ） 

3 . 腰部べルトは必ず腰骨のできるだけ 
低い位置にかかるようにし、肩部べ 
ルトを引いて腰部に密着させます。 



A 警告 _ 

• 3 点式 ELR シートベルトは、脇の下に 
通して着用しないでください。ベルト 
が十分肩にかかっていないと十分な効 
果を発揮しません。 


A 注意 _ 

•プレートを差し込むとき、プレートで 
バックルを無理にこじらないでくださ 
い。 


▼ 外すとき 

バックルのボタンを押します。ベルトは 
自動的に収納されますので、ねじれや引 
つかかりなどがないかを確認します。 
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C 7 I 安全装備 
^シー トベルト 


プリテン シヨナー& 

可変ロードリミッター機構付 
シー トベルト 


フロント シー ト 

A 警告 _ 

•プリテンシヨナー&可変ロードリミッ 
ター機構付シートベルトは絶対に取 
リ外さないでください。また、分解、 
改造もしないでください。 

• 下記のような場合は必ずスバル販売店 
にご相談ください。お客様自身で行う 
と、プリテンシヨナー機構が思いがけ 
なく作動するおそれがあるほか、故障 
や思わぬ事故につながるおそれがあり 
ます。 

• 車両前部を修理するとき 
•無線機を取り付けるとき 
• 廃車にするとき 


プリテンシヨナー機構 

前方からの強い衝撃を受けるとプリテン 
シ ヨナー 機構が作動し、シートベルトを 
瞬時に引き込み、上体をシートにしっか 
りと固定してシートベルトや SRS エ アバ 
ツグの効果をいっそ〇高めます。 

A 注意 _ 

•プリテンシヨナー機構付シートベル 
卜は一度作動すると再使用できませ 
ん。最寄りのスバル販売店で交換して 
ください。 


fe アドバイス _ 

•プリテンシ ヨナー 機構はシートベル 
卜を着用していなくても前方からの強 
い衝撃を受けると作動します。 


可変ロードリミッター機構 

前方からの強い衝撃を受けた場合、シー 
トペルトにある一定以上の荷重がかかつ 
たときに作動し、それ以上荷重がかから 
ないよ〇にする機構で、乗員の胸に加わ 
る力を減少させます。 

A 注意 _ 

•可変口ードリミッター機構付シート 
ベルトは一度作動すると再使用できま 
せん。最寄りのスバル販売店で交換し 
てください。 
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安全装備 ira 
シートベルト^^ 


シートベルトによる 
チャイルドシートの取り付け 


▼チャイルドシートを取り付ける前に 

A 警告 _ 

•チャイルドシートは様々なタイプの 
物があります。取り付け要領はタイプ 
により異なりますので、必ず十分に確 
認したうえで取り付けを行ってくださ 
い。万一のとき効果を発揮しないおそ 
れがあります。 

•お子さまをシートベルトで遊ばせな 
いでください。万ーシートベルトが 
首に巻き付いた場合、窒息などの重大 
な傷害を受けるおそれがあり危険で 
す。 

誤ってそのような状態になってしま 
い、シートベルトのバックルも外せ 
ない場合は、はさみなどでシートべ 
ルトを切断してください。 


A 注意 _ 

•標準 装備の シー トベルトは大人用で 
す。肩べルトに首がかかるような小さ 
なお子さまには シー トベルトの着用 
はさけ、スバル純正のお子さま専用シ 
一卜の使用をおすすめします。取り付 
けはお子さま専用シートに付属の取扱 
説明書をよく読んで、確実に取り付け 
てください。 

•シートベルトに損傷をあたえないよ 
う、取り付けにあたっては十分注意し 
てください。 


fe アドバイス _ 

* 満6歳未満のお子さまは、お子さま専 
用シート（チャイルドシート）の着 
用が法律で義務付けられています。 
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C 7 I 安全装備 
^シー トベルト 


▼チャイルドシート-の取り付けかた 
/. チャイルド シー トをリヤ シー トに 
置きます。 

2 . プレートをつかんでゆ っ< り引き出 
し、ベルトがねじれていないことを 
確認してか5、チやイルドシートの 
中に通します。 



3 . バックルの中にプレートを「カチ 
ッ」と音かするまで差し込みます。 

A 注意 _ 

•プレートを差し込むとき、プレートで 
バックルを無理にこじらないでくださ 
い0 


4 . チヤイルド シー トに シー トベルト 
の固定装置が付いていない場合は、 
□ッキングクリップを使用して固定 
します。 



アドバイス 


• ロッキングクリップの取り付けは、 
お子さま専用シートに付属の取扱説明 
書をよく読んで、確実に取り付けてく 
ださい。 

また、ロッキングクリップの購入に 
ついては、スバル販売店にご相談くだ 
さい。 


5 . チャイルドシートを軽<ゆすり、確 
実に固定されていることを確認して 
<ださい。 

A 注意 _ 

•チャイルドシートを固定したあと、 
シートベルトでチャイルドシートが 
ロックされていることを必ず確認して 
ください。万一のとき効果を発揮しな 
いおそれがあります。 


* イラストは説明のための物であり、実際のチ 
ヤイルドシートの形状とは異なります。 
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安全装備 ira 
SRS エアバッグ^ 


SRS エアバッグ 



SRS エアバッグは、車両前方からの強い 
衝撃により、センサ_が_定以上の衝撃 
(重大な危害がおよぶよろな強い衝撃） 
を感知すると瞬時に膨らみます。 


運転席 SRS エアバッグ 


シートベルトで体を拘束するはたらきと 
併せて、運転者の頭や胸への衝撃をやわ 
らげる装置です。 



シートベルトで体を拘束するはだらきと 
併せて、助手席同乗者の頭や胸への衝撃 
をやわらげる装置です。 


— 
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A 警告 _ 

•シートベルトは必ず着用してくださ 
い。 SRS エアバッグはシートベルトと 
併用して効果が出る装置でシートべ 
ルトの代わりではありません。 

•シートベルトを正しく着用してくだ 
さい。シートベルトを着用していな 
いと、急ブレーキなどで放り出される 
と同時に SRS エアバッグが膨らんだ場 
合、強い衝撃を受け危険です。 

(正しい着用— ■ 50ページ) 

• シートを正しい位置に調整してくださ 
い。シートを正しい位置に調整しない 
と、 SRS エアバッグの効果を発揮させ 
ることができず、衝突したときなど重 
大な傷害を受けるおそれがあリ危険で 
す。 

• 正しい姿勢でシートに座ってくださ 
い。正しい姿勢で座らないと SRS エア 
バッグの効果を発揮させることができ 
ません。また、運転席 SRS エアバッグ 
はハンドルに近付きすぎると、 SRS エ 
アバッグが膨らんだときに重大な傷害 
を受けるおそれがあります。 

•ハンドル、インストルメントパネル 
は、絶対に取り外したり、分解しない 
でください。また、強い衝撃もあたえ 
ないでください。いざというときに作 
動しないおそれがあります。 


Supplemental Restraint System (サノリメンタ 
ルレストしイントシヌテム）の略で、乗員 
保護補助装置の意味です。 
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安全装備 

SRS エアバッグ 


A 警告 _ 

* SRS エアバッグは、絶対に改造や分解 
をしないでください。 

• SRS エアバッグが膨らんだあとに、そ 
の構成部品に触れないでください。非 
常に熱くなっているのでやけどをする 
おそれがあります。 

• 助手席 SRS エアバッグについては必ず 
下記の注意事項をお守りください。 

•シートの前端に座ったり、インストル 
メントパネルにもたれかかったりし 
ないでください。また、お子さまをイ 
ンストルメントパネルの前に立たせ 
たり、ひざの上に抱いたりしないでく 
ださい。 

助手席 SRS エアバッグは瞬時に車室内 
に大きく膨らみますので、 SRS エアバ 
ッグが膨らんだときの強い衝撃で重大 
な傷害を受けるおそれがあり危険で 
す。 



A 警告 _ 

•お子さまはリヤシートに座らせて、 
必ずシートベルトを着用させてくだ 
さい。 

•シートベルトを正しく着用できない 
小さなお子さまは、チャイルドシー 
卜をリヤシートに装着して使用して 
ください。 

•助手席にチャイルドシート（ベビー 
シート）を取り付けたり、チャイルド 
シートを後ろ向きに取り付けないでく 
ださい。チャイルドシートの背面 
が、 SRS エアバッグに近すぎるため、 
SRS ェアバッグが膨らんだときの強い 
衝撃で重大な傷害を受けるおそれがあ 
リ危険です。 
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安全装備 ira 
SRS エアバッグ^ 


A 警告 _ 

•チャイルドシートの取リ付け可否に 
ついては、必ずチャイルドシートの 
適用条件をご確認ください。 

• SRS エアバッグの展開部にステ ッカー 
を貼ったり、 カバーを付けないでくだ 
さい。いざというときにパッド部が開 
かず SRS エアバッグが作動しないおそ 
れがあります。 

•インストルメントパネルの上にジュ 
—スや物を置かないでください。 SRS 
エアバッグが膨らむときの衝撃でけが 
をするおそれがあります。 



•ステアリングパッド、インストルメ 
ントパネルの上など SRS エアバッグ展 
開部は、強くたたくなど過度の力を加 
えないでください。 

SRS エア バッグが正常に作動しなくな 
るなどして、重大な傷害を受けるおそ 
れがあり危険です。 


A 警告 _ 

• SRS エアバッグの効力を十分に発揮さ 
せるため、下記の事項を必ず守ってく 
ださい。 

• サスペンションを改造しないでくださ 
い。車高が変わったリ、サスペンショ 
ンの硬さが変わると SRS エア バッグの 
誤作動につながるおそれがあります。 

•車両前部にグリルガードなどを装着 
する場合は、最寄りのスバル販売店に 
ご相談ください。 

* 無線機の電波などは、 SRS エアバッグ 
を作動させるコンピューターに悪影響 
をあたえるおそれがあリますので、無 
線機などを取り付けるときは、スバル 
販売店にご相談ください。 

• SRS エアバッグは非常に速い速度で膨 
らむため、 SRS エアバッグとの接触に 
よりすり傷、やけど、打撲などを受け 
ることがあります。 
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安全装備 

SRS エアバッグ 


A 注意 _ 

• SRS エアバッグが作動すると作動音と 
ともに白い煙のようなガスが発生しま 
すが、火災ではありません。このガス 
を吸うと、喘息などの呼吸器系を患っ 
た経緯のある方は、呼吸が苦しくなる 
ことがあります。 

この場合は、乗員が車外に出ても安全 
であることを確認して、車外に出てく 
ださい。なお、車外に出ることができ 
ない場合は、窓やドアを開けて新鮮な 
空気を入れてください。 

また、 SRS エアバッグ作動時の残留物 
(カスなど）が目や皮膚に付着したと 
きは、できるだけ早く水で洗い流して 
ください。皮膚の弱い方は、まれに皮 
膚を刺激する場合があります。 

• 衝突時などに助手席 SRS エアバッグが 
膨らむことによって、車両のフロント 
ウインドゥガラスが破損することが 
あります。 

• SRS エアバッグは一度作動すると再使 
用できません。必ずスバル販売店で交 
換してください。 


A 注意 _ 

• 下記のような場合は必ずスバル販売店 
にご相談ください。 

お客様自身で行うと、 SRS エアバッグ 
が思いがけなく作動し、故障や思わぬ 
事故につながるおそれがあります。 

• ハンドルを取り外すとき 
• 車両前部を修理するとき 
• 車や SRS エアバッグを廃棄するときは 
必ずスバル販売店にご相談ください。 
SRS エアバッグが思いかけず作動し、 
けがをするおそれがあります。 

• SRS エアバッグが収納されているパッ 
卜部に傷が付いていたり、ひび割れが 
あるときは、そのまま使用せずスバル 
販売店で交換してください。衝突した 
ときなどに SRS エアバッグが正常に作 
動せず、けがをするおそれがありま 
す。 
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安全装備 ira 
SRS エアバッグ^ 


作動する場合 

SRS エアバッグは車両前方からフロント 
バンバーに強い衝撃を受けたとき作動し 
ます。まだ、同時にプリテンシ ヨナー 機 
構も作動します。 

走行中に路面などから車両下部に強い衝 
撃を受けたときは、まれに SRS エアバッ 
グが作動することがあります。 

• 高速で縁石などに衝突したとき 


縁石など 



• 深い穴や溝に落ち込んだとき 


深い穴や溝 



作動しない場合 

下記のよろに前方からの衝撃が弱い場合 
や、衝撃が車体により十分吸収された場 
合など、車両の損傷が大き<ても作動し 
ないことがあります。 

• コンクリートの壁に約 20km/h 以下の 
速度で正面衝突したとき 



とき 




• 前方約30°以上の角度でコンクリート 
の壁やガードレールなどに衝突した 
とぎ 
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安全装備 

SRS エアバッグ 


* SRS エアバッグ警告灯点灯時 



• 大型トラックの後部荷台下にもぐり込 
んだとき 



下記のよ〇なときも作動しないことがあ 
り効果を発揮しません。 

• 側面や後方か5衝撃を受けたとき 


• 車両が横転、転覆したとき 



下記のよろなときは、 SRS エアバッグが 
作動しません。 

•エンジンスイツチが “ LOCK ” 、 
“ ACC ” の位置のときに衝突したとき 
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安全 装備 ira 
SRS エアバッグ^ 


SRS エアバッグ警告灯 

1 1 

SRS エアバッグ 

メーター内に警告されます。 

コンピューター 


• エンジンスイッチを “ON” の位置に 
すると点灯し、数秒後に消灯します。 
•エンジンフイッチが “ON” の位置で、 
下記のシヌテムに異常があると点灯し 
ます。 

▼ 異常があると点灯する システム 
• SRS エアバッグ 

(SRS エアバッグ — 57ページ） 
• プリテンシ ヨナー 機構 

(プリテンシ ヨナー 機構— 54ぺージ） 

A 注意 _ 

点灯した場合 

• 車両にできるだけショックをあたえず 
に走行し、ただちにスバル販売店で点 
検を受けてください。 


SRS エアバッグを制御する装置です。 



A 注意 _ 

• SRS エアバッグコンピューターは、絶 
対に取り外したリ、分解しないでくだ 
さい。 

SRS エアバッグが誤って展開したリ、 
いざというときに作動しないおそれが 
あります。 

• SRS エアバッグコンピューターには、 
水、ジュースなどをかけないように注 
意してください。 

万一こぼしたときは、ただちにふき取 
ってください。 

• SRS エアバッグコンピューターおよび 
その近くを強くたたいたり、蹴ったり 
しないでください。 

• SRS エアバッグが一度作動すると再使 
用できません。スバル販売店で交換し 
てください。 
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ABS 


ABS* (EBD & ブレーキ 

アシスト付） 


▼ ABS 

急制動時や滑りやすい路面における制動 
時には、車輪がロックして方向安定性と 
操舵能力が低下することがあります。 
ABS は、このよろな状況下に発生する車 
輪ロックを防止して操舵能力を確保しよ 
〇とする装置です。 

▼ EBD 

Electronic Brake force Distribution (電子 
制動力配分）の略で、車両の走行状態や 
積載状態に応じて最適な制動力配分を行 
〇機能です。積載時のブレーキの効きを 
確保することができます。 

▼ プレーキアシヌト 

下記の状態のときなどに、ブレーキぺダ 
ルが強<踏めず、ブレーキ性能を十分に 
発揮できない場合に、運転者のペダル踏 
力を増加させ、制動力を確保する装置で 
す。 

• 緊急制動時の運転に不慣れな運転者が 
緊急制動するとき 

• 緊急制動時にパニツク状態に陥ったと 
ぎ 


* ABS は、 Anti-lock Brake System (アンチ□ッ 
クブレーキシヌテム）の略です。 
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A 注意 _ 

• ABS を過信しないでください。 ABS が 
作動した状態でも車両の方向安定性や 
操舵性の確保には限界があり、思わぬ 
事故につながるおそれがあります。 

• 下記の場合などには ABS の付いていな 
い車両に比べ、制動距離が長くなるこ 
とがあり、事故につながるおそれがあ 
ります。速度を控えて十分に車間距離 
を取ってください。 

•ジャリ道、新雪路を走行しているとき 
•タイヤチェーンを装着しているとき 
• 道路の継ぎ目などの段差を乗り越える 
とぎ 

• 凹凸道などの悪路を走行しているとき 
• タイヤ空気圧が適正空気圧より高いと 
きに荒れた路面を走行したとき 
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^醪 


fe アドバイス _ 

• 低速（約 10 km / h 以下）では、 ABS は 
作動せず、普通のブレーキと同じ作動 
になります。 

• エンジンスイッチを “ ON ” の位置に 
すると、メーター内の ABS 警告灯が点 
灯し、数秒後に消灯します。 

•エンジン始動後に ABS 警告灯が数秒間 
点灯しても、その後、消灯すれば異常 
ではありません。ただし、同じ現象が 
再度発生した場合は、スバル販売店で 
点検を受けてください。 

• エンジン始動時や始動後の発進直後に 
エンジン ルー ムから モーター などの 
音が聞こえることがあります。これ 
は、システムの作動をチェックしてい 
るときの音で、異常ではありません。 

• 走行中に ABS 警告灯が点灯した場合、 
通常のブレーキとしての性能は確保さ 
れていますが （ ABS としての作動はし 
ません）、スバル販売店で点検を受け 
てください。 

• ABS の作動中および作動後は、ブレー 
キペダルが奥に入り込むことがあり 
ます。また、 ABS が正常に作動してい 
るときは、ブレーキペダルを踏むと 
ペダルがこきざみに動き「カタカタ」 

と作動音がすることがありますが、シ 
ステムの異常ではありません。 

•雨の日にマンホールのふた、橋の継ぎ 
目などの滑リやすい場所でブレーキを 
踏むと ABS が作動しやすくなります。 

•急ブレーキ時は、ブレーキペダルを 
強く踏み続けてください。ブレーキを 
ゆるめると ABS が効果を発揮できませ 
ん。 


fe アドバイス _ 

• 急ブレーキ時にボンビングブレーキ$ 
はしないでください。ボンピングブ 
レーキをすると制動距離が長くなリま 
す0 


* ブレーキペダルを数回に分けてこきざみに 
踏おブレーキのかけかた 
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車を運転する前に 

車を運転する前に必要な各部の開閉、調整、点検 
について説明しています。 


■ 車体各部の開閉 

+- 68 

電波式リモコンドアロック——69 

盗難警報装 B -72 

ドアの開閉-75 

スライドドア-76 

イージークロー ザ ー機 構 

(左側ドア）-78 

パワースライドドア(左側ドア)——78 

チャイルド プルーフ -85 

集中ドアロック-85 

キー抜き忘れ警告プザ-86 

リヤゲ ー I -86 

ボンネッ I -89 

エンジンルームの開閉-91 

フユー エルリツド -94 

パワーウインドウ-96 


■ 車体各部の調整 


ルーム ミラ -101 

電動格納式ドアミラ-101 
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5 T ) 車を運転する前に 

™ 車体各部の開閉 


車体各部の開閉 


キー 


キーはエンジンの始動や停止のほかに、 
ドアの施錠、解錠など車を操作するため 
にな<てはならない物です。大切に管理 
して <ださい。 


〇パワースライドドア装着車以外 


キーナンパー 



〇パワースライドドア装着車 



アドバイス _ 

• キーは2枚用意しています。2枚の内 
1枚は、いざというときのために予備 
として使用してください。 

• リモコンは4個まで設定することがで 
きます。 

キーナンパーについて 

• お客様以外にキーナンバーがわから 
ないように、 キーでは なくプ レー トに 
キーナンバーを打刻してあります。 

• キーナンバープレートを車両以外の 
場所に大切に保管してください。 

万一、キーを紛失したときに、キー 
ナンバーをスバル販売店にご連絡いた 
だければ、指定キーを作ることができ 
ます。 

航空機に乗るときは 

•航空機にリモコン（電波式リモコン 
ドアロック）を持ち込む場合は、航 
空機内で “ LOCK ” 、 “ UNLOCK ” の 
ボタンを押さないでください。また、 
かばんなどに保管する場合でも、簡単 
にボタンが押されないように保管して 
ください。ボタンが押されると電波が 
発信され、航空機の運行に支障をおよ 
ぼすおそれがあります。 


68 


5321IV 0000052 S331IU 0000051- 













車を運転する前に 6 T 

車体各部の開閉 ^ 1 



ドアの施錠、解錠をリモコンで行うこと 
ができます。 


▼ 操作方法 

ドアが施錠された状態で、リモコンの 
“ UNLOCK ” ボタンを押すと、インジケ 
—ターが1回点滅し、すべてのドアは解 
錠されます。 

“ LOCK ” ボタンを押すとインジケーター 
が1回点滅し、すべてのドアは施錠され 
ます。 



パワースライドドア装着車は、左側ス 
ライドドアの自動開閉をリモコンで行う 
ことができます。 

(リモコンでの自動開閉— 83ページ) 


fe アドバイス _ 

• “ UNLOCK ” ボタンを押し、ドアロッ 
クが解錠されたあと、ドアの開閉を行 
わなかった場合は約30秒後、自動的 
にすベてのドアが施錠されます。（自 
動ロック機能） 

• リモコンと車両中心の距離が約 3 m 以 
上離れているときは正確に作動しない 
ことがあリます。また、近くに TV 塔や 
発電所、放送局があるなど周囲の状況 
によっても正確に作動しないことがあ 
ります。 

•キーがエンジンスイッチのキー挿入 
口に差し込まれている場合、またはい 
ずれかのドアが開いている場合は作動 
しません 

• リモコンには精密な電子部品が組み込 
まれています。故障の原因となります 
ので下記のことをお守りください。 

• 直射日光や高温下に放置しないでくだ 
さい。 

• 強い衝撃や圧力を加えないでくださ 
い。 

•水にぬらしたり、ゴミ、ほこりなどが 
入らないようにしてください。 

•車を離れるときは、ドアハンドルを 
引き、確実にドアが施錠されているこ 
とを確認してください。 

• リモコンの電池寿命は、1日10回乗 
降時で約2年です。 

• ボタンを押しても作動しない場合や、 
著しく作動可能距離が短くなった場 
合、またはインジケーターが点滅しな 
くなった場合は、電池の消耗が考えら 
れます。 

(リモコンの電池交換— 70ぺージ） 
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疇 


車を運転する前に 

車体各部の開閉 


作動完了の確認方法 

非常点滅灯と室内照明により、電波式リ 
モコンドアロックの作動完了を確認す 
ることができます。 

▼ 確認方法 

ドアの施錠、解錠と連動して非常点滅灯 
と室内照明（フイッチが DOOR 位置のと 
き）が下表の通り作動します。（アンサ 
ーバック) 

これにより、電波式リモコンドア□ッ 
クの作動完了を確認して < ださい。 


作動 

部位 

アンサーバック 

LOCK 時 

非常点滅灯 

1回点滅 

室内照明 

減光し、その後消灯 

UNLOCK 時 

非常点滅灯 

2回点滅 

室内照明 

約15秒間点灯 


リモコンの電池交換 

• インジケーターが点滅しな<なった場 
合は、電池の消耗が考えられます。 

• 電池は、お客様自身で交換できますが、 
破損などのおそれがあるため、スバル 
販売店での交換をおすすめします。 
▼使用電池について 

使用電池は 「 CR 1616 (3 V ) 」です。 

▼ 交換方法 

/. 傷付き防止のため、先端に布などを 
巻いた、<ぽみに入る程度の薄刃の 
©ドライバーなどを用意します。 

2 . 用意した©ドライバーなどを <ぼみ 
に差し込み、リモコンのカバーを外 
します。 

パワースライドドア装着車以外 


リモコン 



パワースライドドア装着車 
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車を運転する前に 6 T 

車体各部の開閉 ^ 1 


^モジュールの裏側のカバーを外し、 
電池を取り出します。 

パワースライドドア装着車以外 


モジュール 



4 . 矢印の方向にスライドさせて、電池 
を取り出し、新しい電池と交換しま 
す。 

パワースライドドア装着車以外 



パワースライドドア装着車 


カパー 



パワー スライドドア装着車 



A 注意 _ 

• 取り出した電池はお子さまが飲み込ま 
ないようにご注意ください。 


▼ 交換したあと 

カバーとモジユールを取り付け、スイツ 
チを押したとき、インジケーターが点滅 
することを確認します。 
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疇 


車を運転する前に 

車体各部の開閉 


fe アドバイス _ 

• カバーをはめ込むときは、突起部から 
はめ込み、全体を均等に押さえてくだ 
さい。カバーが確実にはめ込まれてい 
ないと、水、ほこりなどが入り、故障 
の原因になるおそれがあります。 

パワースライドドア装着車以外 



パワースライドドア装着車 

突起部 



盗難警報装置 


盗難警報装置は、すべてのドアを閉め、 
電波式リモコンドアロックでドアを施 
錠した場合に、盗難に対する警戒を開始 
します。 

電波式リモコンドアロック以外の操作 
でドアを開けると、警報を発して周囲に 
異常を知らせます。 

アドバイス _ 

•盗難警報装置は、周囲に異常を知らせ 
る機能です。室内への侵入を防ぐ機能 
はありません。 

• ほかの方にお車を貸したときや、盗難 
警報装置の作動について知らない方が 
運転するときは、盗難警報装置につい 
て十分ご説明ください。 

盗難警報装置の作動について知らない 
方が操作を誤った場合、警報が作動し 
周辺への迷惑になります。 

• たとえ盗難警報装置をセットしていて 
も、現金や貴重品は車内に放置しない 
でください。 
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車を運転する前に 6 T 

車体各部の開閉 ^ 1 


盗難警報装置のセット方法 

すべてのドアを閉め、電波式リモコンド 
アロックでドアを施錠すると、セキュリ 
ティ表示灯が点灯し、セットを開始しま 
す。 

30秒後にセットが終了し、盗難警報装置 
は警戒状態になります。 

警戒中は、セキュリティ表示灯が点滅し 
ます。 

冷 6 。… 2 ネ 

&ヂ □ 


セキュリティ表示灯 



fe アドバイス _ 

• 電波式リモコンドアロック以外の操 
作でドアを施錠した場合、盗難警報装 
置はセットされません。（電波式リモ 
コンドアロックの自動ロック機能で 
施錠された場合は、セットされます） 
•セキュリティ表示灯が点灯してから30 
秒以内に下記の操作をした場合、盗難 
警報装置のセットは中断されます。 

• 運転席ドアを解錠したとき 

• ドアを開けたとき 

•キーがエンジンスイッチのキー挿入 
口に差し込まれたとき 


5321IV 0000052 S331IU 0000051- 


73 














5 T ) 車を運転する前に 

™ 車体各部の開閉 


警戒中の作動 

警戒中に電波式リモコンドアロック以 
外でドアを開けると、警報が作動します。 
(1 次警報） 

この間、警報が解除されなかった場合、 
さらに警報が作動します。 （2 次警報） 

アドバイス _ 

•警報作動中にドアを閉めても、警報は 
停止しません。 

•警報終了後、ドアを閉めると、盗難警 
報装置が再び警戒状態になりますが、 
施錠はされません。お車を離れる際は 
確実に施錠してください。 


〇盗難警報 

▼ 1次警報 

• セキュリティ表示灯が点滅 
• 非常点滅灯が10秒間点滅 
• 室内ブザーが10秒間断続して鳴る 

▼ 2 次警報 

• セキュリティ表示灯が点滅 
• 非常点滅灯が30秒間点滅 
• 室内ブザーが30秒間断続して鳴る 
• ホーンが30秒間断続して鳴る 


盗難警報装置の解除方法 

電波式リモコンドアロックでドアを解 

錠するか、エンジンフイッチを “ ON ” 

の位置にすると解除できます。 

fe アドバイス _ 

•盗難警報装置は、車内に人が乗ってい 
るときや、ドアウインドゥガラスが 
開いているときにも作動します。盗難 
警報装置を誤作動させないために、車 
内に人が乗っているときや、ドアウ 
インドゥガラスが開いているとき 
は、盗難警報装置をセットしないでく 
ださ IV 


警報の停止方法 

すべてのドアを閉め、電波式リモコンド 
アロックで施錠するか、エンジンスイ 
ツチを “ ON ” の位置にします。 


盗難警報装置の作動履歴の確認 

盗難警報装置のセット中に警報 （2 次警 
報まで作動した場合のみ）が作動したこ 
とを確認することができます。 

▼ 確認方法 

エンジンフイツチを “ ON ” の位置にす 
ると、室内ブザーが「ピーッビッ」と鳴 
り、2次警報まで作動したことを知5せ 
ます。 

fe アドバイス _ 

• 作動履歴の確認は、2次警報作動後、1 
回のみ行うことができます。 
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車を運転する前に 6 T 

車体各部の開閉 ^ 1 


ドアの開閉 


▼ 操作を行〇前に 

A 警告 _ 

• ドアの開閉は確実に行ってください。 
ドアが確実に閉まっていないと、走行 
中にドアが開き、思わぬ事故につなが 
ったり、運転者や同乗者、または荷物 
が車から投げ出されるおそれがありま 
す。 

• 走行中は絶対にドアを開けないでくだ 
さい。思わぬ事故につながるおそれが 
あります。 

• ドアを開けるときは、周囲の安全を十 
分確認してください。いきなり開ける 
と後続車にぶつかるおそれがあり危険 
です。風が強いときは特に注意してド 
アを開けてください。 

•車から離れるときは、法的にも義務付 
けられていますので、必ずエンジンを 
止め施錠してください。無人で車が動 
き出したり、車両盗難のおそれがあり 
ます。 

• お子さまに各ドアの開閉をさせたり、 
いたずらをさせないでください。思わ 
ぬ事故につながるおそれがあります。 

• ドアを閉めるとき指などを挟まないよ 
うに注意してください。 


fe アドバイス _ 

• ドアを施錠している場合でも、車を離 
れるときは貴重品などは車の中に置い 
たままにしないでください。 


車外からの施銃、解錠 


キーを確実に差し込んでか5回します。 
キーを車両前側に回すと施錠され、後ろ 
側に回すと解錠されます。 



車内からの施錠、解錠 


プッシュボタンを押し下げると施錠でき 
ます。プッシュポタンを引き上げると解 
錠できインナー八ンドルを引<とドアが 
開きます。 
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5 T ) 車を運転する前に 

™ 車体各部の開閉 


車外からキーを使わない施錠 
fe アドバイス _ 

• キーを車内に置き忘れないようにして 
ください。不注意によりキーを車内に 
閉じ込めてしまう場合があります。 

• キーを使用せずにドアを施錠するとき 
にキーを手に持っていることを確認し 
てからドアを閉める習慣を身に付けれ 
ば、車内にキーを閉じ込めてしまうこ 
とを防止できます。 


〇フロントドア 

▼ 操作方法 

プッシュボタンを押し下げ、ドアハン 
ドルを引いたままドアを閉めて施錠しま 
す 0 



〇スライドドア 

▼ 操作方法 

プッシュボタンを押し下げ、ドアを閉め 
て施旋します。 


スライドド:] 


A 警告 _ 

♦スライドドアを開閉するときは、下 
記のことをお守りください。ドアで手 
足や顔などを挟むなど、思わぬけがを 
するおそれがあります。 

•スライドドア後方の安全を十分確認 
してください。 

•開閉をするときは、手を挟むおそれが 
あるため、スライドドアに手をかけ 
ないでください。 

•ドアハンドルを持って開閉し、スラ 
イドドアの レール や アーム およびピ 
ラー部には、手や足をかけないでくだ 
さい0 



• お子さまの手足や顔などを挟まないよ 
うに注意してください。 

•スライドドアのウインドウガラスを 
開けた状態で開閉するときは、ウイン 
ドゥから手足や顔を出さないでくださ 
い0 
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車を運転する前に 6 T 

車体各部の開閉 ^ 1 


A 警告 _ 

•スライドドアを開けるときは、必ず 
全開位置まで開けて、確実に固定して 
ください。（全開位置にすると、スラ 
イドドアがストッパーで固定されま 
す。）スライドドアが確実に固定さ 
れていないと、不意に動き出すことが 
あります。 

•傾斜した場所では、スライドドアを 
開けたままにしないでください。スラ 
イドドアが不意に動き出すことがあ 
ります。 


車外からの施錠 


プッシュボタンを押し下げ、ドアを閉め 
て施鍵します。 



車内からの施錠、解錠 

プッシュボタンを押し下げると施錠でき 
ます。プッシュポタンを引き上げると解 
錠できドアハンドルを引くとドアが開き 
ます。 


解錠プッシュポタン 



スライドドアの開閉 

•開けるときは、車内、または車外のド 
ア八ンドルを引いて、スライドドア 
を車両後方に操作します。 

•閉めるときは、車内、または車外のド 
アハンドルを引いて、ストッパーを 
解除させてから、スライドドアを車 
両前方に操作します。 
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5 T ) 車を運転する前に 

™ 車体各部の開閉 


イージークロー ザ ー機 構 
(左側ドア） 


オプション/グレード別装備 
ヌライドドアを閉めたとき、半ドア状態 
でも、自動的にドアを閉めることができ 
ます。 

A 警告 _ 

•半ドア状態のとき、スライドドアが 
自動的に閉まるため、指などを挟まな 
いように十分注意してください。重大 
な傷害を受けるおそれがあり危険で 
す。また、お子さまにはドアの開閉操 
作をさせないでください。 


A 注意 _ 

•イージークローザーの作動中は、ド 
アに無理な力をかけないでください。 
また、イージークローザーを繰り返 
し作動させないでください。無理な力 
をかけると、故障の原因になります。 


をアドバイス _ 

•ドアハンドルを引いたままスライド 
ドアを閉めると、イージークローザ 
一は作動しません。 

パワースライドドア装着車 
•パワースライドドアオフスイッチ 
が “OFF” のときでも、イージークロ 
—ザー機構は作動します。 


パワースライド 
(左側ドア) 

ドア 

オプション/グレード別装備 



ドアハンドルやフイツチの操作により、 
左側のスライドドアを自動で開閉を行う 
ことができます。 

A 警告 _ 

•パワースライドドアを自動開閉する 
ときは、下記のことをお守りくださ 
い。ドアで手足や顔などを挟むなど、 
思わぬけがをするおそれがあります。 

• 自動開閉を行うときは、必ずスライド 
ドア周辺の状態を確認してください。 
周辺の方が手足や顔などドアに挟まれ 
るなどして、思わぬけがをするおそれ 
があります。 

•お子さまにパワースライドドアの開 
閉操作をさせないでください。閉める 
ときに手足や顔などを挟むなど、思わ 
ぬけがをするおそれがあります。 

•パワースライドドアのウインドウ 
ガラスを開けた状態で開閉するとき 
は、ウインドウガラスから手足や顔 
を出さないでください。開くときに手 
足や顔などを挟むなどして、思わぬけ 
がをするおそれがあります。 

•走行前には、スライドドアが閉まっ 
ていることを確認してください。開い 
ている状態で走行すると、ドアが全開 
方向、または全閉方向に動き、手足や 
顔などを挟んだり、乗っている方が車 
外に放り出されるなど、思わぬ事故に 
つながるおそれがあり危険です。 
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車を運転する前に 6 T 

車体各部の開閉 


A 警告 _ 

• 左側の後輪のタイヤ交換などをすると 
きは、パワースライドドアオフス 
イッチを “ OFF ” にしてください。 
“ ON ” のままだと、誤ってスライド 
ドアハンドルなどに触れたときに、 
スライドドアが動き、手足や顔など 
を挟むなど、思わぬけがをするおそれ 
があります。 

• 自動開閉中に、パワースライドドア 
オフスイッチを “ OFF ” にした場 
合、または、開いているときに車速約 
3 km / h 以上で走行した場合は、ブザー 
が鳴り、作動を停止して手動操作に切 
リ替わります。この場合、約8秒間 
スライドドアにブレーキをかけて、 
ドアの動くスピードを抑制しますが、 
約8秒経過したあと、坂道などの傾 
斜地では、ドアが不意に動き出すおそ 
れがあるので十分注意してください。 

•エンジン停止時の自動開閉中に、エン 
ジンスイッチを “ ON ” の位置にする 
と、バッテリー電圧の低下により、ド 
アが自動的に作動と反対方向に動いた 
り、停止することがあります。思わぬ 
事故につながるおそれがあり危険です 
ので、自動開閉中はエンジンスイッ 
チを “ ON ” の位置にしないでくださ 
い0 


A 注意 _ 

•スライドドアの側面部のセンサーを 
刃物などの鋭利なもので傷付けないで 
ください。センサーが切断されると自 
動で閉めることができなくなります。 
また、自動で閉めているときにセンサ 
一が切断されると、パワースライド 
ドアはただちに停止します。 
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5 T ) 車を運転する前に 

™ 車体各部の開閉 


fe アドバイス _ 

パワースライドドアの作動条件 
•パワースライドドアは、エンジン 
スイッチの位置に関係なく使用できま 
す。 

•パワースライドドアは、パワース 
ライドドアオフスイッチが “ ON ” 
の状態で、下記の作動可能条件をすべ 
て満たしているときに使用できます。 
•パワースライドドアが解錠されてい 
るとき(閉めるときを除く） 

• 車速が約 3 km / h 未満のとき 
•エンジンスイッチが “ ON ” の位置の 
ときは、車速が約 3 km / h 未満で、 
•セレクトレバーが0レンジの位置 
• 駐車ブレーキがかかっている 
•ブレーキペダルを踏んでいる 
のいずれかの条件を満たしているとき 
•パワースライドドアオフスイッチ 
が “ ON ” の状態で、作動可能条件を満 
たしていないときに手動により開閉を 
すると、約8秒間スライドドアにブ 
レーキをかけて、ドアの動く速度を抑 
制します。 

• バッテリーの電圧が低下しているとき 
は、パワースライドドアが作動しな 
い場合があります。 


fe アドバイス _ 

自動開閉中の異常検知 

•パワースライドドアの自動開閉中 
に、人や異物などによる挟み込みを検 
知すると、ブザーが鳴り、その位置か 
ら自動的にドアは反対方向に動きま 
す。 

• 自動開閉中に連続して同方向に2回以 
上の挟み込みを検知すると、ブザーが 
鳴り、作動を停止します。 

自動開閉中に作動が停止した場合 

• 自動開閉中に作動が停止すると、ブザ 
一が鳴り、作動を停止し手動に切り替 
わります。 

•スライドドアが停止した場合、急な 
開閉を防ぐために作動を停止した状態 
から、約8秒間スライドドアにブレ 
—キをかけ、スピードを抑制します。 

•停止した状態から、再度、自動開閉が 
できる状態にするには、一度、手動で 
スライドドアを全閉、または全開し 
てください。自動開閉ができる状態に 
なります。 
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車を運転する前に 6 T 

車体各部の開閉 ^ 1 


ロックレバーでの 施錠•解錠 


〇車外からの施錠 

車内のロックレバーを車両前方に押して、 
ドアを閉めて施®します。 



〇車内からの施錠、解錠 

ロックレバーを車両前方に押すと施錠し、 
後方に引 < と解錠します。 




パワースライドドアの自動開閉 

〇パワースライドドア 
オフスイッチ 

スイッチを押すごとに、 “ ON ” と 
“ OFF ” が切り替わります。 “ OFF ” のと 
きは、スライドドアを自動で開閉するこ 
とができません。 



fe アドバイス _ 

• スイッチが “ OFF ” のときは、自動開 
閉はできませんが、車外、車内のドア 
ハンドルで手動による開閉はできま 
す。 



ークローザーは作動します。 
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5 T ) 車を運転する前に 

™ 車体各部の開閉 


〇スライドドアハンドルでの 
自動開閉 

▼車外のドア八ンドルによる操作 

•スライドドアが全閉状態のとき、ド 
アハンドルを引<と、ブザーが鳴り 
自動で全開します。 

•スライドドアが全開状態のとき、ド 
アハンドルを引<と、ブザーが断続 
的に鳴り自動で全閉します。 



•全開、または全閉作動中に再度ドア 
八ンドルを引<と、逆方向の作動に切 
り替わります。ただし、全開、または 
全閉の状態から作動したあとの約1秒 
間は、再度ドアハンドルを引いても 
逆方向の作動に切り替わりません。 

fe アドバイス _ 

* 閉めるときは、スライドドアを閉め 
る方向に動かすと、自動で全閉しま 
す。 


▼車内のドア八ンドルによる操作 

• スライドドアが全閉状態のとき、ド 
アハンドルを車両後方に引<と、プ 
ザーが鳴り自動で全開します。 
•スライドドアが全開状態のとき、ド 
アハンドルを車両前方に押すと、プ 
ザーが断続的に鳴り自動で全閉します。 



•全開、または全閉作動中に再度ドア 
ハンドルを作動と逆方向に操作すると、 
逆方向の作動に切り替わります。ただ 
し、全開、または全閉の状態か5作動 
したあとの約1秒間は、再度ドアハ 
ンドルを作動と逆方向に操作しても、 

逆方向の作動に切り替わりません。 

fe アドバイス _ 

•チャイルドプルーフが施錠状態にな 
つているときは、車内のドアハンド 
ルで、スライドドアを自動で開くこ 
とができません。 
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車を運転する前に 6 T 

車体各部の開閉 ^ 1 


〇パワースライドドア開閉 
スイッチでの自動開閉 
運転席インストルメントパネル右側のス 
イッチで、左側のスライドドアの自動開 
閉を行うことができます。 

•スライドドアが全閉状態のとき、ス 
イッチを約1秒以上押し続けると、ス 
イッチを押している間ブザーが鳴り、 
自動で全開します。 

•スライドドアが全開状態のとき、ス 
イッチを約1秒以上押し続けると、ス 
イッチを押している間ブザーが鳴り、 
自動で全閉します。 

また、閉作動中はブザーが断続的に鳴 
ります。 



•全開、または全閉作動中に再度スイツ 
チを押すと、逆方向の作動に切り替わ 
ります。ただし、全開、または全閉の 
状態から作動したあとの約1秒間は、 
スイッチを押しても、逆方向の作動に 
切り替わりません。 


〇リモコンでの自動開閉 
▼施錠、解錠の操作 

リモコンで、ドアの施錠、解錠を行〇こ 
とができます。 

(電波式リモコンドア□ック 
— 69ぺージ) 

▼ 自動開閉の操作 

リモコンで、左側のスライドドアの自動 
開閉を行うことができます。 

アドバイス _ 

•キーがエンジンスイッチのキー挿入 
口に差し込まれている場合は、リモコ 
ンによる自動開閉はできません。 

• リモコンの電池寿命は、1日10回開 
閉時で約2年です。 


•スライドドアが全閉状態のとき、パ 
つー スライドドア開閉ボタンを約1 
秒以上押し続けると、ボタンを押して 
いる間ブザーが鳴り、自動で全開しま 
す。 

•スライドドアが全開状態のとき、パ 
つー スライドドア開閉ボタンを約1 
秒以上押し続けると、ボタンを押して 
いる間ブザーが鳴り、自動で全閉しま 
す。 

また、閉作動中はブザーが断続的に鳴 
ります。 
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5 T ) 車を運転する前に 

™ 車体各部の開閉 


• 全開、または全閉作動中に再度パワー 
スライドドア開閉ボタンを押すと、 
逆方向の作動に切り替わります。ただ 
し、全開、または全閉の状態か5作動 
したあとの約1秒間は、パワースラ 
イドドア開閉ボタンを押しても逆方 
向の作動に切り替わりません。 


挟み込み防止機構 

• パワーヌライドドアの側面部には、 
センサーがついてます。 

•バフーヌライドドアを自動で閉めて 
いるときに、挟み込みなどによりセン 
サ_が圧縮されると挟み込み防止装置 
が作動します。 

• 挟み込み防止機構が作動すると、その 
位置からドアは反対方向に動き、全開 
位置で停止します。 



初期設定 

バフーヌライドドアが全開時で、ヒユ 
-ブ切れゃバッテリーあがりが起きたと 
きは、パワースライドドアの初期設定 
をして<ださい。パワースライドドア 
が初期設定されていないと、下記の機能 
が作動しません。 

• パワースライドドアの自動開閉 
• 挟み込み防止機構 

〇初期設定のしかた 

車外のドアハンドルを操作して、手動で 
全閉にすると初期設定されます。 


A 注意 _ 

•挟まれる物の形状によって、挟み込み 
防止機構が作動しない場合がありま 
す。 
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車を運転する前に 6 T 

車体各部の開閉^) 


チャイルド プルーフ 


お子さまの安全のため、チャイルドプル 
—フを左右スライドドア前部に設けてい 
ます。 

▼ 操作方法 

レバーを“施錠”側にしてお<と車内の 
ドア/\ンドルを引いてもドアを開かな< 
することができます。ドアを開けるとき 
は、車外のドアハンドルで操作します。 




運転席ドアのプッシュボタンを操作する 
と、連動して助手席ドア•左右スライド 
ドア•リやゲートが施錠、解錠されます。 



A 注意 _ 

• お子さまを後部座席に乗せるときは必 
ずチャイルドプルーフを使用してく 
ださい。 


SB21N- 0000052-, S331l^ 0000051 〜 


85 


























5 T ) 車を運転する前に 

™ 車体各部の開閉 


キー 抜き忘れ警告 ブザー 


エンジンヌイツチにキーが差し込まれて 
いるとき “ LOCK ” または “ ACC ” の位置 
でいずれかのドアを開けるとプザー（断 
続音）が鳴り、キーの抜き忘れを警告し 
ます。 


リヤ ゲー ト 


▼ 操作を行ろ前に 

A 注意 _ 

• リヤゲートを開けたときは、ドアが 
確実に開いていることを確認してくだ 
さい。不十分な開けかたではリヤゲ 
一卜が不意に閉まるおそれがありま 
す。特に傾斜した場所では、リヤゲ 
一卜の開閉がしにくい場合がありま 
す。平坦な場所で開閉を行ってくださ 
い。 

• リヤゲートを閉めるときにほかの人 
の手などを挟まないように注意してく 
ださい。 

♦リヤゲートを閉めたときはリヤゲー 
卜端部などを持ってドアを軽くゆすり 
確実にロックされていることを確認し 
てください。走行中にドアが開くと大 
変危険です。また、荷物が道路に落下 
するなど思わぬ事故につながるおそれ 
があります。 

•リヤゲートからの乗り降りはしない 
でください。思わぬ事故の原因となり 
ます。 

• 荷物の積み下ろしでやむを得ずリヤ 
ゲートから乗り降りするときは、ドア 
を支えているステーに手をかけないで 
ください。リヤゲートを支えている 
ステーの役割を果たさず不意にリヤ 
ゲートが閉まるおそれがあります。 

•エンジンをかけた状態でリヤゲート 
から手荷物の出し入れをするときは排 
気管の後ろに立たないようにしてくだ 
さい。衣服が汚れたり、排気ガスによ 
り体に悪影響をおよぼすおそれがあり 
ます。 
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車体各部の開閉 ^ 1 


A 注意 _ 

•リヤゲートにはリヤゲートを支える 
ためのダンパーステーが取リ付けら 
れています。ダンパーステーの破損 
や作動不良、また手の挟み込みを防ぐ 
ため、下記のことをお守りください。 

•ステーを持ってリヤゲートを閉めた 
り、ぶら下がらないでください。手を 
挟んだり、ステーが破損するなどし 
て、思わぬ事故につながるおそれがあ 
ります。 

• ステーに手をかけて乗り降りしたり、 
横方向に力をかけないでください。ス 
テーが曲がり、リヤゲートが開閉で 
きなくなるおそれがあります。 

• ビニール片•ステッカー.粘着材など 
の異物がステーのロッド部（メッキし 
てある棒部）に付着しないようにして 
ください。また、繊維などの付着を防 
止するため、ロッド部を軍手などで触 
れないでください。異物が付着する 
と、ステーが円滑に動かなくなった 
り、開けたときの保持力が損なわれる 
おそれがあります。 



• リヤゲートにスバル指定用品以外の 
アクセサリーを取り付けないでくださ 
い。リヤゲートの重量が極端に重く 
なると、開けたときにステーが支えら 
れなくなるおそれがあります。 


車外からの施錠、解錠 


▼ 解錠方法 

キーを差し込み、左に回すと解錠します。 



▼ 施錠方法 

キーを差し込み、右に回すと施錠します。 
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車を運転する前に 

車体各部の開閉 


車内からの施錠、解錠 

〇リヤゲート連動集中ドアロック 
運転席ドアのプッシュボタンを操作する 
と、連動してリやゲートが施錠、解錠さ 
れます。このとき助手席ドア、ヌライド 
ドアも同時に施錠、解錠されます。 

▼ 施錠方法 

運転席ドアのプッシュボタンを押し込む 
と施§定できます。 


▼ 解錠方法 

運転席ドアのプッシュボタンを引き上げ 
ると解症できます。 



リヤゲートの開閉 


▼開けるとき 

解錠したあとでドア八ンドルを引<とド 
アが開きます。 



▼ 閉めるとき 

リヤゲートを静かに手で押さえ、そのま 
ま閉めます。 


〇リヤゲートストラップバンド 
リやゲートを下げるときに便利です。 
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車を運転する前に £T 

車体各部の開閉 ^ 1 


ボンネッ 


開けかた 


▼ 操作を行〇前に 

■告 _ 

•エンジンルームは大変高温になって 
いることがあるため、下記のことをお 
守りください。 

• やけどをするおそれがありますので、 
点検するときは、十分に冷めてから行 
ってください。 

•点検したあとは、エンジンルーム内 
に工具や布を置き忘れていないことを 
確認してください。点検や清掃に使用 
した工具や布などをエンジンルーム 
内に置き忘れていると、故障の原因と 
なったり、車両火災につながるおそれ 
があり危険です。 


A 注意 _ 

•ボンネットを閉めたあとは、ボンネッ 
卜が確実にロックしたことを確認して 
ください。ボンネットが確実に閉まっ 
ていないと、走行中に開くおそれがあ 
り大変危険です。 

• ボンネットを開けているとき風にあお 
られるとステーが外れボンネットが不 
意に閉まるおそれがあります。特に風 
の強い日はご注意ください。 

• お子さまにボンネットの開閉はさせな 
いでください。ボンネットは大変重 
く、開閉中うっかり手を離すと思わぬ 
けがにつながるおそれがあります。 


▼ 操作手順 

/. インヌトルメントパネル右下のオー 
プナーを手前に引<と、ボンネット 
前部が少し浮き上がります。 



2 . ボンネット前部中央にあるキヤッチ 
フックのレバーを持ち上げ、も V — 
方の手でボンネットを持ち上げます。 
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5 T ) 車を運転する前に 

™ 車体各部の開閉 


A 注意 _ 

•エンジン回転中や停止直後は、レバー 
が熱くなっていることがあります。や 
けどや思わぬ事故につながるおそれが 
ありますので、レバーを持つ前に必ず 

_確認してください。_ 

^ボンネットをステーで確実に支えま 
す。 



A 注意 _ 

•エンジン回転中や停止直後は、ステー 
が熱くなっていることがあります。や 
けどや思わぬ事故につながるおそれが 
ありますので、ステーを持つ前に必ず 
確認してください。 

• ステーを確実に固定穴に差し込んでく 
ださい。ステーが外れると大変危険で 
す。 


閉めかた 


▼ 操作手順 

/. ボンネットを片手で支えて、ステー 
を元の位置へ戻します。 



2 . ボンネットを静かに下げ、手で押さ 
えるよ〇にして閉めます。 

fe アドバイス _ 

•ボンネットを閉めるとき、手で強く押 
さえすぎないでください。 


^アドバイス _ 

• ワイパーを起こしたままでボンネット 
を開けると、ワイパーがボンネットに 
当たり傷付くことがあります。 
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車を運転する前に 6 T 

車体各部の開閉 ^ 1 


[ンジンルームの開閉 


A 警告 _ 

•エンジンルームは大変高温になって 
いることがあるため、下記のことをお 
守りください。 

• やけどをするおそれがありますので、 
点検するときは、十分に冷めてから行 
ってください。 

•点検したあとは、エンジンルーム内 
に工具や布を置き忘れていないことを 
確認してください。点検や清掃に使用 
した工具や布などをエンジンルーム 
内に置き忘れていると、故障の原因と 
なったり、車両火災につながるおそれ 
があり危険です。 


A 注意 _ 

•エンジンルームを閉めたあとは、前 
側のキャッチが確実にロックしたこと 
を確かめてください。ロックが確実に 
されていないと、急ブレーキ時などに 
シートが動き、思わぬ事故につながる 
おそれがあります。 

• お子さまにエンジンルームの開閉を 
させないでください。開閉中うっかり 
手を離すと大きなけがにつながるおそ 
れがあります。 


開けかた 

▼ 操作方法 

/. スライドレバーを引き、フロント 
シートを一番後ろまでスライドさせ 
ます。 



2 . リクライニングレバーを矢印の方向 
に動かし、背もたれを前に倒します。 
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車を運転する前に 

車体各部の開閉 


5シート前部のキヤツチにあるしバー 
を動かし （® の位置か 5® の位置）、 
ロックを解除します。 



す。 



5 . シートを持ち上げリヤシート側に倒 
します。 



A 注意 _ 

• シートを持ち上げた状態でドアを閉め 
ないでください。ドアの内側にあたる 
おそれがあります。 

• 運転席側を先に持ち上げてください。 
助手席側を先に持ち上げると、アーム 
レストに当たって、同時に運転席側も 
動き、思わぬ事故につながるおそれが 
あります。 


92 


5321IV 0000052 S331IU 0000051- 
















車を運転する前に 6 T 

車体各部の開閉 ^ 1 


閉め力 V こ 

A 注意 _ 

•シートを動かすときは、手などを挟ま 
ないように注意してください。 


▼ 操作方法 

/. フロントシートを車両前側に起こし 
ます。 

A 注意 _ 

•助手席側を先に起こしてください。運 
転席側を先に起こすと、アームレス 
卜に当たって、同時に助手席側も動 
き、思わぬ事故につながるおそれがあ 

_ります。_ 

2 . シート前部のキヤツチを□ツクしま 
す0 


fe アドバイス 



3 . 背もたれを引き起こします。 

4 . スライド レバーを 操作し、 シー ト 位 
置を調整します。 
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5 T ) 車を運転する前に 

™ 車体各部の開閉 



▼ 操作を行〇前に 

△警告 


•燃料は引火しやすいため、下記のこと 
を守らないと火災につながり、やけど 
など重大な傷害を受けるおそれがあり 
危険です。 

• エンジンは必ず止めてください。 

•車のドア、窓は閉めてください。 

•タバコを吸うなど、火気を近付けない 
でください。 

• フューエルキャップを開ける前に、 
必ず車体または給油機などの金属部分 
に触れて、身体の静電気除去を行って 
ください。身体に静電気を帯びている 
と、放電による火花が引火するなどし 
て、やけどのおそれがあります。 

• フューエルキャップを開けるなどの 
給油操作は、必ず静電気除去を行った 
方お一人で行ってください。 

• 給油中に再び車内のシートに触れた 
り、座ったり、また人や物に触れると 
再帯電する場合があります。このよう 
なときは再び給油機などの金属部分に 
触れて静電気除去を行ってください。 

• フューエルキャップを開ける際は、 
必ずキャップのツマミ部分を持ち、ゆ 
っくりと開けてください。気温が高い 
ときなどは燃料タンク内の圧力が高く 
なり、給油口から燃料が吹き返すおそ 
れがあります。 


A 警告 _ 

•フューエルキャップを少しゆるめた 
時に「シュー」という音がする場合 
は、それ以上開けずに、その音が止ま 
るのを確認してからゆっくりと開けて 
ください。 

• 給油中に燃料がこぼれた場合はただち 
に給油を止め、こぼれた燃料を布きれ 
などでふき取ってください。 

• こぼれた燃料が車の塗装面に付着した 
場合は水洗いをおすすめします。付着 
したままで放置すると、塗装面が劣化 
するおそれがあります。 

• 給油口にほかの人を近付けないでくだ 
さい。 

•給油するときは、給油口にノズルを確 
実に挿入してください。また、オート 
ストップ作動後の継ぎ足し給油は行わ 
ないでください。給油口から燃料が吹 
きこぼれるおそれがあります。 

•給油終了後、フューエルキャップを 
閉める場合「カチッ」という音が一度 
するまで右に回し、確実に閉まってい 
ることを確認してください。 

•スバル指定フューエルキャップ以外 
は使用しないでください。燃料漏れな 
どを起こすおそれがあり危険です。 

•その他ガソリンスタンド内に掲示さ 
れて t ヽる注意事項を守ってください。 

• 燃料には、人体に有害な発ガン性物質 
を含んでいる物もありますので、燃料 
の気化ガスを吸わないようにご注意く 
ださ 
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車体各部の開閉 ^ 1 


A 注意 _ 

• 指定燃料は無鉛レギュラーガソリン 
です。 

•給油時に、指定されている燃料である 
ことを確認してください。 

• 指定以外の燃料（粗悪なガソリン、ア 
ルコール 系燃料、軽油、灯油など）を 
使用すると、エンジンの始動性が悪く 
なったり、ノッキングや出力の低下な 
どが発生する場合があリます。また、 
そのまま利用していると、エンジンや 
燃料系部品を損傷するおそれがありま 
す。 


フューエルリツドの位置 

車体右側前部にあります。 

アドバイス _ 

•メー ター内にフューエルリツドの車 
両取り付け方向を示しています。 



フューエルリツドの開閉 

▼開けるとき 

運転席右下にある フユーエル リツドオ 
—プナーレバーを矢印の方向に動かしま 
す。 



▼ 閉めるとき 

リツドを押して閉めます。 
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5 T ) 車を運転する前に 

™ 車体各部の開閉 


フューエルキャップの開閉 

▼開けるとき 

左に回して外します。 



▼給油するとき 

外した フユー エルキヤップを フユー エル 
リツドの裏側にかけてお<ことができま 
す。 



▼ 閉めるとき 

「カチッ」とい〇音が一度するまで、右 
に回して閉めます。 


パワーウイン 


スイッチ操作により運転席、助手席、後 

席のウインドウの開閉ができます。 

▼ 操作を行ろ前に 

A 警告 _ 

•パワーウインドゥは大変強い力で開 
閉しますので、開閉するときは、ほか 
の人の手•腕•頭 ■ 首などを挟んだり 
巻き込んだりしないよう注意してくだ 
さい。重大な傷害を受けるおそれがあ 
リ危険です。 

•お子さまにパワーウインドゥの操作 
をさせないでください。開閉すると 
き、手•腕■頭_首などを挟んだリ卷 
き込んだりして、重大な傷害を受ける 
おそれがあり危険です。お子さまを乗 
せているときは、ロックスイッチを 
“ OFF ” にしてください。 
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fe アドバイス _ 

•スライドドアが開いている状態で 
は、スライドドアのウインドゥガラ 
スを開閉することはできません。 

• 運転席スイッチとほかのスイッチを同 
時に逆方向へ動かさないでください。 
故障の原因となるおそれがあります。 

• ウインドゥを完全に開閉した状態でス 
イッチを押し続けると故障の原因とな 
りますので、操作完了後はすぐに手を 
離してください。 

•パワーウインドゥの開閉はなるべく 
エンジン回転中に行ってください。エ 
ンジン停止時に行うと、バッテリーあ 
がりの原因になります。 

• ガラスが凍りついて固着したような状 
態でウインドゥスイッチの“開”ま 
たは“閉”を連続操作しないでくださ 
い。故障の原因となります。 

• エンジンスイッチを “ ON ” の位置に 
すると、運転席のウインドウスイッ 
チの マークが 点灯します。 


運転席ドア側スイッチ 

エンジンヌイツチが “ ON ” の位置のと 
き、使用できます。 
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車を運転する前に 

車体各部の開閉 


〇運転席ウインドウスイッチ 
( AUTO ) 

▼ 操作方法 

スイッチを軽<押し下げている間ウイン 
ドウガラスは開き、軽<引き上げている 
間ウインドウガラスは閉まります。 

手を離すと、その位置で止まります。 

「カチッ」と音がするまで押し下げる、 
または引き上げるとウインドウガラスは 
自動的に全開、全閉します。途中で止め 
るときは、軽<逆方向にスイッチを操作 
します。 

〇助手席ウインドウスイッチ 
▼ 操作方法 

スイッチを押し下げている間ウインドウ 
ガラスは開き、引き上げている間ウイン 
ドウガラスは閉まります。 

手を離すと、その位置で止まります。 

〇リヤウインドウスイッチ 
▼ 操作方法 

スイッチを押し下げている間ウインドウ 
ガラスは開き、引き上げている間ウイン 
ドウガラスは閉まります。 

手を離すと、その位置で止まります。 

〇ロックスイッチ 
▼ 操作方法 

スイッチを押すと “ OFF ” になり、運転 
席ウインドウガラス以外は開閉できな< 
なります。 

も〇—度押すと解除されます。 


助手席ドア側スイッチ 

エンジンヌイツチが “ ON ” の位置のと 
き、使用できます。 

▼ 操作方法 

スイツチを押し下げている間ウインドウ 
ガラスは開き、引き上げている間ウイン 
ドウガラスは閉まります。 

手を離すと、その位置で止まります。 

〇助手席 
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スライドドア側スイッチ 

エンジンスイッチが “ ON ” の位置のと 
き、使用できます。 

▼ 操作方法 

スイッチの上側を押している間ウインド 
ゥガラスは閉まり、フイッチの下側を押 
している間ウインドウガラスは開きます。 
手を離すとその位置で止まります。 



アドバイス 



ウインドゥ反転機構（運転席） 

運転席ウインドウガラスを閉めるときに、 
窓枠とウインドウガラスの間に異物の挟 
み込みを感知すると、ウインドウガラヌ 
の上昇を停止し、自動的にウインドウガ 
ラフが下降します。 

アドバイス _ 

• ウインドゥ反転機構は下記のときに作 
動します。 

•運転席ウインドゥガラスの開閉をス 
イッチにより自動 （ AUTO ) で閉めて 
いるとぎ。 

•特に小さな物を挟み込んだとき、ウイ 
ンドゥ反転機構が作動しないことがあ 
ります。 

•環境や走行条件により、異物を挟み込 
んだときと同じ衝撃がウインドゥガ 
ラスに加わると、ウインドゥ反転機構 
が作動することがあります。 
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疇 


車を運転する前に 

車体各部の開閉 


初期設定 

バッテリー交換やヒューブ交換などで、 
バッテリーとの接続が断たれたときは、 
パワーウインドウの初期設定をして<だ 
さい。 

パワーウインドウの初期設定がされてい 
ないと、下記の機能は作動しません。 
•運転席ウインドウガラスの自動開閉 
• ウインドウ反転機構（運転席） 


▼ 操作手順 

/. エンジンスイッチを “ ON ” の位置 
にします。 

2 . 運転席ウインドウスイッチを引き上 
げ続け、ウインドウガラスを全閉し 
ます。 

3 . 全閉後そのままの状態で約2秒間ス 
イツチを引き上げ続けます。 
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車を運転する前に 6 T ) 

車体各部の調整@ 


車体各部の調整 


ルームミラー 


▼ 操作を行〇前に 

A 注意 _ 

• 調整は必ず走行前に行ってください。 
▼調整のしかた 

手でルームミラーの角度を調整します。 



電動格納式ドアミラー 


5ラーの格納、角度調整をヌイツチまた 
はノブの操作で行ろことができます。 
エンジンフイツチが “ ACC ” または 
“ ON ” の位置のときに使用できます。 

▼ 操作を行ろ前に 

A 注意 _ 

•ミラーの操作を行う際は、ドアとミラ 
一の間に手を挟まないように注意して 
ください。 

• ミラーを倒したまま走行しないでくだ 
さい。ミラーによる後方確認ができず 
事故につながるおそれがあります。 


▼格納のしかた 

ミラー格納スイッチを押すと、ミラーを 
格納することができます。もう一度押す 
と元に戻ります。走行するときは、必ず 
元に戻してください。 
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a 車を運転する前に 

車体各部の調整 


▼調整のしかた 

1 . ノブを調整する側にまわします。 



△注意 


• 調整は必ず走行前に行ってください。 


fe アドバイス _ 

* 調整するとき以外は、調整ノブを中立 
(中央）の位置に合わせておいてくだ 
さい。 

•調整ノブを中立（中央）の位置にする 
と操作することができません。 
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MEMO 
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車を運転するにあたって 

車を運転するうえての各部のはたらき、装置の使 
いかた、運転の方法について説明しています。 


■ メーター のはたらき 


■ 運転装置の使いかた 


メ 勺 - 

106 

エンジンスイッチ- 

-127 



駐車プ- 

-128 

■ 表示灯、警告灯のはたらき 


夕ーボ車- 

AWD 車- 

-129 
-129 

表爪灯-- - -- - - - 

110 

警告灯- 

112 

■ エンジンのかけかた 


■ スイッチの使いかた 


才トマチック車- 

-131 

スゃソチの名称- 

ライァイングスイッチ- 

118 

119 

■ オートマチック車の運転 


光軸調整ダイヤル- 

121 

オートマチックトランスミッシヨン-- 

-133 

方向指示レバ- 

122 

セレクトレバの操作- 

-135 

非常点滅灯スイッチ- 

122 

運転の L かた- 

-138 

フイパー■ウォツシヤースイツチ----123 



リヤウインドウデフォツガー 
ス/ 'ソチ- 

125 



フォグランプスイツチ- 

125 



ホンスイツチ-- -- 

126 
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a 車を運転するにあたって 

メーターのは^:らき 

メーター のはたらき 


メーター 


ルミネセント メーターを 除く 

グレードの違い、オプションも含まれています。 

タコメーター スピードメーター セレクト 



〇メータ—照明 

車幅灯に連動して点灯 • 消灯をします。 
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車を運転するにあたって ( TJ 1 

メーターの はたらき U 


ルミネセント メーター 

グレードの違い、オプションも含まれています。 



〇メーター照明 

• エンジンヌイツチが “ ON ” の位置のときは、車幅灯の点灯•消灯に関わらず点灯し 
ます。 

• メーター照明が点灯しているときに、車幅灯を点灯させると、メーター照明が減光し 
ます。 


fe アドバイス _ 

•ライトの点灯 • 消灯の確認は、ライティングスイッチ表示灯で行ってください。 

(ライティングスイッチ表示灯-» no ページ) 
• メーター照明の照度は調整することができます。また、車幅灯を点灯させたときに、 
減光しないようにすることもできます。 

(照度調整-^108ページ) 
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a 車を運転するにあたって 

メーターのは^:らき 


スピードメーター 

走行速度を km / h で示します。 


オドメーター/ 

トリップ，ーター 

エンジン スイッチが “ ON ” の位置のと 
き、表爪されます 0 

〇オドメーター（積算距離計） 
走行した総距離を表示します。 

〇トリップメーター（区間距離計） 
リセットした地点からの走行距離を表示 
します。 

トリップメーターは、同時に2つの区間 
の走行距離を表示することができます。 

〇オド/トリップ表示切り替え•リ 
セットスイッチ 
▼表示を切り替えるには 

スイッチを押すごとに、表示が切り替わ 
ります。 


照度調整 

ルミネセント メーター 
照度調整表示中、オド/トリップ表示切 
り替え•リセットフイッチを約1秒以上 
押し続けている間、メーター照明の明る 
さが下表のよろに変わります。 


明るさ 

表示 

照度レベル 

明るい 

---- 

レベル 1 

t 

-- 

レベル 2 

1 


レベル 3 

暗い 


レベル 4 


fe アドバイス _ 

•エンジンスイッチが “ ON ” の位置 
で、車幅灯が点灯しているときのみ、 
照度調整を表示させることができま 
す。 

• “レベル1”に設定すると、車幅灯を 

点灯させたときに、メーター照明が減 
光しません。 


積算距離計 [0 D 0 

★ 

トリップメーター A [TRIP A I 

♦ 

トリップメータ _B I TRIP B I - 

令 

照度調整* 

* ルミネセントメーターで、車幅灯が点灯 
しているときに表示されます。 


▼ トリップメーター表示をリセットするには 

リセットするトリップ メーター （ A また 
は B ) を表示させ、スイッチを押し続け 
ると、表示が “0.0” になります。 
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車を運転するにあたって ( TJ 1 

メーターのはたらき U 


燃料計 

エンジンスイッチが “ON” の位置のと 
き、燃料残量を表示します。 

燃料残量が約7.5€以下になると、燃料残 
量警告灯が点灯します。 

(燃料残量警告灯—115ページ) 

A 注意 _ 

指計が“ E” に近付いたり、燃料残量警告灯が 

点灯した場合 

• ただちに燃料を補給してください。 

燃料切れを起こすと、突然走行不能と 
なり危険です。 


タコ メーター 

1分間当たりのエンジン回織を示しま ■ 

す。 

A 注意 _ 

•指針が赤色表示域（エンジンが許容回 
転数を超える範囲）に入らないよう運 
転してください。赤色表示域に入る 
と、エンジンが損傷するおそれがあり 
ます。 
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車を運転するにあたって 

@表示灯、警告灯のはたらき 


表示灯、警告灯のはたらき 


表示灯 


車両のさまざまな状態をメーター内に表 
汀^します0 

A 注意 _ 

•表示灯によっては、点灯（または点 
減）したまま走行すると、思わぬ事故 
を引き起こしたり、車両が損傷するお 
それがあります。 

この場合、それぞれの表示灯の項目に 
したがい、処置を行ってください。 

* 点灯操作を行っても、表示灯が点灯し 
ないときは、スバル販売店で点検を受 
けてください。 


るみ 

〇方向指示器表示灯 
エンジンスイッチが “ON” の位置で、 
方向指示灯を点滅させると、同時に点滅 
します。 


ハイビーム/パッシング表示灯 



エンジンスイッチの位置に関係な<、へ 
ッドランプを上向きの状態にすると点灯 
します。 


フォグランプ表示灯 

オプション/グレード別装備 

エンジンスイッチの位置に関係な<、 
フォグランプを点灯させると点灯します。 

(フォグランプフイッチ 
—125ページ） 


ライティングスイッチ表示灯 

ルミネセント メーター 


〇非常点滅表示灯 

エンジンフイツチの位置に関係な<、非 
常点滅灯を点滅させると、同時に点滅し 
ます。 

fe アドバイス _ 

点滅時間が異常に速くなつた場合 
• 方向指示灯（非常点滅灯）の電球切れ 
が考えられます。すべての方向指示灯 
が点滅するか確認してください。 


ミ00ミ 

エンジンスイッチの位置に関係な <、車 
幅灯が点灯しているときに点灯します。 
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車を運転するにあたつて rji 

表示灯、警告灯のはたらき ^ J 


水温表示灯 


エンジンスイツチが “ON” の位置で、 
エンジン冷却水温が低いときに点灯しま 
す0 

A 注意 _ 

• エンジン冷却水温が低い間は、急激な 
空ぶかし、急加速、高速走行はしない 
でください。 


アドバイス _ 

• エンジン冷却水温が異常に高くなった 
ときは、水温警告灯が点滅します。 

(水温警告灯—114ページ) 
暖機を十分続けていても.点灯したままの場 

ム 

• 水温センサー等の異常が考えられま 
す。 

ただちにスバル販売店で点検を受けて 
ください。 


セレクトインジケーター 

R 

R 

N 

D 

2 

し 

エンジンヌイツチが “ON” の位置のと 
き作動します。使用中のセレクトレバー 
の位置が点灯します。 


O/D OFF 表示灯 

O/D 

OFF 

エンジンヌイツチが “ON” の位置で、 
才ーパードライプを “OFF” の状態にす 
ると点灯します。 

(才ーバードライプフイツチ 
—137ページ) 


セキュリティ表示灯 

(盗難警報装置一 72ページ) 
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rn 車を運転するにあたって 

@表示灯、警告灯のはたらき 


警告灯 


さまざまなシヌテムの異常や、安全運転 
に関わる項目をメーター内に警告します。 

A 注意 _ 

• 警告灯が点灯（または点滅）したまま 
走行すると、思わぬ事故を引き起こし 
たり、車両が損傷するおそれがあリま 
す。 

この場合、それぞれの警告灯の項目に 
したがい、処置を行ってください。 

• エンジンスイッチを “ON” の位置に 
しても警告灯が点灯（または点滅）し 
ないときは、スバル販売店で点検を受 
けてください。 


エンジン警告灯 

Cs 

• エンジンスイッチを “ON” の位置に 
すると点灯し、エンジンを始動すると 
消灯します。 

• エンジンが回転中で、エンジン電子制 
御システムに異常があると点灯します。 

A 注意 _ 

点灯した場合 

• ただちにスバル販売店で点検を受けて 
ください。 


オイルプレッシャー警告灯 



• エンジンヌイツチを “ON” の位置に 
すると点灯し、エンジンを始動すると 
消灯します。 

• エンジンが回転中で、エンジン内部を 
潤滑しているエンジンオイルの圧力 
に異常があると点灯します。 

A 注意 _ 

点灯した場合 

•そのまま走行すると、エンジンが故障 
するおそれがあります。 

ただちにスバル販売店にご連絡くださ 
い0 


fe アドバイス _ 

•オイルプレッシャー警告灯は、オイ 
ル量を示すものではありません。オイ 
ル量の点検は、オイルレベルゲージ 
で行ってください。（オイル量の点検方 
法は、別冊の「メンテナンスノー 
卜」参照） 
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車を運転するにあたつて rji 

表示灯、警告灯のはたらき ^ J 


チャージ警告灯 

• エンジンフイツチを “ON” の位置に 
すると点灯し、エンジンを始動すると 
消灯します。 

• エンジンが回転中で、充電系統に異常 
(ベルトののび、損傷など）があると 
点灯します。 

A 注意 _ 

点灯した場合 

• ただちにスバル販売店で点検を受けて 
ください。 


ブレーキ警告灯 

• エンジン スイッチを “ON” の位置に 
すると点灯し、エンジンを始動して、 
駐車ブレーキを完全に解除すると消灯 
します。 

• エンジンフイツチが “ON” の位置で、 
下記の場合に点灯します。 

▼ 点灯理由 

• 駐車ブレーキが完全に解除されていな 
いとき 

• ブレーキ液の液量が不足しているとき 
• EBD 制御に異常があるとき 

▼駐車プレーキが解除されている場合 
エンジンヌイツチを “ON” の位置にす 
ると点灯し、数秒後に消灯します。 


〇警告ブザー 

駐車ブレーキが完全に解除されていない 
状態（警告灯が点灯している状態）で、 
約 5km/h 以上で走行すると、プザーが鳴 
ります。 

駐車ブレーキを解除すると、ブザーが鳴 
りやみます。 
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rn 車を運転するにあたって 

@表示灯、警告灯のはたらき 


A 注意 _ 

• 制動時、常に異音（キーキー音など） 
が発生するときは、ブレーキパッド 
の摩耗が考えられます。 

ただちにスバル販売店で点検を受けて 
ください。 

エンジン回転中，駐車プレーキを解除して 

も.点灯したまま消灯しない場合 
• ブレーキ液量の不足が考えられます。 
この場合、ブレーキの効きが悪くなつ 
ているおそれがあります。 

効きが悪いときは、ブレーキペダル 
を強く踏み、ただちに安全な場所に停 
車して、スバル販売店にご連絡くださ 
い。 

ABS 警告灯と同時に点灯した場合 
• 強めのブレーキの際に車両が不安定に 
なるおそれがあります。 

ただちに安全な場所に停車して、スバ 
ル販売店にご連絡ください。 


水温警告灯 


• エンジン スイッチを “ ON ” の位置に 
すると点灯し、数秒後に消灯します。 

• エンジンスイツチが “ ON ” の位置で、 
エンジン冷却水温が異常に高 < なると 
点滅し、その後、さらに水温が高<な 
ると点灯に変わります。 

アドバイス _ 

点滅 • 点灯した場合 

• エンジン冷却水温の異常な上昇による 
オーバーヒートが考えられます。 
ただちに安全な場所に停車して、処置 
を行ってください。 

(才ーバーヒートの処置 
—*186ページ） 
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車を運転するにあたつて rji 

表示灯、警告灯のはたらき ^ J 


シートベルト警告灯 

燃料残量警告灯 

1運転席1 

J 

B 



エンジンフイツチが “ ON ” の位置で、 
運転席側シートベルトを装着してい 
ないと点滅します。 

シートベルトを着用すると消灯しま 


エンジンヌイツチが “ ON ” の位置のと 
き、燃料残量が約7.5£以下になると、燃 
料残量警告灯が点灯します。 

(燃料計—109ページ） 

A 注意 


す。 


〇警告ブザー 

シートベルトを着用していない状態（警 
告灯が点滅状態）で、約 20 km / h 以上で 
走行すると、プザ-が約2分間鳴ります。 fe ァドバイス 


点灯した場合 

• ただちに燃料を補給してください。 
燃料切れを起こすと、突然走行不能と 
なり危険です。 


fe アドバイス _ 

• 1度警告ブザーが鳴ると、たとえ約 
20 km / h 以下で走行しても、約2分間 
鳴り続けますので、走行するときは必 
ずシートベルトを着用してくださ 
い。 

• ブザーが鳴リ始めてから、約30秒後 
に断続音の早さが変わります。 


•坂道や力ーブなどでは、タンク内の燃 
料が移動するため、警告灯が早めに点 
灯することがあります。 
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車を運転するにあたって 

@表示灯、警告灯のはたらき 


ABS 警告灯 



• エンジンフイツチを “ ON ” の位置に 
すると点灯し、数秒後に消灯します。 
•エンジンフイツチが “ ON ” の位置で、 
ABS に異常があると点灯します。 

A 注意 _ 

ブレーキ警告灯と同時に点灯した場合 
• ABS に異常があるだけでなく、強めの 
ブレーキの際に車両が不安定になるお 
それがあります。 

ただちに安全な場所に停車して、スバ 
ル販売店にご連絡ください。 


fe アドバイス _ 

• エンジン始動後に警告灯が数秒間点灯 
しても、その後、消灯すれば異常では 
ありません。ただし、同じ現象が再度 
発生した場合は、スバル販売店で点検 
を受けてください。 

点灯した場合 

• 通常のブレーキとしての性能は確保さ 
れていますが （ ABS としての作動はし 
ません）、スバル販売店で点検を受け 
てください。 


SRS エアバッグ警告灯 

• エンジン スイッチを “ ON ” の位置に 
すると点灯し、数秒後に消灯します。 

• エンジンフイツチが “ ON ” の位置で、 
下記のシフテムに異常があると点灯し 
ます。 

▼ 異常があると点灯するシステム 

• SRS エアバッグ 

( SRS エアバッグ — 57ページ） 

• プリテンシ ヨナー 機構 
(プリテンシ ヨナー 機構— 54ページ） 

A 注意 _ 

点灯した場合 

• 車両にできるだけショックをあたえず 
に走行し、ただちにスバル販売店で点 
検を受けてください。 
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車を運転するにあたつて rji 

表示灯、警告灯のはたらき ^ J 


オートレべライザー警告灯 

HID ランプ装着車 


• エンジンフイッチを “ ON ” の位置に 
すると点灯し、数秒後に消灯します。 
•エンジンフイッチが “ ON ” の位置で、 
□-ビームの才ートレべリング機能 
に異常があると点灯します。 

(口ービーム•才ートレべリング機能 
—120ページ） 

A 注意 _ 

走行中に点灯した場合 

•ただちに安全な場所に停車し、いった 
んエンジンを止めてください。 

再度エンジンスイッチを “ ON ” の位 
置にしたとき、警告灯が数秒間点灯し 
たあとに消灯すれば、そのまま走行す 
ることができます。 

消灯しないときや、再び点灯するとき 
は、ただちにスバル販売店で点検を受 
けてください。 
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車を運転するにあたつて 


スイツチの使いかた 


スイツチの使いかた 


ツチの名称 


グレードの違い、オプションも含まれています。 
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車を運転するにあたって (TJI 

スイツチの使いかた 1 ^ 



ライトの点灯 


▼ 操作方法 

スイッチを回すと、下表のライト類が点 
灯します。 



\ ライト 

前照灯 

車幅灯 • 番号灯 • 
尾灯 • 計器照明灯 

スイッチ位置\ 


OFF 

一 

- 

• ( ON ) 

一 

点灯 

10 

点灯 

点灯 


A 注意 _ 

• エンジンを停止した状態で長時間ライ 
卜類を点灯させないでください。バッ 
テリーあがりの原因となります。 


ライトの消灯 

▼ 操作方法 

スイツチを “ OFF ” の位置にします。 


ヘッドランプの切リ替え 

▼ 操作方法 

ライテイングスイツチが 1 D ”の位 
置のときしバーを押すと、前照灯が上向 
き（ハイビーム）になり、戻すと下向き 
(□ー ビーム）になります。 



A 注意 _ 

• 対向車のあるときや市街地走行のとき 
は、対向車や通行人の迷惑となり危険 
ですので前照灯を下向きにして走行し 
てください。 


▼ 一時的に使用する場合 

fe アドバイス _ 

• 前照灯が上向きのときは使用できませ 
ん〇 

レバーを手前に引いている間、前照灯が 
上向きに点灯します。 


レバー 
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車を運転するにあたって 

™ スイツチの使いかた 


ライト消し忘れ警告ブザー 

ライトを点灯したままで、エンジンフイ 
ツチからキーを抜き、いずれかのドアを 
開けると、プザー（連続音）が鳴りライ 
卜の消し忘れを知らせます。 


HID ランプ 

オプション/グレード別装備 
HID ランプは、ランプ管内のガスと金属 ヨ 
ウ化物を使って発光させ、通常のランプ 
より白い光と伸び、広がりのある配光を 
持つランプです。 

A 警告 _ 

• HID ランプのバルブ. コネクター •電 
源回路_光軸調整部分を分解したり、 
取り外したりしないでください 。 HID 
ランプは高電圧を使用しており、不適 
切な取り扱いをすると、感電するおそ 
れがあり危険です。 

ランプを交換_修理_破棄するとき 
は、必ずスバル販売店にご相談くださ 
い。 


fe アドバィス _ 

• HID ランプが点滅を繰リ返すようにな 
ると電球の寿命が考えられます。スバ 
ル販売店で点検を受けてください。 

• 衝突などでランプ周りに衝撃を受けた 
場合は点灯装置も衝撃を受け正常に作 
動しなくなっているおそれがありま 
す。スバル販売店で点検を受けてくだ 
さい。 

• システムの異常により電圧が HID ラン 
プの作動電圧範囲から外れたときは、 
電圧が正常に復帰次第、再点灯しま 
す。 

• 点灯中に作動電圧範囲から外れたとき 
は消灯し、電圧が正常に復帰次第、再 
点灯します。 

• 点灯操作をするときに作動電圧範囲か 
ら外れているときは、ライティング 
スイツチを操作しても点灯しません。 


〇口ービー厶■オートレべリング 
機能 

乗員数や積載量などの車両姿勢の変化に 

対して、ヘッドランプの光軸（光の照ら 

す方向）の上下方向を自動的に調整する 

装置です。 

fe アドバイス _ 

•エンジンを始動して、初めてヘッド 
ランプを点灯したとき、システムの正 
常な作動をチェックしているため、へ 
ッドランプの光軸が動くことがあり 
ますが、異常ではありません。 

•ヘッドランプの光軸に異常を感じた 
ときは、スバル販売店で点検を受けて 
ください。 
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車を運転するにあたって (TJI 

スイツチの使いかた 1 ^ 


光軸調整ダイヤル 


ハロゲンヘッドランプ装着車 
ヘッドランプが点灯しているときに使用 
でぎます。 

乗員数や積載量によって車両の姿勢が変 
化し、ヘッドランプの光軸（光の照らす 
方向）が上に向いた場合、ダイヤルを回 
すことで光軸を下向きに調整することが 
できます。 

通常はダイやルを“〇” （光軸が一番上 
向きの位置）で使用します。 

fe アドバイス _ 

HID ランプ装着車 

•ヘッドランプの光軸は自動的に調整 
されるため、光軸調整ダイヤルは装着 
されていません。 


▼ 操作方法 

ダイヤルを回転させると、ヘッドランプ 
の光軸が上下に変わります。 

ダイヤルの数字が大きいほど下向きにな 
ります。 



fe アドバイス _ 

•乗員数などに応じて、下表を目安にダ 
イヤルを調整してください。 


乗車や荷室の 
積載状況 

ダイヤル位置 

運転席のみ乗車時 

0 

運転席と助手席に乗車時 

0 

4名乗車時 

0.5 

4名乗車で荷室満載時 

1 

運転席のみ乗車で 
荷室満載時 

1.5 


•乗員や荷物を降ろしたあとは、ダイヤ 
ルを “0” に戻してください。 

• 車検などで光軸の調整をするときは、 
ダイヤルを “0” にしてから行ってく 
ださい。 


SB21N- 0000052-, S331l^ 000005 卜 


121 A 































































車を運転するにあたって 

™ スイツチの使いかた 


方向指不 レバー 


▼ 操作方法 

レバーを①の位置まで上下に操作すると、 
方向指示灯およびメーター内の方向指示 
器表示灯が点滅します。レバーはハンド 
ルを戻すと自動的に戻ります。車線変更 
などのときには、レバーを②の位置まで 
軽く上下に押すと点滅し、手を離すと消 
灯します。 



fe アドバイス _ 

•ハンドルの切れ角が小さいと、レバー 
が自動的に戻らないときがあります。 
手で戻してください。 

•点滅が異常に早くなったときは、方向 
指示灯の電球切れが考えられます。す 
ベての方向指示灯が点滅するか確認し 
てください。 


非常点滅灯スイッ 


▼ 操作方法 

スイツチを押すと左右の方向指示灯が点 
減します。も〇—度押すと元に戻ります。 



A 注意 _ 

• 故障などの非常時に、やむを得ず路上 
駐車するとき以外はむやみに使用しな 
いでください。 

• 使用後はスイッチを確実に戻してくだ 
さい。スイッチを戻さないと方向指示 
灯がはたらきません。 

• エンジンを止めた状態で長時間使用し 
ないでください。バッテリーあがりの 
原因となります。 
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車を運転するにあたって (TJI 

スイツチの使いかた 1 ^ 


ワイパー.ウォッシャー 
スイツチ 


A 注意 _ 

• 空ぶきはガラス面に傷を付けますの 
で、ウォッシャー液を噴射させてから 
ワイパーを作動させてください。 

•寒冷時、または長時間ワイパーを使用 
しなかったときは、ワイパーゴムが 
ガラスに張り付いていないことを確認 
してください。張り付いたまま作動さ 
せるとワイパーモーターが損傷し、 
故障の原因になります。 

• 積雪などの障害物によりワイパーが途 
中で止まってしまうときは、障害物を 
取り除いてからワイパーを作動させて 
ください。無理に作動させるとワイパ 
ーモーターに負担がかかり故障の原 
因となります。 

• ウォッシャー液を連続して20秒以上 
噴射させないでください。またウォッ 
シャー液が出ないときはウォッシャー 
スイッチを作動させないでください。 
モーターに負担がかかり故障の原因と 
なります。 

•寒冷時は、ガラスが暖まるまで、ウォ 
ッシャー液を吹き付けないでくださ 
い。吹き付けられた液が凍結し、視界 
をさまたげることがありますので、先 
にガラス面を暖めてください。 


フロント 

エンジンフイツチが “ ACC ” または 
“ ON ” の位置のとき使用できます。 

〇ワイパーの使いかた 

レバーを 下げると、フイ パーが 作動しま 
す。 



MIST 

一時作動 

OFF 

停止 

INT 

間欠作動 

LO 

低速作動 

HI 

高速作動 


fe アドバイス _ 

• MIST (—時作動）はレバーを “ OFF ” 
から押し上げている間、ワイパーが低 
速作動します。手を離すと “ OFF ” に 
戻ります。 

• ワイパーは、雪がたまったときにワイ 
パーの反転位置を切り替える機構にな 
っています。この機構の作動中に「コ 
ン、コン」という音が発生しますが、 
異常ではありません。 
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車を運転するにあたって 

™ スイツチの使いかた 


〇ウオッシャー液の噴射 

レバーを手前に引くとウォッシャー液が 
噴射します。 


_ 

エンジンスイツチが “ ACC ” または 
“ ON ” の位置のとき使用できます。 



fe アドバイス _ 

•フロントウォッシャーを作動させる 
と連動してフロントワイパーが低速 
作動します。 


〇ワイパーの使いかた 

ツマミを “ ON ” の位置に回すと、リや 
ワイパーが作動します。 



ッマミ 


ON 

OFF 


〇ウォッシャー液の噴射 

リヤワイパー作動中にウォッシャー液を 
噴射させるときは、ツマミを “ ON ” の位 
置から上側の“ウォッシャー液噴射位 
置”に回します。 

また、ツマミを “ OFF ” の位置か5下側 
の“ウォッシャー液噴射位置”に回して 
も噴射します。 



ツマミ 


ウォッャー液噴射位置 
ON 
OFF 


ウォッシャー液噴射位置 
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車を運転するにあたって (TJI 

スイツチの使いかた 1 ^ 


リヤウインドゥ 
デフ ォツガー スイ ツ 


リやウインドウガラスの曇りを取ると 
きに使用します。 



オプション/グレード別装備 


夜間の雨、霧のよろな天候のときにご利 
用 < ださい。 


▼ 操作方法 

スイツチを押すと作動表示灯が点灯し、 
リやウインドウガラスが暖め5れ曇り 
が取れます。作動を停止するときは、ス 
イッチをも〇—度押して<ださい。作動 
表示灯も消灯します。 




▼ 操作方法 

車幅灯が点灯しているとき、スイッチを 
“ ON ” にすると、 メーター 内のフォグ 
ランプ表示灯が点灯し、フォグランプが 
点灯します。 

消灯するときは、スイツチを “ OFF ” に 
して<ださい。フォグランプ表示灯も消 
灯します。 



fe アドバイス _ 

• エンジンを止めた状態で長時間使用し 
ないでください。バッテリーあがりの 
原因になります。 

• リヤウインドゥガラス内面を清掃す 
るときは、電熱線を傷付けないでくだ 
さい。 
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車を運転するにあたって 

™ スイツチの使いかた 


ホーンス イツ 


ハンドルの►〇•マーク周辺部を押すとホー 
ンが鳴ります。 

アドバイス _ 

• 緊急時、非常時以外は、むやみに使用 
しないでください。 
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車を運転するにあたって ( TJ 1 

運転装置の使いかた M 


運転装置の使いかた 



△警告 


•走行中は、エンジンスイッチにさわ 
らないでください。誤って操作し、エ 
ンジンが停止すると、思わぬ事故につ 
ながるおそれがあり危険です。 


エンジンをかけるときやオーデイオを聞 
<ときなどに使用します。 

A 注意 _ 

•エンジンを止めた状態で、キーを 
“ ON ” または “ ACC ” の位置にした 
まま長時間放置しないでください。バ 
ッテリーあがりの原因になります。 


LOCK 

キーを抜き差しする位置です。キ 
一を抜くとハンドルがロックされ 
ます。 

ACC 

エンジンを止めたまま、オーディ 
才が聞ける位置です。 

ON 

エンジン回転中の位置です。 

START 

エンジンを始動するときの位置で 
す。手を離すと自動的に “ON” の 
位置に戻ります。 


A 注意 _ 

• エンジン始動後は、すぐにキーから手 
を離してください。 “ START ” の位置 
にしたままでいると、エンジンを損傷 
するおそれがあります。 


fe アドバイス _ 

•キーは確実にエンジンスイッチに差 
し込んで操作してください。 

•キーが “ LOCK ” から “ ACC ” の位置 
に軽く回らないときは、ハンドルを左 
右に動かしながらキーを回してくださ 
い。 


キーインターロック 

誤操作防止のため、セレクトレバーが (B 
レンジ以外のときに、エンジンヌイツチ 
が “ LOCK ” の位置まで回らないようにす 
る装置です。 

▼ 操作方法 

エンジンスイツチを“ ACC ” から 
“ LOCK ” の位置にするときは、セレクト 
レバーを (E レンジにしてか5行います。 

A 注意 _ 

• 囵レンジ以外では、キーは “ LOCK ” 
位置まで回すことができないため、キ 
—を抜くことができません。 
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a 車を運転するにあたって 

運転装置の使いかた 


駐車ブレーキ 


A 注意 _ 

•走行するときは、駐車ブレーキを完全 
に解除してください。また、ブレーキ 
警告灯が消灯していることを必ず確認 
してください。 

駐車ブレーキをかけたまま走行する 
と、 ブレーキが熱を持ち、ブレーキの 
効きが悪くなったり、思わぬ事故につ 
ながるおそれがあります。 


▼かけるとき 

•右足でブレーキペダルを踏みながら、 
左足でパーキングペダルをいっぱい 
まで踏み込みます。 

• エンジンスイツチが “ ON ” の位置の 
ときは、ブレーキ警告灯が点灯します。 

▼解除するとき 

•右足でブレーキペダルを踏みなから、 
左足でパーキングペダルを踏み込み 
ます。「カチツ」という音かしたらパ 
ーキングペダルをゆっ<り戻します。 

• エンジンスイツチが “ ON ” の位置の 
ときは、ブレーキ警告灯が消灯します。 


A 注意 _ 

• 駐車ブレーキをさらに強くかける必要 
がある場合はブレーキペダルを しつ 
かり踏み、一度駐車ブレーキを解除さ 
せ、完全にパーキングペダルを戻し 
てからもう一度駐車ブレーキをかけ直 
してください。 

•駐車ブレーキをかけるとき、解除する 
ときは必ずペダルの位置を目で確認し 
てから操作してください。 


fe アドバイス _ 

• 駐車ブレーキが完全に解除されていな 
い状態（警告灯が点灯している状態） 
で、約 5 km / h 以上で走行すると、警告 
ブザーが鳴ります。 

(ブレーキ警告灯 — 113ページ） 


坂道に駐車するとき 

▼ 操作方法 

坂道に駐車するときは、駐車ブレーキを 
かけるとともに、セレクトレバーを0レ 
ンジに入れます。さらに輪止めもしてく 
ださい。 
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車を運転するにあたって ( TJ 1 

運転装置の使いかた M 


ターボ車 


A 注意 _ 

•エンジン始動直後（エンジンが冷えて 
いるとき）は、エンジンの急激な空ぶ 
かし、または急加速をしないでくださ 
い。 

•エンジン回転数がタコメーターの赤 
色表示域（エンジン許容回転数以上） 

に入らないように運転してください。 
•定期的なオイル交換、オイルフィル 
_ターの交換を必ず行ってください。_ 
高速走行、登坂走行直後にエンジンを停 
止するときは、必ず約1分程度アイドリ 
ング状態にしてからエンジンを止めて< 
ださい。 


運転状態 

アイドリング時間 

一般走行後 

— 

高速走行後、登坂走行後 

約1分 


AWD 車 

オプション/グレード別装備 


A 注意 



• AWD 車はどのような所でも走れる万能 
車ではありません。アクセル、ハンド 
ル、ブレーキの操作は一般の車と同じ 
く慎重に行い、常に安全運転に心がけ 
てください。 

また、オフロード走行や、ラリー走行 
を目的とした車ではあリません。タイ 
ヤがはまり込むような深い砂地、海 
水、水たまりなどに乗リ入れないでく 
ださい。やむを得ず走行したときは、 
走行後各部を念入りに洗ってくださ 
い。 

• AWD 車は雪道や水たまリなどの滑りや 
すい路面ですぐれた走行性能を発揮し 
ますが、極端な急ブレーキ、急ハンド 
ルはさけて、十分に余裕を持って走行 
してください。 


_フルタイム AWD システム_ 

fe アドバィス _ 

• フルタイム AWD システムは、 FWD と 
AWD を切り替えるモード切り替えスイ 
ツチはありません。また AWD 表示灯も 
ありません。 
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a 車を運転するにあたって 

運転装置の使いかた 


A WD 車のタイヤ交換 

AWD 車は4つのタイヤに駆動力がかかる 

ため、タイヤの状態が車の性能に大き< 

影響します。 

タイやの状態には細心の注意をしてタイ 

やの点検は忘れずに行って<ださい。 

A 注意 _ 

• タイヤは必ず指定サイズのタイヤを使 
用してください。指定サイズ以外の夕 
イヤを使用すると安全性を損ない大変 
危険です。 

• タイヤ交換をするときは、4輪とも同 
—サイズ、同ーメーカー、同一銘柄、 
および同ートレッドパターン（溝模 
様）のタイヤを装着してください。 

• 摩耗差の著しいタイヤは使用しないで 
ください。 


fe アドバイス _ 

• タイヤ空気圧の点検は最低でも月に1 
回行ってください。タイヤの空気圧が 
前輪と後輪で大きく異なるときは、車 
の性能が十分に発揮できません。（夕 
イヤの指定空気圧は運転席側ドア開口 
部に記載しています。） 

• タイヤのローテーションは5,000 km ご 
とに行ってください。タイヤ間で摩耗 
差があると車の性能が十分に発揮でき 
ません。 

•タイヤチェーンは必ず後輪に装着し 
てください。 
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車を運転するにあたって (TJI 
エンジンのかけかた@ 


エンジンのかけかた 


オートマチック車 


エンジン始動の準備 

▼ 操作方法 

/. 駐車ブレーキをかけ、セレクトレバ 
—か囵レンジの位置にあることを確 
認します。 

2. ペダル類が確実に踏め、ハンドル操 
作が楽にできるようにシートの位置 
を調整します。 

3. アクセルペダルおよびブレーキべ 
ダルを右足で踏み位置を確認します。 



エンジンをかけるとき 

▼ 操作方法 

/. ブレーキペダルをしっかり踏みます。 
2 . アクセルペダルを踏まずにエンジン 
スイッチを “ START ” の位置まで回 
します。 

A 注意 _ 

• エンジン始動時は、必ず運転席に座っ 
てエンジンをかけてください。窓越し 
からエンジンをかけると車が急に動き 
出すおそれがあり危険です。 

• エンジン冷却水温が低い間は、急激な 
空ぶかし、急加速、高速走行はしない 
でください。 


fe アドバイス _ 

•バッテリーあがりを防ぐため、エンジ 
ンスイッチを連続して10秒以上 
“ START ” の位置にしないでくださ 
い。 

• エンジンの始動性を良くするためにラ 
イト、リヤウインドゥデフォッガ 
一、ヒーター フアンなどのスイッチ 
は “ OFF ” にしてください。 

• 外気温が一 20° C 以下のとき、エンジン 
スイッチを “ START ” の位置にしてか 
らエンジンを始動させるまでの時間が 
長くなります。確実に始動させるに 
は、かかったと思っても、さらに3秒 
程度、手を離さず “ START ” の位置で 
保持してください。 

•エンジン始動後は、各警告灯が消灯す 
るのを確認してください。（ただしブ 
レーキ警告灯は除きます） 
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( Tjl 車を運転するにあたって 

™ エンジンのかけかた 


fe アドバイス _ 

•エンジン始動後は、自動制御装置のは 
たらきによりエンジン回転が高くなり 
ますが、暖機完了後、自動的にアイド 
リング回転に下がります。 

• 2〜3回始動操作を繰リ返しても始動し 
ないときは、アクセルペダルをいつ 
ぱいに踏み込んだまま再始動してくだ 
さい。それでも始動しないときは、し 
ばらく時間を置いてからもう一度始動 
操作をしてください。 


〇 スターターコントロール 
システム 

ヌタ— ター コント□—ルシステムはエ 
ンジン寒冷時の始動操作を補助するシフ 
テムです。 

エンジン冷却水温が 15° C 以下のとき、エ 
ンジンが始動するまでの間、自動的にス 
夕—夕—を回す時間を延長します。エン 
ジンフイツチを “ START ” の位置で保 
持する必要はありません。 


fe アドバイス _ 

• スターター コント ロー ルシステム作 
動中にエンジン始動を中止したいとき 
は、エンジンスイッチを “ ACC ” ま 
たは “ LOCK ” の位置にしてくださ 
い。 

•バッテリーあがリを防ぐため、スター 
夕ーコントロールシステム作動中に 
始動操作を中断することがあります。 

•エンジン冷却水温が 15° C 以上のとき 
は、スターターを回す時間は延長され 
ません。 

• 外気温が 15° C 以下でも、エンジン冷却 
水温が 15° C 以上のときは、スターター 
を回す時間が延長されませんので、エ 
ンジンが始動するまで、エンジンス 
イッチを “ START ” の位置で保持して 
ください。 


エンジンを止めるとき 

▼ 操作方法 

エンジンを止めるときは、アイドリング 
回転にしてか5エンジンスイツチを 
“ ACC ” または “ LOCK ” の位置にします。 

A 注意 _ 

• ターボ車は、高速および登坂走行の直 
後にエンジンを止めるときは、必ずア 
イドリングを1分程度行ってくださ 
い。 
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車を運転するにあたって rji 

オートマチック車の運転@ 


オートマチック車の運転 


オートマチッ t 
トランスミッシ 


オートマチック車は、ギやチェンジやク 
ラッチペダルの操作から解放され、運転 
は大変楽になりますが、い<つかの特性 
があります。オートマチック車の運転の 
基本を理解し、正し<操作する習慣を身 
に付けてください。 


オートマチック車の特性 

〇クリープ現象 

エンジンがかかっているとき、セレクト 

レバーが0、画レンジ以外の位置で、動 

力がつながっだ状態になりアクセルぺダ 

ルを踏まなくてもゆっくりと動き出す現 

象のことをいいます。 

をアドバイス _ 

•停車中は、平坦路であっても車が動か 
ないように、ブレーキペダルを しっ 
かりと踏み、必要に応じて駐車ブレー 
キをかけてください。 

• エンジン始動直後やエアコン作動時な 
ど、自動的にエンジンの回転が上がり 
(アイドルアップ）、クリープ現象 
が強くなりますので、 ブレーキ ぺダ 
ルはしっかりと踏んでください。 

•渋滞や狭い場所での移動は、クリープ 
現象を利用し、アクセルペダルを踏 
まずにブレーキ操作のみで速度を調整 
するとスムーズに行えます。 


〇キックダウン 

走行中にアクセルペダルを踏み込むと、 
自動的に低速ギヤに切り替わり、エンジ 
ンの回転数が上昇して強<加速させるこ 
とができます。これをキックダウンとい 
います。 

A 注意 _ 

• 滑リやすい路面や力ーブ走行中では、 
急激なアクセルペダルの操作はさけ 
てください。車がスリップするおそれ 
があります。 


fe アドバイス _ 

• 追い越しなど強い加速が必要とすると 
きや、高速道路での合流が楽に行えま 
す。 


5321IV 0000052 S331IU 0000051- 


133 









( TT 車を運転するにあたって 

d ■—！'マチック車の運転 


セレクト レバー 

セレクトレバーの操作は確実に行って< 
ださい。 


〇シフトロック装置 

誤操作防止のため、シフト□ック装置が 

付いています。 

▼シフト□ック解除方法 

シフトロックを解除する場合は、エンジ 
ンスイッチを “ ON ” または “ ACC ” の 
位置にし、ブレーキペダルを踏むとセレ 
クトレバーの操作かできます。 



fe アドバイス 


•セレクトレバーはブ レー キペダルを 
踏みながらでないと、 （B レンジからほ 
かのレンジへは動きません。 

•エンジンスイッチが “LOCK” の位置 
では、ブレーキペダルを踏んでもセ 
レクトレバーは0レンジからほかの 
レンジへは動きません。 

•先にセレクトレバーボタンを押した 
状態で、ブレーキペダルを踏むと、 
セレクトレバーが動かない場合があ 
ります。一度ボタンから手を離し、ブ 
レーキペダルを先に踏んでから操作 
してください。 


各シフト位置での上限速度 
A 注意 _ 

• エンジンの回転があがりすぎないよう 
に、上限速度を守って走行してくださ 
い。エンジンが損傷するおそれがあり 
ます。 

•特にシフトダウンを行うときは、上 
限速度を超えることのないように十分 

_速度を落としてください。_ 

各シフト位置での上限速度は下表を参考 
にして < ださい。 


(km/h) 





D 

シフト位置 

L 

2 

0/D 

0/D 




OFF 

ON 

4A/T 

40 

70 

110 

— 
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車を運転するにあたって ( TJ 1 

オートマチック車の運転@ 


レクト レバーの 操作 


インパネセンターシフト式 
4速オートマチック 
トランスミッション 

セレクトレバー部には、セレクトレバ 
—を動かすときに使用するセレクトレバ 
-ボタンが装着されています。 

セレクトレパー 



▼操作をする前に 

A 警告 _ 

• E レンジから■レンジへセレクトレ 
バーを動かすときは、突然車が動き出 
し思わぬ事故につながるおそれがあり 
ますので、ブレーキペダルを踏みな 
がら、セレクトレバーボタンを押し 
て動かしてください。 


〇各位置のはたらき 


回レンジ 

駐車するとき、エンジンを始動す 
るとき、およびキーを抜くときの 
位置 

@レンジ 

車を後退させるときの位置 
(車が完全に止まってから入れ 
てください） 

囲レンジ 

-時停止などで動力を伝えない 
位置 

回レンジ 

通常の走行をする位置[前進] 

(1 速から4速 111 まで自動的に変速 
されます） 

©レンジ 

下り坂走行するときの位置[前進] 
(エンジンブレーキが必要なとき 
の位置） 

E レンジ 

急な下り坂走行するときの位置[前進] 
(強い エンジンブレーキが 必要なと 
きの位置） 


* 才ーバードライブが OFF のときは3速 
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( TT 車を運転するにあたって 

d ■—！^マチック車の運転 


〇セレクトレバーの動かしかた 



n ブレーキペダルを踏みながら 
&セレクトレバーポタンを押し 
V て動かします。 

An セレクトレバーポタンを押し 
¥ V て動かします。 

♦♦そ のまま動かします。 


A 警告 _ 

•岭の操作は誤作動を防ぐため、セレク 
トレバーボタンを押さずに動かして 
ください。常にセレクトレバーボ 
タンを押して操作していると、 0- 
m - e レンジに思いがけず入ることが 
あり、その場合、思わぬ事故につなが 
るおそれがあります。 

• 車が完全に止まらないうちに ( E レンジ 
に入れないでください。また、走行中 
に ( E 1 レンジ、前進走行中にレンジ、 
および後退走行中に回 ■®. E レンジ 
に入れないでください。トランスミツ 
シヨンに重大な損害をあたえると共 
に、車がコントロールを失い思わぬ事 
故につながるおそれがあります。 
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車を運転するにあたって ( TJ 1 

オートマチック車の運転@ 


〇オーバードライブスイッチ 
通常走行時はスイッチを押して “ ON ” の 
状態にしておいて < ださい。4速オート 
マチックトランス5ッシヨンとしてはた 
らき、燃費性能と静肅性を高めます。 
オーバードライプフイッチをも〇_度 
押して “ OFF ” の状態にすると3速オー 
トマチックトランス5ッシヨンとしては 
たらきます。この場合は、メーター内の 
0 /D OFF 表示灯が点灯します。 

4速才ートマチックトランスミッシヨン 
に戻すときは、ヌイツチを “ ON ” の状態 
にして < ださい。 




] 

ON 

4速オートマチック 


コ 

OFF 

3速オートマチック 



fe アドバイス _ 

•長い坂道を走行するときは、オーバー 
ドライブスイッチを押して “ OFF ” の 
状態にしてください。 

下り坂ではエンジン ブレーキの 効き 
が良くなり、上り坂では変速回数の少 
ないなめらかな走行ができます。 
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( TT 車を運転するにあたって 

d ■—！^マチック車の運転 


運転のしかた 


エンジン始動前 

▼ 操作を行〇前に 

アクセルペダルおよびブレーキペダル 
の位置を右足で確認します。 



A 注意 _ 

• 踏み誤りを防ぐため、ブレーキぺダ 
ルは右足で踏む習慣を身に付けてくだ 
さい。左足でのブレーキ操作は思わぬ 
事故につながるおそれがあります。 


エンジン始動時 

▼ 操作手順 

/. 駐車ブレーキがかかっていることを 
確認します。 

2 . セレクトレバーが©レンジにあるこ 
とを確認します。 

3 . ブレーキペダルをしっかり踏みます。 

4 . アクセルペダルを踏まずにエンジン 
スイツチを “ START ” の位置にしま 
す。 



A 注意 _ 

•アクセルペダルを踏みながら エン ジ 
ンを始動する必要がある場合は、必ず 
( E レンジになっていることを確認して 
ください。 
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車を運転するにあたって rji 

オートマチック車の運転@ 


発進時 

▼ 操作を行〇前に 

A 警告 _ 

• [ E レンジから■レンジへセレクトレ 
バーを動かすときは、突然車が動き出 
し思わぬ事故につながるおそれがあり 
ますので、ブレーキペダルを踏みな 
がら、セレクトレバーボタンを押し 
て動かしてください。 

• アクセルペダルを踏んだままセレク 
トレバーの操作をしないでくださ 
い。急発進して思わぬ事故の原因にな 

_ります。_ 

▼ 操作手順 

/. ブレーキペダルを右足で踏んだまま 
セレクトレバーを前進であれば〇し 
ンジに、状況に応じて0、[□レンジ 
に、また後退のときは ( H ) レンジに入 
れます。 

2 . 駐車ブレーキを戻したあと、徐々に 
ブレーキペダルか5足を離し、アク 
セルペダルをゆっくりと踏み込み発 
進します。 


A 注意 _ 

• セレクトレバーがどの位置にあるか 
をセレクトレバー部またはメーター 
内のインジケーターで確認してくださ 
い。 

•セレクトレバーが®、0レンジ以外 
の位置にあると、アクセルペダルを 
踏まなくても動こうとする特性を持っ 
ています。（クリープ現象） 

•始動直後およびエアコン使用時は、自 
動的にエンジン回転が高くなリ（アイ 
ドルアップ）、動こうとする力が強 
くなります。発進時にセレクトレバ 
一操作をするときはしっかりとブレー 
キを踏んでください。 

• マニュアル車は発進のスピードを半ク 
ラッチ操作とアクセル操作を併用して 
調整しますが、オートマチック車では 
アクセル操作のみで行いますので、ア 
クセル操作は特に慎重に行ってくださ 
い。 

• 切り返しなどで 回 レンジから 囘 レン 
ジ、 （1 レンジから (0 レンジと何度もセ 
レクトレバー操作をするときは、そ 
のつどブレーキペダルをしっかり踏 
み、完全に車を止めてから行ってくだ 
さい。 

トランスミッションに負担がかかり故 
障の原因となります。また必ずシフト 
位置も確認してください。 

• 急発進を防ぐために E レンジから 囘 レ 
ンジ、_レンジから■レンジ、 （ H 1 レン 
ジから囘レンジにセレクトレバー操 
作をするときもブレーキをしっかり踏 
んでから行ってください。 

•坂道発進時などアクセルペダルとブ 
レーキペダルを同時に踏んで発進し 
ないでください。故障の原因となりま 
す0 
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rj \ 車を運転するにあたって 

d マチック車の運転 


fe アドバイス _ 

•セレクト レバー を囘レンジに入れる 
と警告ブザーが鳴り、運転者にセレク 
トレバーが囘レンジにあることを知 
らせます。警告ブザーは車外の人には 
聞こえませんので注意してください。 


▼坂道発進をする場合 

/. 駐車ブレーキがしっかりかかってい 
ることを確認しながら、セレクトし 
バーを〇レンジに入れます。 

2 . 右足でアクセルペダルをゆっ<り踏 
み、車が動き出す感触を確認してか 
5、駐車ブレーキを解除し、発進し 
ます。 


走行時 

▼ 操作手順 

/. 通常は d ) レンジで走行します。 

2 . 強い加速が必要な場合は、アクセル 
ペダルを踏み込むとギヤは自動的に 
低速ギヤに切り替わります。（キッ 
クダウン） 

3 . 長い下り坂や急な下り坂など、強い 
エンジンブレーキを必要とする場合 
は、路面状態やスピードに応じて回 
または G レンジに切り替えます。 

A 警告 _ 

•坂道などでは、セレクトレバーを 
0、 囡 または[□レンジに入れたまま惰 
性で後退したり、 回 レンジに入れたま 
ま惰性で前進することは絶対にやめて 
ください。 

エンストを起こし、ブレーキの効きが 
悪くなったり、ハンドルが重くなるな 
ど、思わぬ事故や故障の原因となるお 
それがあります。 
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車を運転するにあたって rji 

オートマチック車の運転@ 


A 注意 _ 

• 走行中は ( M ) レンジに入れないでくださ 
い。エンジン ブレーキが 全く効かな 
くなり、思わぬ事故の原因になりま 
す。 

• 走行中に ( B レンジ、また前進走行中に 
■レンジに入れないでください。トラ 
ンスミッションに重大な損傷をあたえ 
る原因となります。 

• 上り坂などでスピードを保つために、 
アクセルペダルを踏み込んでいく 
と、意に反してキックダウンし、急 
にエンジン回転数が高くなることがあ 
りますので、急激なアクセルペダル 
の操作はしないでください。 

• 滑りやすい路面や力ーブ走行中では、 
急激なアクセルペダルの操作はやめ 
てください。キックダウンによリ回 
転が高くなり急加速をするため、スリ 
ップをしたり、 カーブを 曲がりきれず 
に思わぬ事故につながるおそれがあり 
ます。 

• 各レンジでの速度は、必ず上限速度を 
守ってください。 

(各シフト位置での上限速度 
—134ぺージ ) 

• 長い下り坂や急な下り坂を■レンジの 
まま走行するとスピードが出すぎてし 
まうことがあります。 

このようなときに、フットブレーキ 
を使いすぎるとブレーキの効きが悪く 
なるおそれがあります。 

シフトダウンしてエンジンブレーキ 
を併用してください。また、より強い 
エンジンブレーキが必要な場合は、 
E レンジに入れてください。 


A 注意 _ 

•ブレーキペダルに足をのせたまま走 
行しないでください。ブレーキ部品が 
早く摩耗したり、ブレーキが過熱し、 
効きが悪くなるおそれがあリます。 


fe アドバイス _ 

• 渋滞や狭い場所での移動は、クリープ 
現象を利用し、アクセルペダルを踏 
まずに、ブレーキ操作のみで速度を調 
整するとスムーズに行えます。 

• 上り坂でスピードを保つためにアクセ 
ルペダルを踏み込んでいくと、意に 
反してキックダウンし、急にエンジ 
ン回転が上がることがあります。 
このようなときは、あらかじめ ( D レン 
ジにしておくと、エンジン回転数の変 
化が少なく、なめらかな走行ができま 
す0 
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( TT 車を運転するにあたって 

d ■—！'マチック車の運転 


一時停止時 


後退時 


▼ 操作手順 

/. セレクトレバーは走行位置のままで 
ブレーキペダルをしっかりと踏み続 
けます。 

2 . 停車が長び<ときは、ブレーキぺダ 
ルを踏んだままで駐車プレーキをか 
け、セレクトレバーを ( S レンジに入 
れます。 

5発進するときは、セレクトレバーの 
位置を確認したあと、アクセルぺダ 
ルをゆっくりと踏み込みます。 

A 注意 _ 

• 上り坂での停車はクリープ現象で前へ 
進もうとする力よりも車が後退しよう 
とする力の方が大きくなり、車が後退 
することがあります。ブレーキぺダ 
ルを踏み、駐車ブレーキをかけてくだ 
さい。 

•平坦路であっても、停車が長びくとき 
は、必ず駐車ブレーキをかけてくださ 
い。 

• エアコン作動中は自動的にエンジン回 
転が高くなり、急にクリープ現象が強 
くなりますので、特にしっかりとブレ 
ーキペダルを踏んでください。 


▼ 操作方法 

車が完全に止まってからも、ブレーキぺ 

ダルをしっかりと踏み続け、セレクトレ 

バーを回レンジに入れます。 

A 注意 _ 

• 後退するときは体をひねった姿勢とな 
るため、ペダルの操作がしにくくなリ 
ます。ブレーキ操作が確実にできるよ 
う注意してください。 

• 少し後退したあとなどは■レンジに入 
れたことを忘れてしまうことがありま 
す。後退したあとはすぐ_レンジに戻 
すよう習慣付けましょう。 

• 切リ返しなどで 回 レンジから 圆 レン 
ジ、■レンジから■レンジと何度もセ 
レクトレバー操作をするときは、そ 
のつどブレーキペダルをしっかり踏 
み、完全に車を止めてから行ってくだ 
さい。また、シフト位置も忘れずに確 
認してください。 


fe アドバイス _ 

•セレクトレバーを ■ レンジに入れる 
と警告ブザーが鳴り、運転者にセレク 
トレバーが囘レンジにあることを知 
らせます。警告ブザーは車外の人には 
聞こえませんのでご注意ください。 
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車を運転するにあたって rji 

オートマチック車の運転@ 


駐車時 

▼ 操作手順 

/. 車を完全に止めます。 

2 . ブレーキペダルを踏んだままで駐車 
ブレーキをかけ、セレクトレバーを 
( B レンジに入れます。 

3 . エンジンフイツチを “ LOCK ” の位 
置まで回してキーを抜きます。 

A 注意 _ 

• 必ず駐車ブレーキをかけてください。 

• エンジンをかけたままで車から離れな 
いでください。 

* 車から離れるときはエンジンスイッ 
チを “ LOCK ” の位置にしてキーを抜 
いてください。バッテリーあがりの原 
因となります。 

*[ E レンジでは車輪が固定されます。駐 
車するときは必ず0レンジにあること 
を確認してください。 

• 車が完全に止まらないうちに ( B レンジ 
に入れないでください。トランスミッ 
シヨンに負担がかかリ故障の原因とな 
ります。 

•キーインターロック装置により、セ 
レクトレバーが0レンジ以外のとき 
は、エンジンスイッチを “ LOCK ” の 
位置まで回すことができません。 

(キーインターロック—127ページ) 
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装備品の使いかた 

車の装備品の使いかたについて説明しています。 


■ 空調 

リヤヒータ-146 

オートエアコン-147 

■ オーディオ ■ 

アンテナ-155 

■ 室内装備品 

室内照明-156 

シガー ライタ-158 

カーゴ ソケット-158 

灰皿-159 

サンバイザ-159 

グロープボックス-161 

リヤ シー トアン ダー 

ボックス-162 

カップホルダ-162 

アシストグリップ-163 

乗降用グリップ-164 
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H 置應魅 

空調 



リやヒータースイッチは運転席インス 
トルメントパネル右側にあります。 
エンジンスイッチが “ ON ” の位置のと 
き、リやヒーターヌイッチを押すと、 
作動表示灯が点灯し、フアンが作動しま 
す。 



レバーの 位置 


後席足元のコント□—ルレバーで吹き出 
し温度を調整します。 
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室内の冷暖房、除湿、曇り取りなどを行〇ことができます。 

コント□—ルパネルの操作により、吹き出し□から冷風、または温風が吹き出します。 


▼吹き出し□の位置 



オー トエアコンコント ロール バネル 


②フロントデフ□スター- 
スイッチ 


⑤内外気切り替え 
スイッチ 


⑧風量調整（フアン) 
スイッチ 

⑧ OFF スイッチ 


表示部 


i 1 


1 

い 

S7 

cS? 

—1— 

A/C M 

—1 - 

DE I 



① MODE スイッチ 

(吹き出し口切り替え用） 


⑦ エアコンスイッチ 

③ 温度調整ダイヤル 

④ AUTO スイッチ 

⑧ 風量調整（フアン） 
スイッチ 
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〇各ダイヤル/スイツチの使いかた 
① MODE (吹き出し□切り替え用） 

スイツチ 

吹き出し□を選択します。 

選択されだ吹き出し□が表示部に表示さ 
れます。 

選択されだ表示の方へ風が出てきます。 

風量は吹き出し□によって異なります。 


MODE 


表示 

峰* 



4 ^/ 

吹き出し口 


© 

© 

(®) 

(S 

© 


() は特に風量の少ないものを示します。 

▼ 操作方法 

スイッチを押すごとに、吹き出し□が 
「；/ 一 、V — v ；— •;•」の順に切り替わりま 
す。 


② フロントデフ□スタースイツチ 
ガラスの曇りを取ります。 


▼ 操作方法 

スイッチを押すと作動し、もラー度押す 

と元の状態に戻ります。 

•フアンか停止中のとき、スイッチを押 
すと、フアンが自動的に作動し、内外 
気切り替えが外気導入になります。 

• エアコンが自動的に “ ON ” になります。 

• “ ON ” のときは表示部に“秘”が表 
示されます。 

A 警告 _ 

• 湿度が高いときにエアコンを作動させ 
ている場合は、フロントデフロスタ 
-スイッチを押さないでください。 
外気とウインドゥの温度差でウインド 
ゥ外側表面が曇り、視界をさまたげる 
場合があります。 
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装備品の使邋 a 


③温度調整ダイやル 
室内の温度を調整します。 

設定温度が表示部に表示されます。 



▼ 操作方法 

ダイヤルを左右に回して調整します。 

アドバイス _ 

• 設定温度を 18° C 〜 32°C の間で調整す 
ることができます。最大冷房にすると 
“L 0” 、最大暖房にすると“ HI ” の表 
示になります。 


④ AUTO フイツチ 

スイッチを押すと、吹き出し□の位置と 
風量が自動的に調整され、エアコンが 
“ON” になります。 



▼ 操作方法 

スイッチを押すと “ ON ” になります。 

“ ON ” のときは表示部に “ AUTO ” . 

“ A / C ” が表示されます。 

fe アドバイス _ 

* AUTO スイッチが “ON ” のときは、下 
記のようになります。 

•吹き出し口、または風量を手動で調整 
すると、表示部の “ AUTO” が表示さ 
れなくなりますが、調整した機能以外 
は自動調整のままとなります。すべて 
の機能を自動調整に戻すときは、再度 
AUTO スイッチを押してください。 

•吹き出し口がまたは*パで、冬場な 
どの寒いときには、温風の準備が出来 
るまで、中央、左右、足元吹き出し口 
から風は出ません。 

•吹き出し口が；/•または*;Vで、夏場な 
どの暑いときには、冷風の準備ができ 
るまで、数秒間ファンが“弱”で作動 
します。 
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⑤内外気切り替えヌイッチ 

内気楯環、外気導入の切り替えを行いま 

す。 


• 内気循環 

外気をしや断している状態です。トン 
ネルや渋滞など外気が汚れているとき 
や早 < 冷暖房しだいとき、外気温度が 
高いときの冷房効果を高めたいときに 
お使い < ださい。 

• 外氦導入 

外気を導入している状態です。通常は 
この位置でお使い < ださい。 


⑥風量調整（フアン）スイッチ 
吹き出し□からの風の強さを調整します。 
風量が表示部に表示されます。 


▼ 調整方法 

スイツチを押して調整します。 

• 風量を強 < するには八側のスイツチ、 
弱くするには V 側のスイツチを押しま 
す。 

• フアンを停止させたいときは、 OFF ス 
イッチを押します。 




▼ 操作方法 

スイッチを押して内気循環、外気導入を 

切り替えます。 

• 内気循環のとき表示部にが表 
爪されます。 

• 外気導入のとき表示部にが表 
示されます。 

A 注意 _ 

• “内気循環”を長時間使用しないでく 

ださい。ガラスが曇りやすくなりま 
す。通常は、“外気導入”を使用して 
ください。 

•渋滞に巻き込まれたときや、トンネル 
内は、“内気循環”にして付近の排気 
ガスが室内に入るのを防いでくださ 
い。 

•設定温度や室内温度などにより、自動 
的に“内気循環”または“外気導入” 
へ切り替わることがあります。 
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装備品の使いかた g 


⑦エアコンフイツチ ⑧ OFF ヌイツチ 

冷房、除湿機能の作動と停止を行います。空調機能の停止を行います。 


A/C 



▼ 操作方法 ▼ 操作方法 

フアンが作動中のとき、スイッチを一度 スイッチを押します。 
押すと “ ON ” になり、表示部に “ A / C ” 

が表示されます。 

もう一度押すと “ OFF ” になります。 

fe アドバイス _ 

• 停車時の冷房効果を向上させるため 
に、エンジンアイドリング回転を少 
し高くするアイドルアップ装置が付 
いています。アイドルアップ装置作 
動中の発進、停止時の運転操作に注意 
してください。 

特に、冷房中に一時停止する場合はブ 
レーキペダルをしっかリ踏んでくだ 
さい。 

(オートマチック車の運転—133ぺージ） 

• 外気温が 0° C 近くまで下がると、 エア 
コンの除湿機能が作動しない場合があ 
ります。 
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風向きの調整 オートエアコンの使いかた 


左右および中央の吹き出し□からの風向 
きの調整を行うことができます。 

をアドバイス _ 

•冷房時、まれに吹き出し口から霧が吹 
き出したように見えることがあります 
が、これは湿った空気が急に冷やされ 
たときに発生するものであり異常では 
ありません。 


▼ 操作方法 

ツマミを動かして調整します。 


ユ墨]‘‘ 

—SB fe 城 


代表的な使用例におけるダイやル、ヌイ 
ツチのセット位置を説明します。 

〇通常の使いかた 

室内温度を一定に保ちたいときに使用し 
ます。 



③ お好みの位置⑦操作不要 

④ ON ⑧操作不要 
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装備品の使邋 a 


fe アドバイス _ 

•④のスイッチを “ON” にすることによ 
り、状況に応じて①のスイッチが最適 
な状態に自動的に選択されます。 

急速に冷房したいときは 
•①のスイッチを;/•に、③のダイヤルを 
低温側に、⑤のスイッチを“内気循 
環”に、⑦のスイッチを “ON” にして 
ください。ただし“内気循環”で長時 
間使用すると車内の空気が汚れます。 
換気のためときどき“外気導入”にし 
てください。冷えてきたら④のスイッ 
チを “ON” にして、③のダイヤルを高 
温側に回しお好みの温度に調整してく 
ださい。 

急速に暖房したいときは 
•①のスイッチを*パに、③のダイヤルを 
高温側に、⑤のスイッチを“内気循 
環”にしてください。ただし“内気循 
環”で長時間使用すると、ガラスが曇 
リやすくなりますので一時的にご使用 
ください。暖かくなってきたら④のス 
イッチを “ON” にして、③のダイヤル 
を低温側に回しお好みの温度に調整し 
てください。 


〇ガラスの曇りを取るとき 

寒冷時や、雨のときなどガラヌが曇った 

ときに使用します。 


1 11 

- w 1 

— 

总 1 

— 1— 

A/C 

— 1」 

MODE - j - 


⑤ も ._ド 1=^ — -⑦ 



① 操作不要 ⑤操作不要（外気導入） 

② ON ⑧お好みの位置 

③ お好みの位置⑦操作不要 

④ OFF ⑧操作不要 

A 注意 _ 

• ③のダイヤルを最低温にしないでくだ 
さい。冷風がガラスに当たるとガラス 
の外側が曇ることがあります。 


アドバイス _ 

• 外気温が o°c 近くまで下がると、エア 
コンの除湿機能が作動しない場合があ 
ります。 

外気が汚れているときは 
• 一時的に内気循環にしてください。 

より早くガラスの曇 y を取る場合 
■ガラスの曇りを取る操作と併せて、下 
記の操作を行います。 

• ⑥のスイツチを操作して、風量を増す 
•③のダイヤルを操作して、設定温度を 
上げる 
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〇換気するとき 

導入された外気が中央および左右の吹き 
出し□から吹き出します。 


② 

⑤ 



⑦ 



③ お好みの位置 ⑦ OFF 

④ OFF ⑧操作不要 


温度調節センサー 

才ートエアコンには、自動的に温度調節 
を行うために、日射センサーと内氦セン 
サーが取り付けられています。 

fe アドバイス _ 

• 日射センサーの上に物を置いたり、内 
気センサーをシールなどでふさぐなど 
すると、センサーが正常に作動しなく 
なることがあります。 


〇日射センサー 
日射量を検知します。 

インヌトルメントパネル上部に取り付け 
られています。 



〇内気センサー 
室内温度を検知します。 

インヌトルメントパネル中央部に取り付 
けられています。 
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装備品の使いかた 

オーデイオ 



オーディオ 


アンテナ 


アンテナは、伸縮ができます。 

▼使用方法 

使用するときは、アンテナの先を持って 
いっぱいに引き出します。収納するとき 
は、アンテナの根元を持って少しずつ収 
納して < ださい。 



A 注意 _ 

•走行中に引き出し、収納などの操作を 
しないでください。運転のさまたげに 
なるほか車外の物に当たったり、急プ 
レーキをかけたときけがをするおそれ 
があリ危険です。 


fe アドバイス _ 

• 自動洗車機にかけるときや、屋根の低 
い ガレージに 入れるとき、また ボデー 
カバーを使用する場合は、アンテナを 
収納してください。 
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B 1 装備品の使いかた 

s 室内装備品 


室内装備品 



ヌイツチの位置によって、点灯、消灯の 
切り替えができます。 

▼ヌイツチが “ ON ” のとき 

ドアの開閉に関係な<点灯します。 

▼ヌイツチが “ OFF ” のとき 

ドアの開閉に関係な < 消灯します。 


〇センター 

オプション/グレード別装備 
後席天井中央部にあります。 



ON 

OFF 

DOOR 


▼ヌイツチが “ DOOR ” のとき 

ドア連動機能により、点灯•消灯します。 

(ドア連動機能—157ページ） 

〇フロント 


OFF DOOR ON 



〇大型カーゴルームランプ 
(蛍光灯） 

オプション/グレード別装備 
後席天井中央部にあります。 
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装備品の使いかた m 

室内装備品^ 


ドア連動機能 

ルームランプのヌイツチが “ DOOR ” の 
とき、ドア連動機能により、点灯•消灯 
します。 


〇タイマー機能$ 

▼ ドアの開閉 


ドア 

エンジンスイッチ 

室内照明 

全閉 


消灯 

いずれか開 


点灯 

いずれか開 

ON 

点灯 

1 

すぐに消灯 

全閉 

ON 以外 

点灯 

i 

約15秒後消灯 


▼ ドアの施錠 • 解錠 

エンジンスイツチが “ LOCK ” の位置で、 
すべてのドアが閉まっているとき、下記 
の作動になります。 


運転席 

ドアロック 

室内照明 

解錠 

点灯 

施錠 

減光し、その後消灯 

施錠 

消灯 

解錠 

約15秒間点灯 


▼エンジンスイツチの操作 

すべてのドアが閉まっているとき、下記 

の作動になります。 


エンジンスイッチ 

室内照明 

ACC 

点灯 

i 

ON 

すぐに消灯 

ON / ACC * 

消灯 

1 

LOCK にしてキーを抜く 

約15秒間点灯 


* ON から ACC にしたときの経過時間により、 
点灯しないことがあります。 


〇バッテリーあがり防止機能 
バッテリーあがり防止のため、自動的に 
室内照明を消灯する機能です。 

•エンジンスイツチが “ LOCK ” または 
“ ACC ” の位置で、ドアを開けたまま 
約10分か経過すると、自動的に消灯 
します。 

•再度、点灯させるには、すべてのドア 
を閉めるか、エンジンスイツチを 
“ ON ” の位置にして<ださい。 


実際には、い<つかの条件が同時に成立する 
ことにより、表中の作動と異なることかあり 
ます。 
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B 1 装備品の使いかた 

s 室内装備品 


シガー ライ ター 


エンジンフイツチが “ ACC ” または 
“ ON ” の位置のとき使用できます。 
▼使用方法 

押し込んで手を離し、自動的に戻るまで 
待ちます。 



/ 


A 注意 _ 

• 手で押し込んだままにしないでくださ 
い。過熱して非常に危険です。 

•シガーライターの金属部分を触らな 
いでください。やけどをするおそれが 
あります。 

• 30秒以上たっても自動的に戻らないと 
きは、故障が考えられます。手で引き 
出したあと、スバル販売店で点検を受 
けてください。 

•故障の原因となりますので、下記のこ 
とをお守りください。シガーライタ 
一を使用したとき、赤熱したシガー 
ライターが飛び出したり、押し込んだ 
まま戻らなくなることがあります。 

•他車のシガーライターを差し込まな 
いでください。 

• スバル指定部品以外の電気製品の電源 
として使用しないでください。 


ーゴ ソケッ 


オプション/グレード別装備 
電氦製品の電源用ソケットとして利用す 
ることができます。 

▼ 使用方法 

カバーを外し、電気製品の電源プラグを 
差し込んで使用します。 



A 注意 _ 

•電気容量は、 DC 12 V で最大電流 5 A 
(最大消費電力 60 W ) です。 この 容量 
以上の電化製品を使用しないでくださ 
い。最大電気容量を超える電化製品を 
使用すると、ヒューズが切れるおそれ 
があります。 

• エンジンを停止した状態で使用しない 
でください。バッテリーあがりのおそ 
れがあります。また、エンジンがかか 
っていても、アイドリング状態で長時 
間使用すると、バッテリーがあがるこ 
とがあります。 

•カーゴソケットを使用しないとき 
は、カバーを閉めておいてください。 
異物がソケットに入ったり、飲料水な 
どがかかったりすると、故障したり、 
シヨー トするおそれがあります。 
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装備品の使いかた 

室内装備品 



灰皿 


▼使用するときは 

手前に引き出し使用します。 


▼清掃するときは 

遮熱板を押し下げながら引き抜きます。 



A 注意 _ 

•タバコ、マッチなどは確実に火を消し 
てから入れてください。また、紙くず 
などの燃えやすい物を入れないでくだ 
さい。出火するおそれがあります。 
•灰皿を使ったあとは、必ず閉めてくだ 
さい。 

•吸いがらは、ためすぎないように注意 
してください。 


サンバイザー 


直射日光などでまぶしいときに使用しま 
す。側面に移動させて使用することもで 
きます。 

▼使用するときは 

II 中の矢印の方向に動かします。 



fe アドバイス _ 

•サンバイザーと天井の間に物を挟ま 
ないでください。発進時などに物が落 
ちるおそれがあり危険です。 
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〇装備品の使いかた 


^室内装備品 


チケットホルダー 

カードホルダー 


チケツト類を収納することができます。 



fe アドバイス _ 

•チケットホルダーにチケット類以外 
の物を入れないでください。発進時な 
どに物が落ちるおそれがあり、危険で 
す0 


力ード類を収納することができます。 

fe アドバイス _ 

•カードホルダーにカード類以外の物 
を入れないでください。発進時などに 
物が落ちるおそれがあり、危険です。 
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装備品の使いかた m 

室内装備品^ 


バニテイーミラー 

鏡として使用できます。 

A 注意 _ 

■走行中は使用しないでください。思わ 
ぬ事故につながるおそれがあります。 


▼使用方法 

カバーを矢印の方向に開けます。 



A 注意 _ 

• カバーを開けたままサンバイザーを 
側面に移動させると、カバーが損傷す 
るおそれがありますので、サンバイ 
ザーを側面に移動させるときは、カバ 
一を閉めてください。 


グローブボックス 


物入れとして利用できます。 

▼ 開閉方法 

• レバーを 引いて開けます。 

• 閉めるときはそのまま閉めます。 



A 注意 _ 

•走行中はグローブボックスを必ず閉 
めておいてください。急ブレーキなど 
の激しい運転の際に開いたフタに体が 
当たるなど思わぬけがをするおそれが 
あります。 
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B 1 装備品の使いかた 

s 室内装備品 


リヤシートアンダー 
ボックス 


オプション/グレード別装備 
後席左側シートの下にあります。 

小物入れとして利用できます。 

▼使用方法 

サイドカバーのつまみ部をつまみながら 
矢印の方向へ動かします。 

(サイドカバーの外しかた— 
168 ページ) 



A 注意 _ 

•走行中に引き出し、戻し操作をしない 
でください。思わぬ事故につながるお 
それがあります。 

• 走行時はボックスを一番奥まで確実に 
戻してください。 


ップホルダー 


缶ジュースやカップなどを置<のに便利 

です。 

A 注意 _ 

* 使用しないときは、カップホルダー 
を必ず収納してください。急ブレーキ 
などの激しい運転の際に、カップホ 
ルダーに体が当たるなど、思わぬけが 
をするおそれがあります。 

• やけどを防ぐために温かい飲み物には 
フタをしてください。 

•カップホルダーには、カップや飲料 
缶以外の物を置かないでください。急 
ブレーキをかけたときや、衝突したと 
きなどに置いていた物が飛び出し、け 
がをするおそれがあります。 

また、下記のような異物が入ると、力 
ップホルダーの開閉機構が損傷する 
おそれがあります。 

•爪楊枝.ヘアピン等の小さいもの、細 
かいもの 
• タバコの灰 
• 芳香剤の液体 

• ジュースをこぼしたときは、ただちに 
ふき取ってください。カップホルダ 
一開閉機構が損傷するおそれがありま 
す。 


fe アドバイス _ 

• カップ ホルダーに缶ジュース などを 
置いているとき、振動などで中身がこ 
ぼれるおそれがあります。注意してく 
ださい。 
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装備品の使いかた 

室内装備品 



前席用 


▼使用方法 

•使用するときは、矢印の方向にトレイ 
を引き出します。 

•収納するときは、そのままトレイを押 
し込みます。 



後席用 

アームレフトに装着されています。 

(アームレスト— 43ぺージ) 


アシス 


走行中、車体がゆれたときなどにご使用 
<ださい。 



fe アドバイス _ 

•特に重たい物や、大きな物をアシスト 
グリップにかけないでください。アシ 
ストグリップが折れたり、走行中に 
外れたりするおそれがあります。 



fe アドバイス _ 

• カップホルダーに飲み物を入れてい 
るとき、シートのリクライニング調整 
やスライド調整を行うと、アームレ 
ストも同時に動きますので、飲み物が 
こぼれるおそれがあります。 
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B 1 装備品の使いかた 

s 室内装備品 


乗降用グリップ 


車両に乗り降りするときなどにご使用< 
ださい。 



fe アドバイス _ 

•特に重たい物や、大きな物を乗降用グ 
リップにかけないでください。乗降用 
グリップが折れたり、走行中に外れた 
りするおそれがあります。 


164 


SB21N- 0000052-, S331l^ 0000051 〜 









MEMO 


53210000052 S 331 IU 0000051- 


165 


MEMO 
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いざとい 5 ときに 

車載工具の使いかたや、車を運転するラえて 
いさというときの処置の方法について 
説明しています。 


■ 工具類 

格納場所-168 

ジヤツキの使いかた-170 


■ いざとい〇ときの処置 


故障したとき-173 

けん弓 I されるとき-174 

パンクしたとき-177 

応急用スペアタイヤ-177 

タイヤ交換-180 

バッテリーあがりの処置-184 

才ーバーヒートの処置-186 

ヒユープの 交換-187 

電球(パルプ)交換 -190 

キーを閉じ込めたとぎ-196 

事故が起きたとき-197 
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S いざとい 5 とき t ; 

工具類 


格納場所 


A 注意 _ 

•スペアタイヤ、ジャッキ、工具は所 
定の位置にしっかり固定してくださ 
い。室内などに放置すると、急ブレー 
キ時などに工具が体に当たるなど、大 
変危険です。 


工具の位置 

リやシート下部に収納しています。 

工具袋の中にジャッキハンドル、ホイー 
ルナツトレンチ、けん引フックが入つ 
ています。 



スペアタイヤの位置 

リやゲート下部に収納しています。 



工具の取 y 出し、取り付け 

〇取り外し 

サイドカバーのつまみ部をつまみなが5 
矢印の方向へ動かします。 



〇取り付け 

7. 付属のゴムバンドをジャッキの下部 
に取り付けます。 


ゴムパンド 



2 . 工具袋をボタンのない側を手前にし 
て、ジやツキの前側に置きます。 
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いざといラときに 

工具類 



5工具袋の中にある工具をジャッキハ 
ンドル結合部側に寄せ、ゴムバンド 
をジヤツキの上部にかけます。 



タイヤ交換のときなどに使用します。 
工具袋 



ホイールナツトレンチ 


fe アドバイス 



ジャッキ八ンドル 
( A ) 一 



( B ) 


けん引フック 
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いざとい 5 ときに 

工具類 


ジャッキの使いかた 


A 警告 _ 

•ジャッキアップした車の下には絶対 
にもぐらないでください。万ージャッ 
キが外れると大変危険です。 

•ジャッキアップするときはジャッキ 
の上や下に物を挟まないでください。 

•ジャッキアップするときは、必ず、 
駐車ブレーキをかけ、セレクトレバ 
一を0レンジにして、輪止めをしてく 
ださい。車が動き出すおそれがあリ危 
険です。 

• ジャッキは砂や石ころのない安定した 
平らなかたい場所を選んでセットして 
ください。ジャッキアップしたと 
き、車が動き思わぬ事故につながるお 
それがあります。 

•車に備え付けのジャッキは、タイヤの 
交換およびタイヤチェーンの脱着以 
外には使用しないでください。 

•ジャッキアップするときは、交換す 
るタイヤと対角線上にあるタイヤの前 
後に輪止めをしてください。 

• ジャッキは、セット位置以外にかけな 
いでください。外れたり、車を損傷す 
るおそれがあります。 

•ジャッキアップするときは、人や荷 
物を車から降ろしてください。 

•ジャッキは、伸ばすほど不安定になり 
ます。タイヤが地面から 3 cm 以上離れ 
ないようにしてください。 

•ジャッキアップしているときは、エ 
ンジンをかけないでください。 


A 警告 _ 

•タイヤの 口ーテー シヨン時などに、車 
載のジャッキを用いて、両車輪同時に 
上げるようなことはしないでくださ 
い。接地しているタイヤが動き、車体 
がずれるおそれがあります。 


A 注意 _ 

•車に備え付けのジャッキは、お客様の 
お車専用です。ほかの車に使用した 
り、ほかの車のジャッキをお客様のお 
車に使用しないでください。車を損傷 
したり、思わぬ事故につながるおそれ 
があります。 
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いざといラときに 

工具類 



ジャッキをセットする位置 

ジャッキは必ずジャッキセット位置にセ 
ットして < ださい。 

▼セットする位置 

取り替えるタイヤに近いジャッキセツト 
位置にセットします。 



fe アドバイス 



〇リヤ 
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いざとい 5 ときに 

工具類 


ジャッキのかけかた 

▼ 操作手順 

/. ジやツキを芋で回して、セツト位置 
まで上げます。 



2 . ジャッキが確実にセット位置にかか 
つていることを確認し、ジャッキハ 
ンドルを使って、タイヤが地面か5 
少し離れる位置まで車を持ち上げま 
す。 



fe アドバイス _ 

• ジャッキハンドルは、ジャッキハン 
ドル （ A ) とジャッキハンドル （ B ) 
のくぼみを合わせ、ボルトで固定し、 
ホイールナットレンチの穴に差し込 
んで組み立ててください。 
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いざといラときに 

いさというときの処置 



いさというときの処置 


故障したとき 


エンスト 


スタック（立ち往生） 


安全な場所まで移動して < ださい。 

付近に人がいる場合は押してもらって< 
ださい。 

A 注意 _ 

•車を押す場合、セレクトレバーは_ 
レンジにしてください。 


fe アドバイス _ 

• 緊急を要する場合は発炎筒で合図して 
ください。 


〇踏切内の場合 

踏切内で動かな<なったり、脱輪などで 
すぐ動かせない場合は、ただちに踏切の 
非常ボタンを押して < ださい。 


脱輪や、ぬかるみでタイヤが空転して動 
かせな<なったときは、下記の方法で脱 
出します。 

▼ 脱出方法 

タイヤの下に石や木などをあてがい脱出 
します。または前進、後退を繰り返し慣 
性を利用して脱出します。 

A 注意 _ 

• 布きれなどをタイヤの下に挟んで脱出 
するときは、布きれがタイヤにからま 
ないように注意してください。 

• タイヤを高速で回転させないでくださ 
い。 バースト （破裂）したり、異常過 
熱を起こし危険です。 

• タイヤの後方に立たないでください。 
あてがった石や木が飛んでくるおそれ 
があリ危険です。 
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S いざとい 5 ときに 

いざというときの処置 


発炎筒 

発炎筒は高速道路や踏切内での故障など、 
非常事態が発生したときに使用する非常 
信号用具です。 


▼ 設置場所 

グローブボックス左下に設置されていま 
す。 



A 注意 _ 

• 非常用信号としてのみお使いくださ 
い。 

• お子さまに絶対触らせないでくださ 
い。いたずらなどにより発炎筒が発火 
し、思わぬ事故につながるおそれがあ 
v ます。 

* 発炎筒を使うとき、顔や体に向けると 
やけどの危険があるのでさけてくださ 
い。 

• ガソリンなどの可燃物のそばで使用す 
ると、火災をまねく危険がありますの 
でさけてください。 

• トンネル内では使用しないでくださ 
い。トンネル内では非常点滅灯や懐中 
電灯で合図してください。 


けん引されるとき 


故障車の移動は、ヌバル販売店、スバル 
指定サービスエ場、または専門業者に依 
頼し、車両積載車で4輪とも持ち上げて 
運搬して < ださい。 

(スバル販売店、スバル指定サービスエ 
場と JAF □—ドサービスの連絡先は、別 
冊の「スバルサービスネットワーク」 
に記載されています。） 

A 警告 _ 

• 後輪だけを持ち上げたけん引は、車両 
が不安定になるので、行わないでくだ 
さい。 

• AWD 車の場合、前輪、または後輪だけ 
を持ち上げたけん引は絶対にしないで 
ください。 

前輪、または後輪だけを持ち上げて運 
搬すると、駆動装置が損傷したり、車 
がレッカー車（台車）から飛び出すお 
それがあります。 


fe アドバイス _ 

• 使用方法は、発炎筒に記載されていま 
す。あらかじめよく読んでください。 
•発炎筒を使うときは、非常点滅灯も点 
滅させてください。 

• 発炎筒には有効期限がありますので、 
事前に確認しておいてください。 
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_ いざというときに 

いさというときの処置 


やむを得ず、□—プによるけん引をする 
ときは、下記の注意にしたがってくださ 
い。 

▼けん引を行ろ前に 

A 注意 _ 

• 他車をけん引する能力はありません。 
車体のいずれかに ロープを かけるなど 
のけん引はしないでください。 

• ロープによるけん引を行う前に、駆動 
系に故障がないことを、スバル販売 
店、スバル指定サービスエ場にご確認 
ください。 

駆動系に故障の可能性がある場合は、 
ロープによるけん引はしないでくださ 
い。 

• ロープによるけん引をするときの速度 
は 30 km / h 以下、けん引距離は 50 km 以 
内にしてください。この速度•距離を 
超えると、トランスミツシヨンに悪影 
響をおよぼし、損傷するおそれがあり 
ます。 


A 注意 _ 

•けん引される車は、下記の事項を守つ 
て慎重に運転してください。通常と同 
じ感覚で運転すると、事故につながる 
おそれがあります。 

•できるだけ人や荷物をおろし、車体を 
軽くしてください。 

•エンジンスイッチはハンドルロック 
を解除させるために “ ACC ” の位置 
にし、セレクト レバーは 圍レンジに 
してください。 

•エンジンが停止していると、いつもよ 
リハンドル操作が重くなりますので、 
できるだけエンジンを始動してくださ 
い。また、ブレーキの効きが悪くなリ 
ますので、通常より強めにブレーキ 
ペダルを踏んでください。 

•長い下り坂では、ブレーキが過熱し 
て、効かなくなるおそれがありますの 
で、けん引しないでください。 
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S いざとい 5 ときに 

いざというときの処置 


けん引の方法 

前の車の制動灯に注意して、常にけん引 
□—プをだるませないように気を付けて 
<ださい。 

また、けん引□—プには必ず白い布 
(30 cm 四方以上）を付けて<ださい。 



ロープを かける位置 

□-プは必ず車体先端のフックにかけて 
<ださい。 

▼ けん引フックの取り付けかた 
/. カバーを上側に持ち上げなが5、矢 
印の方向に取り外します。 



2 . けん引フックを矢印の方向に回しな 
が5差し込み、ホイールナットし 
ンチでしっかりと固定します。 



fe アドバイス 
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いざといラときに 

いさというときの処置 


パンクしたとき 


高速走行中にパンクやバースト（破裂） 
したときは、八ンドルをしっかり持って、 
徐々にプレーキをかけてスピードを落と 
して<ださい。急プレーキをかけると八 
ンドルを強 < 取られ危険です。 


応急用スペアタイヤ 


応急用スペアタイやは、タイやがパンク 
したときの応急用としてのみ使うタイや 
です。応急用スペアタイやは標準タイヤ 
に比べて、空氦圧が高<、直径がやや小 
さ<できています。お使いになるときは 
注意事項をお守り<ださい。 



A 注意 _ 

•応急用スペアタイヤを装着した場合 
は 80 km / h 以下で走行し、できるだけ 
早く標準タイヤに交換してください。 

• この応急用スペアタイヤは型式、車 
種によって違います。ほかのタイヤや 
ホイールと組み合せたり、ほかの型 
式、車種の車に使わないでください。 
走行に悪影響が出て、思わぬ事故につ 
ながるおそれがあります。 

•後輪がパンクしたときには、応急用ス 
ペアタイヤを後輪に使用しないでく 
ださい。後輪がパンクしたときには、 
応急用スペアタイヤを前輪に装着 
し、外した前輪タイヤを後輪に付けて 
走行してください。 
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S いざとい 5 ときに 

いざというときの処置 


A 注意 _ 

•応急用スペアタイヤにタイヤチェー 
ンを装着しないでください。タイヤ 
チェーンが車体側に当たったり、走行 
に悪影響をおよぼすおそれがありま 
す。 

雪道、凍結路で後輪がパンクした場合 
は、応急用スペアタイヤを前輪に装 
着し、外した前輪タイヤを後輪に付け 
てからタイヤチェーンを装着してく 
ださい。 

•応急用スペアタイヤを装着して突起 
物などを乗り越えるときは、標準タイ 
ヤを装着しているときと同じ感覚で運 
転しないでください。応急用スペア 
タイヤ装着時は車高が低下します。同 
じ感覚で運転するとぶつけるおそれが 
あります。 

•応急用スペアタイヤの点検は、最低 
でも月1回行ってください。 

空気圧が不足している状態で走行する 
と思わぬ事故につながるおそれがあり 
ます。（空気圧はフロントドア開口 
部に記載しています。） 


スペアタイヤの脱着 

/. リヤゲートを開けて、ホイールナ 
ツトレンチで、スペアタイヤキヤ 
リアがかたつ<まで固定ボルトをゆ 
るめます。 



2 . スペアタイヤキヤリアを少し持ち 
上げて、フックから外します。 
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いざといラときに 

いさというときの処置 


5取り付けるときは、逆の手順で行い 
ます。スペアタイヤを元に戻すとき 
は、ホイール意匠面を上部に、スべ 
アタイヤキヤリアのセンター部に 
引っかけてか5、フックに掛けて< 
ださい。 

フックに掛か5ないときは、スペア 
タイヤの後端部分を矢印の方向に少 
し持ち上げた状態で、フックに掛け 
て < ださい。 



A 注意 _ 

•スペアタイヤを収納するときは、取 
リ付け状態を十分確認してください。 
取り付けが不安定な状態になっている 
と、走行中の脱落により思わぬ事故の 
原因になります。 


fe アドバィス _ 

♦パンクしたタイヤをスペアタイヤキ 
ャリアに取り付けるときは、ホイール 
表面（意匠面）を上向きに取り付けて 
ください。 

♦パンクしたタイヤをスペアタイヤキ 
ャリアに取り付けるとき、空気が十分 
残っていると、取り付けできない場合 
があります。そのときは空気を完全に 
抜いてから取り付けてください。 

•アルミホイールをスペアタイヤキ 
ャリアに取り付けると、傷付くことが 
あります。荷室に仮置きすることをお 
すすめします。 
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S いざとい 5 ときに 

いざというときの処置 


タイヤ交換 


▼交換作業を行ろにあたって 

A 警告 _ 

•ジャッキアップした車の下にもぐら 
ないでください。万一、ジャッキが外 
れると大変危険です。 


A 注意 _ 

• この車専用以外のホイールを使用しな 
いでください。専用以外のホイールを 
使用すると、走行装置やブレーキ装置 
に支障をきたし、安全な走行ができな 
くなります。 


交換の準備 _ 

A 注意 _ 

• 車を交通のさまたげにならず安全に作 
業できる平らな場所に移動させて、作 
業を行ってください。 

•パンクなどによリ路上で作業を行うと 
きは、交通のさまたげにならない場所 
によせ、非常点滅灯を点滅させ、停止 
表示板を使用してください。 

•人は車から降り、重い荷物は車から降 
ろしてください。 


フルホイールキャップ装着車 

傷付き防止のため、先端に布などを巻い 
たホイールナツトレンチを穴の開いて 
いない部分（リブ部）に差し込み、タイ 
ヤを支点にしてフルホイールキヤップ 
を外します。 



A 注意 _ 

• キャップは手で外さないでください。 
けがをするおそれがあります。 

•ホイールキャップを外すとき力を入 
れすぎないでください。けがをした 
り、ボデーなどを傷付けるおそれがあ 
ります。 

• ホイールナットレンチは必ず穴の開 
いていない部分（リブ部）に差し込ん 
でください。ホイールキャップが割 
れるおそれがあります。 
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いざといラときに 

いさというときの処置 


交換の手順 

/. 駐車ブレーキを十分にかけ、エンジ 
ンは停止し、セレクトレバーを0レ 
ンジの位置にします。 

交換するタイヤと対角線上にある夕 
イヤの前後に輪止めを置きます。 



fe アドバイス _ 

• 輪止めは車載されていませんので、必 
要に応じて準備してください。なお、 
輪止めは、タイヤを固定できる大きさ 
_の石などで代用できます。_ 

2 . 工具、ジゃッキ、スペアタイヤを取 
り出します。 

(格納場所 — 168 ページ) 
(ジャッキの使いかた—1了0ページ) 
(応急用スペアタイや— 17 了ページ) 

3 . ジゃッキが外れた場合の危険防止の 
ため、スペアタイヤは交換するタイ 
やの近 < の車体の下に置きます。 



4 . ホイールナツトレンチでホイール 
ナツトを左に回し、手で回る<5い 
までゆるめます。 



5 . タイやと路面が少し離れるまでゆつ 
<りとジャッキアップし、車体を上 
げます。 

(ジャッキの使いかだ— 170 ページ) 



6 . 4個のホイールナットを外し、タイ 
ヤを5^します。 

タイヤを地面に置<ときは、傷が付 
かないように、ホイール意匠面を上 
向きに置いて < ださい。 
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S いざとい 5 ときに 

いざというときの処置 


了 .交換するタイヤのホイールの接触面 
の汚れをふき取ります。 



A 注意 _ 

• タイヤを取り付けるときに、ホイール 
の取り付け部やホイール裏側の取り付 
け面がほこりなどで汚れていると、走 
行中にナットがゆるみ、タイヤが外れ 
_るおそれがあり危険です。_ 

8. 交換するタイヤを取り付けます。 

9. ナツトのテーパー部がホイールのシ 
—卜部に軽くあたるまで、ナットを 
右に回して仮締めします。 



A 注意 _ 

•ナットやボルトにオイルやグリースを 
ぬらないでください。ナットがゆるん 
でタイヤが外れ、思わぬ事故につなが 
るおそれがあります。また、必要以上 
に締め付けられて、ナットやボルトが 
破損するおそれがあります。 


10 . タイヤが地面につくまで車体をおろ 
し、ホイールナツトを均等に対角線 
の順にホイールナツトレンチで2、 
3度にわたり十分締め付けます。 




A 注意 _ 

• ホイールナットレンチを足で踏んだ 
り、パイプを継ぎたしたりしないでく 
ださい。必要以上に締め付けると、ボ 
ルトが破損するおそれがあります。 
•締付力（ホイールナットレンチ先端 
にて）： 440〜 590 N {45 〜 60 kgf } 

_ •締付トルク J _103 N_m {1,050 kgf _ cm } _ 

11. 工具、ジャッキ、タイヤを所定の位 
置に確実に収納します。 
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いざといラときに 

いさというときの処置 


12 . 走行後ホイールナットのゆるみがな 
いことを点検します。 

A 注意 _ 

•パンク時に限らず、タイヤを脱着した 
ときは、しばらく走行したあと、再度 
ホイールナットにゆるみがないこと 
を確認してください。 

• タイヤは必ず指定サイズのタイヤを使 
用してください。指定サイズ以外の夕 
イヤを使用すると安全性を損ない大変 
危険です。 

•タイヤは4輪とも指定サイズで、同一 
サイズ、同ーメーカー、同一銘柄およ 
び同ートレッドパターン（溝模様） 
の物を装着してください。 

• 摩耗差の著しいタイヤは使用しないで 
ください。 

•走行中、ハンドルや車体に振動が出た 
場合は、タイヤのバランスの点検をス 
バル販売店で受けてください。 

•アルミホイール装着車は、専用品以 
外のナットは使用しないでください。 
走行中にナットがゆるみ、タイヤが外 
れるおそれがあり危険です。 


標準タイヤに戻すとき 

タイや交換の手順と同じです。 

A 注意 _ 

•傷、変形がある物は再使用しないでく 
ださ 

• タイヤの空気圧を確認してください。 
(タイヤの空気圧は運転席側ドア開口 
部に記載しています） 

• タイヤを新品に交換する場合は、必ず 
指定のサイズのタイヤに交換してくだ 
さい。 


フルホイールキャップ装着車 

フルホイールキャップを取り付けます。 
• フルホイールキヤツプ裏側のマーク 
をバルブの位置に合わせて取り付けま 
す。 
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S いざとい 5 ときに 

いざというときの処置 


リーあがリの処置 


下記のよ〇な症状が見られるとバッテリ 
_あがりが考えられます。 

• フターターが回らない。 

• フターターが 回っても回転が弱<、な 
かなかエンジンがかからない。 

• ヘッドランプがいつもより暗い。 

• ホーンの音が小さい、まだは鳴らない。 

アドバイス _ 

• バッテリーあがりを防ぐために下記の 
ことをお守りください。 

• エンジンを止めたままライトをつけた 
り、オーディオを長時間使用しない。 

• エンジン回転中でも渋滞などで長時間 
止まっている場合は、ときどきエンジ 
ンの回転を上げる。 

•バッテリー液量が減っていると充電能 
力が低下して寿命が短くなります。と 
きどき点検して液の補充をしてくださ 
い。 


▼ 処置を行5前に 

A 警告 _ 

• 火気をバッテリーに近付けないでくだ 
さい。バッテリーから発生する可燃ガ 
スにより爆発するおそれがあリ危険で 
す。 

• バッテリー液が万一皮膚や目に付いて 
しまったら、その箇所を多量の水で十 
分洗浄して、ただちに医師の診断を受 
けてください。バッテリー液には希硫 
酸が含まれており、毒性、腐食性があ 
ります。 

•処置の手順でブースターケーブルを 
バッテリーあがり車のバッテリーの㊀ 
端子に接続しないでください。火花が 
発生し、バッテリーから発生する可燃 
ガスに引火する危険があります。 

• バッテリーの液量がバッテリー側面に 
表示されている下限 （LOWER 
LEVEL) 以下になったまま使用または 
充電をしないでください。バッテリー 
の破裂（爆発）の原因となるおそれが 
あります。 
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いざといラときに 

いさというときの処置 



▼ 処置の手順 

/. バッテリーの®端子のカバーを外し、 
プー スター ケープルをIIの番号順で 
接続します。 

① バッテリーあがり車の®端子 

② 他車の®端子 

③ 他車の㊀端子 

④ 下記の個所（アースにつなぐ） 



2 . 電源側の車（他車）を始動し、少し 
エンジン回転を高めに保ちます。 

3 . バッテリーあがり車のエンジンを始 
動します。 

4 . プースターケープルを接続順序の逆 
で外します。 

A 注意 _ 

• 押しがけによる始動はできません。 
•必ず 12 V バッテリー車と接続してくだ 
さい。 

• ケーブル接続の際には、©端子をボデ 
—金属部や ㊀ 端子に接触させたり、逆 
に接続しないでください。 

• ケーブルが冷却ファンやベルトに巻き 
込まれないように、接続には十分注意 
してください。 
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S いざとい 5 ときに 

いざというときの処置 


オーバーヒー トの処置 


下記の状態が才ーバーヒートです。 

• 水温警告灯が点滅 • 点灯したとき 

•エンジンルームまたはボンネットか 
ら蒸気が立ちのぼり、エンジンの出力 
が低下したとき 

車を安全な場所に止め、下記の処置をし 

て < ださい。 

▼ 処置を行〇前に 

A 警告 _ 

• 水温が高いときは、冷却水注入口を外 
さないでください。冷却水の圧力が冷 
却水注入口にかかっているので、蒸気 
や熱湯が吹き出し、大変危険です。 

• 冷却ファンに絶対に触れないでくださ 
い。突然、ファンが回転するため、大 
変危険です。 


▼ 処置の手順 

/. エンジンルームまたはボンネットか 
5蒸気が出ていた5、エンジンを止 
めて、蒸気が出な<なるまでエンジ 
ンルームまたはボンネットを開けな 
いで<ださい。蒸気が出な<なった 
5エンジンを始動しエンジンルーム 
またはボンネットを開け、風通しを 
良 < します。 

2 . エンジンルームまたはボンネットか 
5蒸気が出ていなければ、エンジン 
をかけたままエンジンルームまたは 
ボンネットを開け、風通しを良<し 
ます。 


3 . 1 または 2 の処置を行ったあと、エ 
ンジンルームおよびボンネットをチ 
エックします。エンジンルームおよ 
びボンネット内が下記のよラな状態 
であれば、ただちにエンジンを止め 
てス/ T ル販売店にご連絡< ださい。 
•冷却フアンが回転していないとき 
• ホーヌ類などから蒸気や熱湯が漏 
れているとき 

•冷却水リザーバータンク 
の水がないとき 

•フアンベルトが切れているとき 

4 . 水温警告灯が消灯したらエンジンを 
止めます。 

5 . エンジンが十分に)令えてから)令却水 
の量、フアンベルトのゆるみ、ラジ 
エーターの コア（放熱部） の 著しい 
汚れやゴ5の付着の有無などを点検 
します。 

6 . 冷却水が不足しているときは、補給 
します。冷却水の補給は、別冊の 

「メンテナンスノート」を参照して 
<ださい。 

アドバイス _ 

•オーバーヒートを防止するため、日 
頃から冷却水の量と冷却水の漏れがな 
いかを点検するように心がけてくださ 
い。（冷却装置、冷却水の点検は別冊 
の「メンテナンスノート」参照） 
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いざといラときに 

いさというときの処置 


ーズの交換 


ランプが点灯しない場合や、電氦系統の 
装置がはだらかない場合は、ヒューブ切 
れが考えられます。点検、交換を行って 
<ださい。ヒュー： X についてはヌバル販 
売店にご相談 < ださい。 


ヒューズ ボック入 

ヒ ューブ ボックスのカバーのラベルに各 
ヒューズのアンペア数と受け持つ装置の 
名称を表 zn してしヽます。 

ヒューブは、ラベル表示にしたがって交 
換して < ださい。 


ヒューズの位置 

〇インストルメントパネル 
ヒューズボックス 

運転席右下のインストルメントバネルの 
裏に設置されています。 




〇インストルメントパネル 
ヒューズボックス 


1 11111 

\ 


1 15A || 15A || 15A | 

(D/L) DEFOG CIG 


| 20A | 

1 7.5A | | 

20A | 

(HTR-C) 

ECU IG1 

WIPER 

I 10A | 

I 10A | | 

10A | 

(HORN/HAZ) 

TURN/BACK 

ACC 

1 30A | 

I 10A | | 

7.5A | 

(HTR-W) 

E/G 

ST 


I 7.5A | | 

7.5A | 


ECU IG2 (ST2-HV) 


〇エンジンルームヒュースボックス 


園__園園お圏圏 

EFI 
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S いざとい 5 ときに 

いざというときの処置 


ヒューズの点検と交換 

/. エンジンスイッチを “ LOCK ” の位 
置にします。 

2 . カバーを 外します。 

▼インストルメント パネル ヒユーブボックス 
突起物を押さえながら矢印の方向に動か 
し、ヒューズボックスのカバーを外しま 
す 0 



▼エンジンルームヒューズボックス 

カバー横のツメを押しなか5、カバーを 
外します。 



3 . 備え付けのヒューブプラーを使用し 
て、ヒューズを挟んで外します。 
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いざといラときに 

いさというときの処置 



4 . 取り外したヒューズを点検し、切れ 
ている場合は、規定容量のヒューズ 
と交換して<ださい。ヒュープか切 
れていないときはほかに原因が考え 
5れます。スバル販売店で点検を受 
けて < ださい。 



A 注意 _ 

• 交換してもすぐに切れてしまうとき 
は、スバル販売店で点検を受けてくだ 
さい。 

• 規定容量以外のヒューズを使用しない 
でください。配線が過熱、損傷し、火 
災につながるおそれがあり危険です。 
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S いざとい 5 ときに 

いざというときの処置 


電球（バルブ）交換 


ヒューズが切れていないにも関わらず、ランプが点灯しないときは、電球切れが考えら 
れますので、電球を点検し、切れている場合は電球を交換して<ださい。 

• 電球の交換作業に不慣れな方や、部品などの破損が心配な場合は、スバル販売店にご 
相談 <ださい。 

• 電球の交換作業をするときに必要な工具は、力一用品店などでご購入することができ 
ます。 


グレードの違い、メーカーオプションも記載しています。 



ランプ 

電球（バルブ） 

W (ワット）数 

タイプ 

① 

ハイマウントストップランプ 

16 

T16 

② 

番号灯 

5 

T10 

③ 

後退灯 

16 

T16 

④ 

後面方向指示灯兼後面非常点滅灯 

21 

T20 (アンバー） 

⑤ 

制動灯/尾灯 

21/5 

T20 

⑥ 

フォグランプ 

35 

H8 

⑦ 

ルー厶ランプ（フロント） 

8 

T10 

⑧ 

ルームランプ（センター） 

8 

T10 
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いざといラときに 

いさというときの処置 



下記の電球の交換は、ヌバル販売店にご相談<ださい。 

⑨前照灯/□—ビーム（ハ□ゲン • HID ランプ） 

©前照灯/ハイビーム（ハ□ゲン） 

⑪車幅灯 

⑫側面方向指示灯兼非常点滅灯 

⑬側面方向指示灯兼非常点滅灯（ドアミラーターンランプ装着車） 

⑭前面方向指示灯兼非常点滅灯 
⑮大型カーゴルームランプ（蛍光灯） 

アドバイス _ 

• 前照灯、車幅灯、前面、および側面方向指示灯兼非常点滅灯は、ヘッドランプ本体 
を取り外す必要があるため、光軸調整が必要となります。また、 HID ランプは、高電 
圧を使用しているため、お客さまご自身による電球の交換はできません。スバル販売 
店にご相談ください。 

• LED を使用しているランプは、電球のみの交換をすることができません。スバル販売 
店にご相談ください。 
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S いざというときに _ 

いざというときの処置 


_交換の手順_ 

A 警告 _ 

•電球を交換するときは、ランプを消灯 
させ電球が冷えてぃる状態で行つてく 
ださぃ。電球が熱ぃ状態で、電球やそ 
の周辺を触ると、やけどをするおそれ 
があり危険です。 

• 電球および電球固定具の取り付けが不 
完全な場合、発熱や発火、および水入 
りなどによる故障、レンズ内面の曇り 
につながるおそれがあります。 

• 電球、ソケット、電気回路、および構 
成部品を修理、分解しなぃでくださ 
ぃ。感電による重大な傷害の原因とな 
ります。 

HID ランプ装着車 

• HID ランプのバルブ. コネクター ■電 
源回路 ■ 光軸調整部分を分解したり、 
取り外したりしなぃでくださぃ 。 HID 
ランプは高電圧を使用しており、不適 
切な取リ扱ぃをすると、感電するおそ 
れがあり危険です。 

ランプを交換-修理 • 廃棄するとき 
は、必ずスバル販売店にご相談くださ 
い。 


A 注意 _ 

•同じワット数の電球以外は使用しない 
でください。過熱などにより故障の原 
因になります。 

• 同じバルブ色の電球以外は使用しない 
でください。異なる色で点灯します。 

• ㊀ ドライバーなどを使用するときは、 
布などを巻いてください。クリップ、 
レンズなどに傷が付くおそれがありま 
す 。 

• ランプ本体やレンズを取り外すとき 
は、ボディに傷を付けないように注意 
してください。 

•ネジでレンズを取り付けるときは、締 
めすぎないようにしてください。レン 
ズを破損するおそれがあります。 

• ハロゲン電球はガラス球内部の圧力が 
高いため、落としたり、物をぶつけた 
り、傷を付けたりすると破損して、ガ 
ラスが飛び散る場合がありますので、 
十分注意して取リ扱ってください。 

•電球のガラス部は、素手で触れずにき 
れいな手袋を着用してください。特に 
前照灯用（フォグランプ含む）の電 
球は油脂が付着すると、発熱による早 
期電球切れを起こします。 

• 電球を交換しても点灯しない場合は、 
電球切れ以外の理由が考えられます。 
スバル販売店で点検を受けてくださ 
い。 
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いざといラときに 

いさというときの処置 


fe アドバイス _ 

•ヘッドランプ、制動灯などのランプ 
は、雨天走行や洗車などの使用条件に 
よりレンズ内面が一時的に曇ることが 
あります。これはランプ内部と外気の 
温度差によるもので、雨天時などに窓 
ガラスが曇るのと同様の現象であり、 
機能上の問題はありません。 

ただし、レンズ内面に大粒の水滴が付 
いているときやランプ内に水がたまつ 
ているときは、スバル販売店にご相談 
ください。 

クリップの取り付け、取り外しについて 
•取り外すときは、©ドライバーで中央 
部を浮かしたあと、クリップ全体を引 
っ張ります。 



•取り付けるときは、取り外した状態の 
まま差し込み、中央部を押し込みま 
す。 



〇ハイマウントストップランプ 
▼取り外し手順 

/. ネジ （2 本）を取り外して、ランプ 
本体を取り外します。 


ネジ ネジ 

赫 _________14 


2 . ソケツトを回して取り5^します。 



3 . ソケットか5電球を引き抜きます。 



▼ 取り付け手順 

逆の手順で行います。 
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S いざとい 5 ときに 

いざというときの処置 


〇番号灯 
▼取り外し手順 

/. ツメを矢印の方向に押して、ランプ 
本体を取り外します。 



2 . ソケットを回して取り外します。 



5ソケットから電球を引き抜きます。 



〇後退灯、後面方向指示灯兼 
非常点滅灯、制動灯/尾灯 
▼取り外し手順 

/. ネジ （1 本）を取り外します。 

2 . 矢印の方向にランプ本体を引いて、 
クリツプか5ランプ本体を外します。 



3 . 交換する電球のソケットを回して取 
り外します。 



4 . ソケットか5電球を引き抜きます。 



▼ 取り付け手順 

逆の手順で行います。 


▼ 取り付け手順 

逆の手順で行います。 
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いざといラときに 

いさというときの処置 


〇フォグランプ 
▼取り外し手順 

/. 八ンドルを 

右俱! I の電球を交換する場合は左に、 
左俱! I の電球を交換する場合は右に、 
いっぱいまで回します。 

2 . クリップ （3 個）とネジ （1 本）を取 
り外し、バンパーとフェンダーライ 
ナーの間に手が入る<5いフェンダ 
ーライナーをめ<ります。 


フェンダーライナー 



3 . コネクターのツメを押して、コネク 
ターを取り外します。 




▼ 取り付け手順 
逆の手順で行います。 

〇 ルーム ランプ（フロント） 
▼取り外し手順 

/. カバーを矢印の方向に引いて取り外 
します。 




▼ 取り付け手順 

逆の手順で行います。 
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S いざとい 5 ときに 

いざというときの処置 


〇ルームランプ（センター） 

/. ㊀ ドライバーを差し込んで、カバ 
を取り外します。 




キーを 閉じ込めたとき 


キーを閉じ込めたときは、 JAF などを呼 
んで < ださい。 

別冊の「メンテナンスノート」巻末の 
JAF □—ドサービスのご案内を参照して 
<ださい。 

▼キーをな<した場合 

キーナンパーを最寄りのヌバル販売店に 
ご連絡 < ださい。 

アドバイス _ 

• キーの閉じ込みで困らないために下記 
の習慣を心がけてください。 

• 日頃からキーを使ってロックしてくだ 
さい。 

•バッグなどにスペアキーを入れてお 
いてください。 


▼ 取り付け手順 

逆の手順で行います。 
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いざといラときに 

いさというときの処置 



事故が起きたとき 


交通事故が起きたときはあわてずに下記 

の処置を取りましよう。 

▼ 処置の方法 

/. ただちに車を止めます。車を道のは 
しに停車し、昼夜問わず非常用表示 
板を立てるなどの必要な処置を取り 
ます。 

2 . 負傷者を救護します。人命救助が第 
一です。負傷者があれば救急車を呼 
んだり、最寄りの救急病院などへ運 
ぶなどして救護します。 

3 . 警察へ事故の報告をします。最寄り 
の警察署または派出所へ事故を報告 
して警察官の指示にしたがいます。 
この届出は法令で義務付け5れてい 
ます。 

4 . 相芋方の確認とメモをします。氏名、 
住所、電話番号などをメモしておき 
ます。 

5 . 購入した販売会社と保険会社へ連絡 
します。 
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MEMO 
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a 

車のお手入れ 

車の整備、お手入れの方法について 
説明しています。 


■ 車のお手入れ 

エンジンルーム-200 

消耗品の補給、交換-202 

タイヤの点検- 205 

室内のお芋入れ-207 

エアコンの お芋入れ-208 

ボデ ー、 塗装面のお手入れ-208 

フイパーの交換-210 
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5 車のお手入れ 

車のお手入れ 


車のお手入れ 

車を安全、快適にご使用いただくには、日頃のお手入れが大切です。点 
検方法などは、別冊の「メンテナンスノート」に記載していますので、 
参照してください。 



グレードの違い、メーカーオプションも記載しています。 


エンジン ルーム 

エンジンルームは、フロントシート下にあります。 

(エンジンルームの開閉— 91ページ) 
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車のお手八れ 

車のお手入れ 





ボンネット 



インストルメントパネル右側 

インストルメントパネル右側の カバーを 外すと、 ブレーキフルー ドリザー パー タン 
クがあります。 

点検方法については、別冊の「メンテナンスノート」を参照して<ださい。 

▼カパーの外しかた 

カバーの上側を矢印の方向に引きます。 



A 注意 _ 

• ブレーキオイルがこぼれたときは、すぐに水で濡れたタオルなどでふき取ってくだ 
さい。ブレーキオイルがこぼれた箇所が変色、変形するおそれがあります。 
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5 車のお手入れ 

車のお手入れ 


消耗品の補給、交換 


消耗品の補給、交換などは、別冊の「メ 
ンテナンフノート」に記載していますの 
で、参照して<ださい。 

A 警告 _ 

•エンジンルームは 大変高温に なって 
いることがあるため、下記のことをお 
守りください。 

• やけどをするおそれがありますので、 
点検するときは、十分に冷めてから行 
ってください。 

•点検したあとは、エンジンルーム内 
に工具や布を置き忘れていないことを 
確認してください。点検や清掃に使用 
した工具や布などをエンジンルーム 
内に置き忘れていると、故障の原因と 
なったり、車両火災につながるおそれ 
があり危険です。 


エンジンオイル 

エンジンオイルの量を定期的に点検して 
<ださい。なお、高速走行を行ろ前には、 
必ず点検して < ださい。 



適量範囲 

オイルレベルゲージ 


fe アドバィス _ 

•エンジンオイルはエンジン内部の潤 
滑、冷却などをするはたらきがありま 
す。通常の運転をしていてもピストン 
および吸気、排気バルブを潤滑してい 
るオイルの一部が燃焼室などで燃える 
ためオイル量は走行とともに減少しま 
す。また、減少する量は走行条件など 
により異なります。 

•外気温が低いときに、エンジンオイ 
ル注入口の裏側や、オイル注入口にエ 
ンジンオイルが白いクリーム状にな 
つて付着していることがあります。 
これは、エンジン内部の水蒸気が冷却 
されて水滴になり、エンジンオイル 
と混ざることにより発生するもので、 
外気温の上昇、エンジンの暖機等で水 
分が蒸発すると解消します。 

この現象によるエンジンオイルの変 
質はなく、そのまま使用しても、問題 
はありません。 
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車のお手八れ 

車のお手入れ 





冷却水 

▼冷却水の点検について 
冷却水リザーパータンクのキヤップに付 
いているレベルゲージで行って<ださい。 
詳し<は別冊の「メンテナンヌノート」 

を参照して < ださい。 

A 警告 _ 

• 水温が高いときは、冷却水注入口を外 
さないでください。冷却水の圧力が冷 
却水注入口にかかっているので、蒸気 
や熱湯がふき出し、大変危険です。 

• 冷却ファンに絶対に触れないでくださ 
い。ファンが回転するため、大変危険 
です。 


▼ 冷却水の交換について 

A 注意 _ 

•冷却水の交換要領は、ボンネット奥に 
貼り付けてあるエンジン冷却水交換要 
領ラベルに記載しています。 

• 冷却水の交換は、スバル販売店に依頼 
してください。 


エンジン冷却水 
交換要領ラベル 



A 注意 _ 

• 冷却水リザーバータンクに冷却水が 
ないときは、冷却水リザーバータン 
クおよびラジェーターに冷却水を補給 
したあと、ェア抜きが必要になります 
ので、スバル販売店で点検を受けてく 
ださい。 


fe アドバイス _ 

•点検後は、冷却水リザーパータンク 
のキャップのパイプが車両後方に向く 
ように、キャップを確実に取り付けて 
ください。 


パイプ 
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5 車のお手入れ 

車のお手入れ 


ウインドゥウォッシャー液 
の補給 

ウォッシャー液の量を定期的に点検して 
<ださい。ウォッシや一液が不足してい 
るときは、スバル指定ウインドウウォッ 
シャー液を補給します。 

アドバイス _ 

•ウインドゥウォッシャー液はスバル 
指定品をおすすめします。ウォッシャ 
_液の濃度の使い分けと注意事項はウ 
ォッシャー液の容器に記載されていま 
す。 

• ウインドゥウォッシャータンクはフ 
ロント、リヤ兼用です。 


▼ 点検のしかた 

ウォッシャータンクのキャップを外し、 
セットしてあるレベルゲージを引き抜き 
ます。 

“ NORMA じ’〜 “ LOW ” の点検穴すベて 
に膜が張っているかを確認します。 



fe アドバイス 
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車のお手八れ 

車のお手入れ 





▼補給のしかた 

ウォッシやータンクのキヤップを外し、 
ウォッシャー液容器に表示してある凍結 
温度を参考に希釈して補給します。 



A 警告 _ 

• エンジンが熱いときやエンジンがかか 
つているときはウォッシャー液を補給 
しないでください。ウォッシャー液が 
エンジンなどにかかると、出火するお 
それがあり危険です。 


A 注意 _ 

• ウォッシャー液のかわりに石けん水な 
どを入れないでください。塗装のしみ 
や目づまリになるおそれがあります。 


fe アドバイス _ 

• ウォッシャー液をあふれるほど入れな 
いでください。 


タイヤの点検 


タイヤ空気圧の点検 

タイヤの空氦圧の点検は、最低でも月に 
1回行って < ださい。 

タイヤが冷えているときに、タイヤゲー 
ジで空気圧が規定値にあるかを点検して 
<ださい。また、ヌペアタイやの空氦圧 
も点検して < ださい。 

空気圧が適正でない場合は、必ず指定空 
気圧に調整して < ださい。 

(タイヤの指定空気圧は運転席側ドア開 
□部に記載しています） 

A 警告 _ 

• 指定空気圧より低いと車両の安定性を 
損なうばかりでなく、タイヤが偏摩耗 
や早期摩耗します。高速走行時にスタ 
ンデイングウェーブ現象*によりタイ 
ヤがバースト（破裂）するなど、思わ 
ぬ事故につながるおそれがあり危険で 
す0 


fe アドバイス _ 

•タイヤが冷えているときとは、一般道 
路で走行距離が 1 km 以下の場合、また 
は3時間以上駐車している状態のこと 
をいいます。 

•タイヤが暖まっているときは、タイヤ 
の中の空気が膨張しているので、約20 
〜 30 kpa (0_2〜0.3 { kgf / cm 2 }) 空気 
圧が高くなっています。この場合、誤 
って空気圧を下げないようにしてくだ 
さい0 


高速で走行しているときに、タイヤが波ラつ 
現象0 
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5 車のお手入れ 

車のお手入れ 


タイヤの亀裂、損傷 

タイやの側面や接地部全周に亀裂や損傷 

がないかを点検して<ださい。 

また、釘、石、その他の異物が刺さった 

り、かみ込んでいないかを点検してくだ 

さい0 

A 警告 _ 

• タイヤの側面などに傷や亀裂のあるよ 
うな異常なタイヤを装着しないでくだ 
さい。 

• 異常があるタイヤを装着していると、 
走行時にハンドルが取られたり、異常 
な振動を感じることがあります。 

また、バースト（破裂）など修理でき 
ないような損傷をタイヤにあたえた 
り、タイヤが横滑りするなど、思わぬ 
事故につながるおそれがあり危険で 
す。走行中、異常な振動を感じた場合 
は、スバル販売店で点検を受け、正常 
なタイヤに交換してください。 

• 異常があるタイヤを装着していると、 
車の性能（燃費 • 車両の安定性 • 制動 
距離など）が十分に発揮できないばか 
りでなく、思わぬ事故につながるおそ 
れがあり危険です。また、部品に悪影 
響をあたえるなど故障の原因となるこ 
とがあります。 


タイヤの溝の深さ、異常な摩耗 

タイヤの溝の深さに不足がないかをヌリ 
ップサイン（摩耗限度表示）により点検 
してください。 

また、タイヤの接地面全周に極端にすり 
減っている箇所がないかを点検して<だ 
さい0 


スリップサイン 



A 警告 _ 

• 摩耗限度を超えたタイヤは使用しない 
でください。タイヤの溝の深さが少な 
いタイヤやスリップサイン（摩耗限 
度表示）が出ているタイヤをそのまま 
使用すると、制動距離が長くなった 
り、雨の日にハイドロプレーニング 
現象$により、ハンドルが操作できなく 
なったり、タイヤがバースト（破裂） 
したりして、思わぬ事故につながるお 
それがあり危険です。摩耗限度を超え 
たら、すみやかに正常なタイヤと交換 
してください。 


水のたまった道路を高速で走行すると、タイ 
ヤと路面の間に水が入り込み、タイヤが路面 
から浮いてしまい、ハンドルやブレーキが効 
かな < なる現象。 
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車のお手八れ 

車のお手入れ 





タイヤのローテーション 

タイやは同じ位置で長<走ると、それぞ 
れ異なつだ減りかたをします。これを防 
ぐために、タイやの位置を□— テーシヨ 
ンして < ださい。 

□—テーシヨンは5,000 km 走行ごとに行 
つて < ださい。 

▼□_ テーシヨンのしかた 

II の順に口ーテーションしてください。 

(タイや交換—180ぺージ) 



A 注意 _ 

•応急用スペアタイヤはローテーシヨ 
ン用タイヤとして使用しないでくださ 
い。 

• タイヤの空気圧を確認してください。 
(タイヤの空気圧は運転席側ドア開口 
部に記載しています） 


室内のお手入れ 


ビニール、レザー、プラヌチック、布材 
の汚れ落としには、中性洗剤の水溶液を 
柔らかい布に軽<含ませてお使い<ださ 
い。洗浄後、残った洗剤分は真水を含ま 
せた柔らかい布でよ < 落として <ださい。 
室内側のウインドウガラスも、こまめに 
ふいておきましよう。汚れたままにして 
お<と、取れに<<なる場合があります。 

A 注意 _ 

•ベンジン、ガソリン、シンナーなどの 
有機溶剤は変色、しみなどの原因とな 
るので使わないでください。 

特にシートベルトについては、必ず 
中性洗剤を溶かしたぬるま湯を使用し 
てください。中性洗剤以外を使用する 
と、ベルトが弱くなり万一のときに正 
常なはたらきをしないことがありま 
す。 

•乾燥は直射日光をさけ、風通しが良 
く、ほこりの立たない日陰で行ってく 
ださい。素材のいたみを早める原因と 
なります。 


fe アドバイス _ 

•リヤウインドウガラス内面を清掃す 
るときは、電熱線を傷付けないでくだ 
さい0 


SB21N- 0000052-, S331l^ 000005 卜 


207 











5 車のお手入れ 

車のお手入れ 



エアコンガスは新冷媒 HFC 134 a 
( R 134 a ) を使用しています。地球環境 
保全のため、大気放出しないで<ださい。 

アドバイス _ 

•エアコンガスの補充、エアコンの修 
理をする場合はスバル販売店にご相談 
ください。 


ボデー、塗装面のお手入れ 


塗装面など車体の外観を美し<保つため 
に、洗車、ワックスがけを月1回程度の 
割合で定期的に行って<ださい。また、 
長時間屋外で駐車するときは、ボデーカ 
バーを付けるように心がけましよう。 
車体にほこりや異物などを付けたままに 
しておきますと、塗装面の劣化や車体、 
部品の腐食を早めたり、化学変化による 
塗装面の変色やはん点の発生などの原因 
になります。 

下記の場合は早めに洗車をして<ださい。 
• 凍結防止剤を散布した道路を走行した 
とぎ 

• ばい煙、粉じん、鉄粉などの降下の多 
い場所に駐車したとき 
•コールタール、花粉、鳥のふん、虫、 
樹液などが付いたとき 
• フェリーに乗船したときや、海岸地帯 
を走行したとき 

• ほこり、泥などで著し<汚れたとき 

アドバイス _ 

• 塗装の飛石傷やかき傷は、腐食の原因 
となります。見つけたら早めにペイン 
卜で補修してください。 

•保管、駐車は風通しの良い車庫や屋根 
のある場所をおすすめします。 
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車のお手八れ 

車のお手入れ 





_ 

▼ 洗車の手順 

/. 十分に水をかけなが5スポンジまた 
はセーム皮のような柔5かい物で洗 
います。汚れのひどい箇所はカーシ 
ヤンプー液または中性洗剤で洗い、 
水で完全に洗い落とします。 

2 . 水が乾かない〇ちにふき取ります。 

A 注意 _ 

•故意に空気取り入れ口やエンジンル 
—ム内の電気部品に水をかけないでく 
ださい。エンジンの始動不良や電気部 
品の故障の原因になります。 

• 洗車後や水たまり走行後は低速でブレ 
—キペダルを軽く踏んでブレーキが 
正常にはたらくことを確認してくださ 
い。効きが悪い場合は、周囲の安全に 
十分注意して効きが回復するまで数回 
ブレーキペダルを軽く踏んでくださ 
い。 

• 高温の湯で洗車すると樹脂部品などが 
損傷するおそれがあります。 

• 下回り足回りを洗うときは手をけがし 
ないように注意してください。 

• ランプのレンズ表面をワックス.ベン 
ジンやガソリンなどの有機溶剤でふい 
たり、硬いブラシでこすらないでくだ 
さい。レンズが破損したり、劣化を早 
めるおそれがあります。 


〇自動洗車機を使用するとき 

A 注意 _ 

•エアコンコントロールパネルの内外 
気切り替えスイッチで“内気循環”に 
してください。車内に水が入り、故障 
の原因になります。 

•ミラー_アンテナは格納して、前側か 
ら洗車してください。 

• ときによリブラシの傷が付き、塗装の 
光沢が失われたリ劣化を早めることが 
あります。 


〇高圧洗車機を使用するとき 

A 注意 _ 

•ドアガラスやドア周リなどの開閉部 
分に洗車ノズルを向けると、車内に水 
が入ることがあります。 


ワックスがけ 

月に一回程度または水をはじかな<なっ 
たときに行ってください。 

▼ ワックスをかける前に 

塗装面の汚れを水洗いし、水分を十分に 
ふき取ってから日陰または車体表面が体 
温以下になっているときに行って<ださ 
い。ワックスはスバル指定力ーワックス 
をおすすめします。 

アドバイス _ 

• 塗装されていない樹脂部品にワックス 
を使用しないでください。ワックスが 
付着すると、白くなったリムラになる 
ことがあります。 
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5 車のお手入れ 

車のお手入れ 


樹脂部分のお手入れ 

樹脂塗装部品（パンパーなど）にガソリ 
ン、オイル、冷却水、バッテリー液など 
が付着すると、しみの発生やツヤ落ち、 
塗膜がはがれる原因となります。十分に 
水洗いをしたあとただちに柔らかい布で 
ふき取って < ださい。 

アドバイス _ 

• 樹脂塗装部品の傷の補修をする場合 
は、スバル販売店にご相談ください。 
不適当な塗料を使用すると塗膜をいた 
めます。 


アルミホイールのお手入れ 

オプション/グレード別装備 
アル5ホイールはポデーの洗車と同じ要 
領で行い、ボデーと同じワックスでワッ 
クスがけをして <ださい。 

A 注意 _ 

•アルミホイールにワックスがけをす 
る際は、ホイールナットの座面にワ 
ックスを付着させないように注意して 
ください。必要以上に締め付けられ、 
ボルトが破損するおそれがあります。 


ワイパーの交換 


A 注意 _ 

• ワイパーブレード、ラバーはスバル 
指定品をおすすめします。スバル指定 
以外を使用すると、適切に装着できな 
い場合があります。 

•傷んだ ワイパーブレードラバーを使 
用し続けると、ウインドゥガラスを 
傷付けるおそれがあります。拭きむら 
がある場合は、早めに交換してくださ 
い。 

• ワイパー ブレード、 ラバーを 取り外 
したときは、 ワイパーアームを 倒さ 
ないでください。ウインドゥガラス 
やボンネットに傷が付くおそれがあり 
ます。 

•起こした ワイパーアームを 戻すとき 
は、手を添えながらゆっくりと戻して 
ください。離れた位置から戻すと、 ワ 
イパーアームが 変形したり、ウイン 
ドゥガラスに傷が付くおそれがあり 
ます。 

• 確実に取り付けられていることを確認 
してからワイパーを作動させてくださ 
い。ウインドウガラスに傷が付くお 
それがあります。 
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車のお手入れ 

車のお手入れ 





フロントワイパー 

〇ワイパーブレード 
▼取り外しかた 

/. アームを 起こします。 

2 . プレードをツメが見える角度まで傾 
けます。 

3 . ツメを押しなが5、プレードを矢印 
①の方向に引いたあと、矢印②の方 
向に抜き取ります。 



▼ 取り付けかた 

• ブレードを アームに 取り付けます。 

• プレードとアームが確実に固定されて 
いることを確認して < ださい。 


〇ワイパーブレードラバー 
▼取り外しかた 

/. ラバーのストッパーがプレードのツ 
メから外れるまで引きます。 



2 . そのままラバーをプレードか5引き 
抜きます。 

▼ 取り付けかた 

/. ラバーからプレートを取り外します。 

2 . ラバーを 取り替えます。 

3 . プレートの反りの向きに注意して、 
プレートをラバーに差し込みます。 
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5 車のお手入れ 

車のお手入れ 


4 . ストッパーがない側か5ラバーをプ 
レードに挿入します。 

5 . 取り付けたとき、ストッパーのある 
側が運転席側になるよラにして<だ 
さい。 

A 注意 _ 

• ラバー のストッパーにブレードのツメ 
を確実に挿入してください。ウインド 
ウガラスに傷が付くおそれがありま 
す。 


リヤワイパー 

〇ワイパーブレード 
▼取り外しかた 

/. アームを 起こします。 

■2 ブレードを矢印の方向に回し、アー 
ムと垂直にします。 



3 . ブレードを矢印の方向に引いて、ア 
—ムからプレードを引き抜きます。 



▼ 取り付けかた 

逆の手順で行います。 
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車のお手八れ 

車のお手入れ 





〇ワイパープレードラバー 
▼取り外しかた 

1 . ラバーを手前に引いて、ブレードの 
先端部のストツパーから取り外しま 
す0 


▼ 取り付けかた 

/. ラバーからプレートを取り外します。 

2 . ラバー を取り替えます。 

3 . プレートの反りの向きに注意して、 
プレー トを ラバー に差し込みます。 



SB21N- 0000052-, S331 从 000005 卜 


213 









5 車のお手入れ 

車のお手入れ 


4 . ブレードの先端部から2番目のツメ 
からラバーを挿入します。 

5 . プレードの後端部のツメにラバーを 
通し、さらにラバーを挿入して、後 
端部のストッパーを通過させます。 

6 . 先端部のツメにラバーを通し、先端 
部のストッパーまで挿入します。 

7 . 後端部のツメにラバーが確実に挿入 
されていることを確認してくださし、。 



A 注意 _ 

• ラバーにブレードのツメを確実に挿入 
してください。ウインドウガラスに 
傷が付くおそれがあります。 
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積雪、寒冷時の取り扱い 

積雪時、寒冷時に必要となる 
運転知識について説明しています。 


■ 積雪、寒冷時の取り扱い 


冬に向かってのお手入れ-218 

走行前点検と準備-218 

積雪、寒)令時の走行-219 

走行中の点検と注意-221 

走行後の取り扱い-222 
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積雪、寒冷時の取り扱い 

積雪、寒冷時の取 y 扱い 


積雪、寒冷時の取り扱い 


冬に向かってのお手入れ ■ 走行前点検と準備 


点検方法などは、別冊の「メンテナンス 
ノー ト」に記載していますので、参照し 
て < ださい。 


ハッナリー 

気温が下がるとバッテリーの性能が低下 
しエンジン始動に支障をきたすことがあ 
りますので、液量、比重の確認をし、必 
要に応じて液の補給や補充電をして<だ 
さい。 


エンジンオイル 

冬期はオイルの劣化が激し<なります。 
指定グレードのエンジンオイルを、早め 
に交換して < ださい。 


冷却水 

冷却水の凍結を防ぐためにクーラント 
(不凍液）の濃度の確認をスパル販売店 
に依頼して < ださい。 


ウ1ントウウオツンヤー液 

ウオツシや一液の凍結を防ぐために、ウ 
オッシや一液の濃度を上げて < ださい。 


走行前点検の際に下記の点検も行って< 
ださい。 


足回 y などの着氷 

車の下回りをのぞいて、足回りなどに氷 
塊が付着していないか確認して<ださい。 
付着している氷塊は、部品を損傷しない 
ように十分注意して取り除いて < ださい。 
ペダル類やハンドルの動きが円滑かど〇 
かも確認して < ださい。 


車体への積雪 

屋根に積もった雪は、走行する前に取り 
除いて<ださい。走行時、ガラス面に落 
下すると視界のさまだげとなり危険です。 

A 注意 _ 

• 氷結している部分を無理に取リ除くと 
塗装などをいためる場合がありますの 
で注意してください。 


ドアの凍結 

ドアが凍結した場合は無理に開けよ〇と 
するとドア周りのゴムがはがれたり、破 
損するおそれがあります。ぬるま湯をか 
けて氷をとかして<ださい。開けたあと 
は水分をよ<ふき取って<ださい。不十 
分ですとまた凍結することがあります。 
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積雪、寒冷時の取り扱い 

積雪、寒冷時の取り扱い 



ウインドウガラスの凍結 


積雪、寒冷時の走行 

凍結しているときは、ぬるま湯をかけて 
氷をとかし、水分をよ<ふき取って<だ 
さい。 

A 注意 

雪道、凍結路を走るときはタイヤチェー 
ンまたはスノータイやを装着して<ださ 
い。 

A 注意 

• 氷をとかすときはぬるま湯を使用し、 
熱湯はかけないでください。ウインド 
ゥガラスが割れるおそれがありま 
す。 

•フロントウインドゥガラスに付いた 
氷を取リ除くために、氷をたたいて割 
らないでください。フロントウイン 
ドゥガラスの内側（車内側）が割れ 
るおそれがあります。 


•積雪時は、スピードを控えめにしてく 
ださい。路面が凍結している可能性が 
高く、大変スリップしやすくなり、思 
わぬ事故につながるおそれがありま 
す。 

チェーン装着車、スノー タイヤ装着 
車、また AWD 車、 ABS 装着車であって 
も慎重な運転をしてください。 



タイヤチェーンの装着 

ワイパーなどの凍結 


後輪駆動車ですので、チェーンは後ろ2 

ワイパー、ドアミラー、ドアガラスな 
どが凍ったり、雪が固まって動かないと 
きは、ぬるま湯をかけて氷や雪をとかし、 
水分をふき取って < ださい。 

A 注意 

輪に装着します。 AWD 車も後ろ2輪に装 
着します。 

タイやチェーンは、ヌバル純正タイヤ 
チェーンを使用して<ださい。詳しくは 
スバル販売店にご相談 < ださい。 


•凍結したまま、または雪が固まったま 
まワイパー、ドアミラー、ドアガラ 
スなどを無理に作動させると、ワイパ 
-ゴムを損傷したり、モーターなど 
が故障するおそれがあります。 


乗車時の注意 

靴にこびりついた雪は、乗車時によ<落 
として<ださい。ペダル類を操作すると 
きに滑ったり、室内の湿気が多<なりガ 
ラフが曇ったりすることがあります。ま 
た、床面などが加湿状態となり、腐食の 
原因となります。 
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積雪、寒冷時の取り扱い 

_積雪、寒冷時の取り扱い 


A 注意 _ 

* タイヤチ;！；ーンは車のタイヤのサイ 
ズに合った、スバル指定品または指定 
サイズの物を使用してください。サイ 
ズの合わないチェーンを使用すると、 
ブレーキ配管や車体を破損し、危険で 
す。 

•タイヤチェーンの取り付けは各タイ 
ヤチェーン付属の取扱説明書にした 
がって行ってください。 

•タイヤチェーン装着時は 30 km / h 以上 
で走行しないでください。タイヤチ 
ェーンにかかる負担が大きくなリ、チ 
x - ンが切れやすくなります。 

• 取り付け作業は雪上などをさけ交通の 
さまたげにならない安全で平らな場所 
で行ってください。必ず駐車ブレーキ 
をかけ、非常点滅灯を点滅させ、人や 
荷物は降ろし、停止表示板も使用して 
ください。 

•作業をするときは、車体端部などでけ 
がをしないように注意してください。 

•応急用スペアタイヤには標準タイヤ 
用のタイヤチェーンは装着できませ 
ん。後輪がパンクした場合は、応急用 
スペアタイヤを前輪に装着し、外し 
た前輪タイヤを後輪に取り付け、これ 
に標準タイヤ用タイヤチェーンを装 
着してください。 


スノー タイヤの装着 
A 注意 _ 

•スノー タイヤ装着時も、必ず標準夕 
イヤと同じ指定サイズで、同一種類の 
タイヤを装着し、指定空気圧で走行し 
てください。また、スノー タイヤを 
装着するときは、4輪とも同じ種類の 
物に交換してください。 

• 地方により条例の違いがありますの 
で、その地区の条例にしたがってくだ 
さい。 


fe アドバイス _ 

•タイヤチェーンを装着するとホイー 
ルキャップやアルミホイールに傷が 
付くおそれがあります。ホイールキ 
ャップ装着車はホイールキャップを 
取り外した状態で、タイヤチェーン 
を装着してください。 
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積雪、寒冷時の取り扱い 

積雪、寒冷時の取り扱い 



走行中の点検と注意 


ブレーキの凍結 

積雪、寒冷時ではブレーキ装置に付着し 
だ水が凍結し、ブレーキの効きが悪<な 
ることがあります。その際には、前後の 
車に十分注意して、ブレーキペダルを軽 
<踏みながら低速で走行し、ブレーキバ 
ッドのしめりを乾かして<ださい。 

A 注意 _ 

•万一、ブレーキの 効きが回復しないと 
きは、ただちにスバル販売店で点検を 
受けてください。 


パンク時の対応 

タイヤチェーン装着時、後輪がパンクし 
た場合は、応急用ヌペアタイやを前輪に 
装着し、外した前輪タイヤを後輪に取り 
付け、これにタイヤチェーンを装着して 
<ださい。 

応急用スペアタイやにはタイやチェー 
ンは装着できません。 


雪道、凍結路の注意 
A 注意 _ 

• 雪道や凍結路では、急加速、急減速、 
急ブレーキ、急ハンドルをさけてくだ 
さい。スリップして方向性を失い事故 
につながるおそれがあります。 


走行中の雪の付着 

雪道走行時、タイや八ウフ裏側に付着し 
た雪が氷結し、次第にたい積してハンド 
ルのきれが悪<なることがあります。と 
きどき異常のないことを確認して<ださ 
い。ランプ類などは、走行中に雪のため 
に暗<なることがあるので、ときどき異 
常のないことを確認して<ださい。 
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_積雪、寒冷時の取 y 扱い 



屋外に駐車するときは、車の前部を風下 
や日の当たる方向に向けて止めて<ださ 
い 0 

エンジンが冷えすぎると、始動しに<< 
なることがあります。 

また、ワイバーアームは起こして<ださ 
い。雪の重みでアーム取り付け部がこわ 
れることがあります。 

fe アドバイス _ 

• 寒冷時は駐車ブレーキをかけるとブレ 
ーキ装置が凍結して駐車ブレーキが解 
除できなくなるおそれがありますので 
使用しないでください。セレクトレ 
バーを ( B レンジに入れておきましよ 
う。 

• 軒下や樹木の下での駐車はさけてくだ 
さい。落雪で車体を損傷するおそれが 
あります。 


格納方法 

長時間使わないで屋外に放置してお<と 
きは、塗装面の保護とドア周りの凍結を 
防ぐために、ボデーカバーを使用して< 
ださい。 

A 注意 _ 

• エンジンの冷えすぎを防ぐために毛布 
でおおったり、フロントグリルに段 
ボールや、新聞紙を挟み込まないでく 
ださい。これがもとで燃え出す危険が 
あります。 


洗車方法 

凍結防止剤をまいた道路を走行したとき 
は、早めに下回りを洗車して<ださい。 
放置すると腐食の原因となります。洗車 
後は凍結防止のため水分をよ<ふき取つ 
て < ださい。 

fe アドバイス _ 

• ドアのキー挿入口やドア周りのゴム部 
の水分は特によくふき取ってくださ 
い0 


222 


SB21N- 0000052-, S331N 0000051 〜 














MEMO 


SB21N- 0000052' S331l^ 000005 卜 


223 


MEMO 


224 


SB21N- 0000052-, S331 从 0000051 〜 



